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★令和５年度 沖縄振興予算案
　 ～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を
　　　　　　　　　　 目指し、約2，679億円を計上～
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　沖縄
に
も
、本
土
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
よ

う
に
花
び
ら
が
散
り
、高
貴
な
香
り
の
す
る

桜
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　今回
の
表
紙
写
真
は
、本
部
町
伊
豆
味

区
で
咲
き
誇
る「
ク
メ
ノ
サ
ク
ラ
」の
写
真

で
す
。　クメ

ノ
サ
ク
ラ
は
、1
9
5
0
年
代
に
久

米
島
で
発
見
さ
れ
、復
帰
前
後
に
本
部
町
伊

豆
味
区
に
持
ち
込
ま
れ
、一
時
は
絶
滅
し
か

け
ま
し
た
が
、関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、現

在
で
は
1
，0
0
0
本
程
度
に
ま
で
増
え
て

い
ま
す
。

　本部
町
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協
議
会
伊
豆

味
支
部
の
徳
村
政
邦
支
部
長
は「
今
で
は
久

米
島
と
伊
豆
味
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
地
域

に
し
か
生
育
し
な
い
貴
重
な
品
種
で
す
の

で
、絶
や
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
。今
回
、土
づ
く
り
の
肥
料
代

な
ど
に
充
て
る
た
め
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、多
く
の
皆
様
方
か
ら

も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　クメ
ノ
サ
ク
ラ
は
例
年
3
月
上
旬
に
開

花
し
ま
す
。伊
豆
味
区
の
有
志
の
皆
様
が
心

を
込
め
て
世
話
を
し
た
ク
メ
ノ
サ
ク
ラ
が
、

今
年
も
満
開
に
な
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

■
も
と
ぶ・伊
豆
味
ク
メ
ノ
サ
ク
ラ
祭
り

　令和
5
年
3
月
11
日（
土
）〜
31
日（
金
）

本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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連 載 企 画 「あ！これも地団！―沖縄の地域団体商標（地団）活用事例―vol.4」6

仕 事 の 窓 ２ 「財務専門官」の魅力発信中！ 財政・金融のプロとして一緒に地域へ
貢献してみませんか？ ～試験申込期間(3月1日～3月20日)～
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仕 事 の 窓 ７ 「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」選定事例の紹介14

仕 事 の 窓 １ 公正取引室の広報・広聴活動！
～入札談合防止研修会、経済界との意見交換会、出前授業～

8

仕 事 の 窓 ８ 第9回「ものづくり日本大賞」 受賞者について
～沖縄県から17年ぶりの経済産業大臣賞～

15

仕 事 の 窓 ９ 沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日(火)報道関係者を対象に施設紹介を行いました

16

仕 事 の 窓 １０ 防犯機器搭載タクシー(タクパト)の普及について17

仕 事 の 窓 １１ 船員の特定最低賃金が改正されます
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ノ
サ
ク
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March-April

仕 事 の 窓 ３11  「金融」と「財政」について～大学生と一緒に考える～in沖縄大学

仕 事 の 窓 ４12 第7回「農水産業支援技術展」沖縄が開催されました

仕 事 の 窓 ５12 デジタル食育ガイドブックを活用した動画作成講習会を開催しました!

仕 事 の 窓 ６13 おきなわ花と食のフェスティバル2023が開催されました

　沖
縄
の
歴
史
の
な
か
で
人
々
の
命
を
支

え
た
の
が「
カ
ー
」や「
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
」と
呼

ば
れ
た
湧
き
水
で
す
。小
さ
な
島
の
沖
縄

で
は
大
き
な
河
川
は
形
成
さ
れ
ず
、主
な

水
源
と
し
て
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、各
地
に
は
石
灰
岩
の
層
と
泥
岩
層
の

間
か
ら
湧
き
出
る
井
泉
が
あ
り
、こ
れ
ら

が
生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。多

孔
質
の
石
灰
岩
は
雨
水
を
浸
透
し
、水
を

通
さ
な
い
泥
岩
層
に
あ
た
り
地
表
に
流
れ

出
ま
す
。石
灰
岩
が
い
わ
ば
天
然
の
ろ
過

装
置
の
役
割
を
果
た
し
、清
水
と
な
っ
て

人
々
を
潤
し
た
の
で
す
。

　沖
縄
の
代
表
的
な
湧
き
水
と
い
え
ば

垣
花
樋
川（
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）や
金
武
大
川

（
ウ
ッ
カ
ガ
ー
）。垣
花
樋
川
は
南
城
市
玉

城
に
あ
る
湧
き
水
で
、垣
花
集
落
南
側
の

急
斜
面
の
中
腹
に
位
置
し
ま
す
。集
落
か

ら
長
い
石
畳
道
を
降
り
て
い
く
と
洞
窟
状

の
台
地
が
あ
り
、海
岸
付
近
は
泥
岩
層

の
低
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
台
地
と

低
地
の
間
に
無
数
の
湧
き
水
が
形
成
さ

れ
た
の
で
す
。か
つ
て
は
水
は
け
の
よ
い
石

灰
岩
の
台
地
で
畑
作
が
行
わ
れ
、湧
き

水
を
利
用
し
て
海
岸
の
低
地
で
稲
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。琉
球
の
時
代
、宜
野
湾

は
屈
指
の
生
産
高
を
誇
り
、琉
球
の
石

高
8
万
石
に
対
し
、宜
野
湾
の
謝
名
村

（
現
在
の
大
謝
名
）だ
け
で
1
千
石
余
り

を
占
め
る
ほ
ど
で
す
。な
お
宜
野
湾
は
か

つ
て「
浦
添
」の
一
部
で
し
た
。浦
添
は

「
う
ら
お
そ
い（
浦
々
を
支
配
す
る
地
）」

と
呼
ば
れ
、何
人
も
の
王
を
輩
出
し
た

琉
球
王
朝
発
祥
の
地
。そ
の
パ
ワ
ー
の
源

泉
は
湧
き
水
か
ら
作
ら
れ
た
肥
沃
な
土

地
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

05
vol.

琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　本誌上及び沖縄総合事務局ウェブサイト「オキナワンパールズ」にて
歴史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を紹介します。

https://www.okinawan-pearls.go.jp/ 

上里 隆史
（うえざと・たかし）

大謝名メーヌカー

垣花樋川（カキノハナヒージャー）

湧き水を歩く①

沖縄歴史の散歩道

に
な
っ
た
場
所
か
ら
水
が
出
て
い
て
、樋
に

よ
っ
て
地
表
へ
と
導
か
れ
て
い
ま
す
。豊
富

な
水
量
を
誇
り
、付
近
は
た
め
池
が
つ
く

ら
れ
、夏
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ

う
場
所
で
す
。金
武
町
の
並
里
区
に
あ
る

金
武
大
川
も
1
日
の
湧
水
量
千
ト
ン
を

超
え
る
湧
き
水
で
、そ
の
水
は
農
業
用
水

と
し
て
も
利
用
さ
れ
、付
近
の
米
や
田
芋

栽
培
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　湧
き
水
の
有
無
は
沖
縄
の
歴
史
の
動

向
に
も
大
き
く
影
響
し
た
と
み
ら
れ
ま

す
。宜
野
湾
市
の
大
山
付
近
は
田
芋
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
宜

野
湾
は
森
の
川
を
は
じ
め
湧
き
水
が

1
0
0
か
所
以
上
も
あ
る
場
所
で
、こ
う

し
た
湧
き
水
が
農
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。宜
野
湾
の
地
形
は
内
陸
部
に
石
灰
岩 金武大川（ウッカガー）

森の川（宜野湾市）
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す
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と
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ば
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も
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　沖縄
に
も
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土
の
ソ
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イ
ヨ
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ノ
の
よ

う
に
花
び
ら
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散
り
、高
貴
な
香
り
の
す
る

桜
が
あ
る
こ
と
を
ご
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じ
で
す
か
？
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、本
部
町
伊
豆
味
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咲
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誇
る「
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ノ
サ
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」の
写
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で
す
。　クメ

ノ
サ
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は
、1
9
5
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代
に
久

米
島
で
発
見
さ
れ
、復
帰
前
後
に
本
部
町
伊

豆
味
区
に
持
ち
込
ま
れ
、一
時
は
絶
滅
し
か

け
ま
し
た
が
、関
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者
の
努
力
に
よ
り
、現

在
で
は
1
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度
に
ま
で
増
え
て
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ま
す
。

　本部
町
花
い
っ
ぱ
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会
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の
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長
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っ
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め
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ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
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グ
を
実
施
し
、多
く
の
皆
様
方
か
ら

も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　クメ
ノ
サ
ク
ラ
は
例
年
3
月
上
旬
に
開

花
し
ま
す
。伊
豆
味
区
の
有
志
の
皆
様
が
心

を
込
め
て
世
話
を
し
た
ク
メ
ノ
サ
ク
ラ
が
、

今
年
も
満
開
に
な
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。
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も
と
ぶ・伊
豆
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ノ
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ラ
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り
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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お 知 ら せ ③ 沖縄復帰50周年記念スタンプラリー第2弾開催20

内 閣 府 だより 岡田大臣の沖縄訪問21

ク
メ
ノ
サ
ク
ラ

March-April

仕 事 の 窓 ３11  「金融」と「財政」について～大学生と一緒に考える～in沖縄大学

仕 事 の 窓 ４12 第7回「農水産業支援技術展」沖縄が開催されました

仕 事 の 窓 ５12 デジタル食育ガイドブックを活用した動画作成講習会を開催しました!

仕 事 の 窓 ６13 おきなわ花と食のフェスティバル2023が開催されました

　沖
縄
の
歴
史
の
な
か
で
人
々
の
命
を
支

え
た
の
が「
カ
ー
」や「
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
」と
呼

ば
れ
た
湧
き
水
で
す
。小
さ
な
島
の
沖
縄

で
は
大
き
な
河
川
は
形
成
さ
れ
ず
、主
な

水
源
と
し
て
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、各
地
に
は
石
灰
岩
の
層
と
泥
岩
層
の

間
か
ら
湧
き
出
る
井
泉
が
あ
り
、こ
れ
ら

が
生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。多

孔
質
の
石
灰
岩
は
雨
水
を
浸
透
し
、水
を

通
さ
な
い
泥
岩
層
に
あ
た
り
地
表
に
流
れ

出
ま
す
。石
灰
岩
が
い
わ
ば
天
然
の
ろ
過

装
置
の
役
割
を
果
た
し
、清
水
と
な
っ
て

人
々
を
潤
し
た
の
で
す
。

　沖
縄
の
代
表
的
な
湧
き
水
と
い
え
ば

垣
花
樋
川（
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）や
金
武
大
川

（
ウ
ッ
カ
ガ
ー
）。垣
花
樋
川
は
南
城
市
玉

城
に
あ
る
湧
き
水
で
、垣
花
集
落
南
側
の

急
斜
面
の
中
腹
に
位
置
し
ま
す
。集
落
か

ら
長
い
石
畳
道
を
降
り
て
い
く
と
洞
窟
状

の
台
地
が
あ
り
、海
岸
付
近
は
泥
岩
層

の
低
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
台
地
と

低
地
の
間
に
無
数
の
湧
き
水
が
形
成
さ

れ
た
の
で
す
。か
つ
て
は
水
は
け
の
よ
い
石

灰
岩
の
台
地
で
畑
作
が
行
わ
れ
、湧
き

水
を
利
用
し
て
海
岸
の
低
地
で
稲
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。琉
球
の
時
代
、宜
野
湾

は
屈
指
の
生
産
高
を
誇
り
、琉
球
の
石

高
8
万
石
に
対
し
、宜
野
湾
の
謝
名
村

（
現
在
の
大
謝
名
）だ
け
で
1
千
石
余
り

を
占
め
る
ほ
ど
で
す
。な
お
宜
野
湾
は
か

つ
て「
浦
添
」の
一
部
で
し
た
。浦
添
は

「
う
ら
お
そ
い（
浦
々
を
支
配
す
る
地
）」

と
呼
ば
れ
、何
人
も
の
王
を
輩
出
し
た

琉
球
王
朝
発
祥
の
地
。そ
の
パ
ワ
ー
の
源

泉
は
湧
き
水
か
ら
作
ら
れ
た
肥
沃
な
土

地
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

05
vol.

琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　本誌上及び沖縄総合事務局ウェブサイト「オキナワンパールズ」にて
歴史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を紹介します。

https://www.okinawan-pearls.go.jp/ 

上里 隆史
（うえざと・たかし）

大謝名メーヌカー

垣花樋川（カキノハナヒージャー）

湧き水を歩く①

沖縄歴史の散歩道

に
な
っ
た
場
所
か
ら
水
が
出
て
い
て
、樋
に

よ
っ
て
地
表
へ
と
導
か
れ
て
い
ま
す
。豊
富

な
水
量
を
誇
り
、付
近
は
た
め
池
が
つ
く

ら
れ
、夏
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ

う
場
所
で
す
。金
武
町
の
並
里
区
に
あ
る

金
武
大
川
も
1
日
の
湧
水
量
千
ト
ン
を

超
え
る
湧
き
水
で
、そ
の
水
は
農
業
用
水

と
し
て
も
利
用
さ
れ
、付
近
の
米
や
田
芋

栽
培
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　湧
き
水
の
有
無
は
沖
縄
の
歴
史
の
動

向
に
も
大
き
く
影
響
し
た
と
み
ら
れ
ま

す
。宜
野
湾
市
の
大
山
付
近
は
田
芋
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
宜

野
湾
は
森
の
川
を
は
じ
め
湧
き
水
が

1
0
0
か
所
以
上
も
あ
る
場
所
で
、こ
う

し
た
湧
き
水
が
農
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。宜
野
湾
の
地
形
は
内
陸
部
に
石
灰
岩 金武大川（ウッカガー）

森の川（宜野湾市）

406号
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　沖
縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活

か
し
た
長
期
滞
在
型
の
新
た
な
観
光
サ
ー

ビ
ス
や
、社
会
貢
献
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
支
援
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
等
を
行
う
た

め
、約
２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　企
業
の
成
長
を
牽
引
す
る
中
核
人
材

や
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
幅
広
い

産
業
の
高
付
加
価
値
化
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
加
え
、県
内
の
中
小
・

中
堅
企
業
に
対
し
て
経
営
力
等
の
向

上
に
向
け
た
官
民
共
同
の
伴
走
型
の

支
援
を
行
う
た
め
、約
３
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

新
た
な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め

　域
外
競
争
力
を
強
化
し
、製
品
等
の

移
出
増
等
を
図
る
た
め
、も
の
づ
く
り
事

業
者
が
行
う
設
備
投
資
や
、物
流
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、域
内
循
環
の
強
化
を
図
る
た
め

の
調
査
及
び
実
証
を
行
う
た
め
、約
１０
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▲平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル（令和４年7月）

▲子供の居場所における支援の様子

▲小禄道路（瀬長交差点側から北向け撮影）（令和４年12月）

特 
集 

Special Feature
特 

集 
Special Feature

～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を
目指し、約２，６７９億円を計上～

令和５年度 沖縄振興予算案

沖縄は、成長著しいアジアの玄関口としての地理的特性や全国一高い出生率など、大きな優位
性と潜在力を有しています。これらを活かして、「強い沖縄経済」を実現し、日本経済成長の牽引役
となるよう、国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進していきます。

の
人
材
確
保
対
策
、沖
縄
県
産
黒
糖
の
需

要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
、含
蜜
糖
工
場

に
お
け
る
省
力
化
又
は
省
人
化
に
資
す

る
機
械
整
備
の
た
め
、約
５
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
沖
縄
観
光
サ
ー
ビ
ス

創
出
支
援
事
業

　県
内
の
農
林
水
産
業
者
や
食
品
製
造

業
者
と
観
光
業
者
等
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

県
内
の
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、新
商
品
の
開
発
や
新
ブ
ラ
ン
ド

の
展
開
等
を
推
進
す
る
た
め
、約
１
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
販
売
力

強
化
支
援
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
拠
点
と
な
る
新

た
な
イ
ン
キ
ュベ
ー
タ
施
設
の
整
備
、産
学

連
携
等
の
体
制
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、

教
員
の
増
員
な
ど
学
園
運
営
及
び
施
設

整
備
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、約

１
９
６
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

学
園
関
連
経
費

①
宮
古
伊
良
部
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

地
下
ダ
ム
新
設
２
ヶ
所

貯
水
池
新
設
１
ヶ
所

揚
水
機
場
新
設
６
ヶ
所

用
水
路
新
設
55
㎞

沖
縄
総
合
事
務
局

②
石
垣
島
地
区：：

整
備
内
容

事
業
主
体

ダ
ム
改
修
５
ヶ
所

頭
首
工
改
修
３
ヶ
所

揚
水
機
場
新
設
・
改
修
６
ヶ
所

用
水
路
新
設・改
修
1
0
5
㎞

沖
縄
総
合
事
務
局

　沖
縄
に
お
け
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
実
現
可
能
性
に

沖
縄
型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
集
積
拠
点（
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
等
）で
実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
の
取
組
や
、県
内
バ
イ
オ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
等
に
対
し
て
、研
究
開
発
及
び
事

業
化
・
商
品
化
に
必
要
な
経
費
補
助
の
た

め
、約
１
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

拠
点
化
推
進
事
業

沖
縄
型
産
業
中
核
人
材
育
成
・

活
用
事
業

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

沖
縄
域
外
競
争
力
強
化
促
進
事
業

　県
内
の
児
童
・
生
徒
の
国
際
理
解
及
び

外
国
語
習
得
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
目

指
す
べ
く
、沖
縄
県
在
住
の
外
国
人
宅
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
国
際
交
流
体
験
事

業
を
支
援
す
る
た
め
、約
０
．４
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
国
際
交
流
体
験
促
進
事
業

　こ
れ
ま
で
の「
子
供
の
貧
困
対
策
支
援

員
」の
配
置
や「
子
供
の
居
場
所
」の
設
置

に
係
る
支
援
な
ど
に
加
え
、支
援
が
必
要

な
子
供
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
観
点
か

ら
、新
た
に
県
内
市
町
村
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
導
入
に
係
る
経
費
を
新
た
に
支
援
す

る
た
め
、約
１７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

　東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
那
覇

空
港
の
地
理
的
な
優
位
性
・
潜
在
力
を

活
か
し
、今
後
の
更
な
る
旅
客
需
要
に
対

応
で
き
る
よ
う
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
面
の

高
架
道
路
の
延
伸
整
備
等
、空
港
施
設

等
の
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　ま
た
、那
覇
空
港
以
外
の
離
島
空
港

も
含
め
て
、浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減

災
・
安
全
対
策
、空
港
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

　沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

物
流
の
発
展
、県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を

支
え
る
道
路
、港
湾
、空
港
、農
林
水
産

業
に
必
要
な
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
と
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
の
対
策
を

推
進
し
、災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　ま
た
、令
和
元
年
１０
月
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
た
首
里
城
に
つ
い
て
、首
里
城
復

元
の
た
め
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
策

定
さ
れ
た「
首
里
城
正
殿
等
の
復
元
に
向

け
た
工
程
表
」に
基
づ
き
、復
元
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
、約
１
，２
６

２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
関
係
費
等

◯
一
般
国
道
５
０
６
号

那
覇
空
港
自
動
車
道 

小
禄
道
路

：：：：

事
業
区
間

延

長

車
線
数

事
業
主
体

那
覇
市
鏡
水
〜

豊
見
城
市
名
嘉
地

５
．７
㎞

４沖
縄
総
合
事
務
局

◆
道
路
整
備
の
主
要
事
業

①
那
覇
港
臨
港
道
路
整
備
事
業

　（若
狭
港
町
線
）

：：

整
備
内
容

事
業
主
体
臨
港
道
路（
若
狭
港
町
線
）

沖
縄
総
合
事
務
局

◆
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

②
平
良
港
漲
水
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

岸
壁（
水
深
10
ｍ
）、

港
湾
施
設
用
地

　

航
路・泊
地（
水
深
10
ｍ
）等

沖
縄
総
合
事
務
局
、

宮
古
島
市

◆
空
港
整
備
の
主
要
事
業

◆
農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

　
（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

関
す
る
調
査
及
び
、導
入
促
進
の
た
め

の
実
証
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
た
め
、約
４
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
良
事
業
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　沖
縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活

か
し
た
長
期
滞
在
型
の
新
た
な
観
光
サ
ー

ビ
ス
や
、社
会
貢
献
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
支
援
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
等
を
行
う
た

め
、約
２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　企
業
の
成
長
を
牽
引
す
る
中
核
人
材

や
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
幅
広
い

産
業
の
高
付
加
価
値
化
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
加
え
、県
内
の
中
小
・

中
堅
企
業
に
対
し
て
経
営
力
等
の
向

上
に
向
け
た
官
民
共
同
の
伴
走
型
の

支
援
を
行
う
た
め
、約
３
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

新
た
な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め

　域
外
競
争
力
を
強
化
し
、製
品
等
の

移
出
増
等
を
図
る
た
め
、も
の
づ
く
り
事

業
者
が
行
う
設
備
投
資
や
、物
流
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、域
内
循
環
の
強
化
を
図
る
た
め

の
調
査
及
び
実
証
を
行
う
た
め
、約
１０
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▲平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル（令和４年7月）

▲子供の居場所における支援の様子

▲小禄道路（瀬長交差点側から北向け撮影）（令和４年12月）
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集 
Special Feature

～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を
目指し、約２，６７９億円を計上～

令和５年度 沖縄振興予算案

沖縄は、成長著しいアジアの玄関口としての地理的特性や全国一高い出生率など、大きな優位
性と潜在力を有しています。これらを活かして、「強い沖縄経済」を実現し、日本経済成長の牽引役
となるよう、国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進していきます。

の
人
材
確
保
対
策
、沖
縄
県
産
黒
糖
の
需

要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
、含
蜜
糖
工
場

に
お
け
る
省
力
化
又
は
省
人
化
に
資
す

る
機
械
整
備
の
た
め
、約
５
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
沖
縄
観
光
サ
ー
ビ
ス

創
出
支
援
事
業

　県
内
の
農
林
水
産
業
者
や
食
品
製
造

業
者
と
観
光
業
者
等
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

県
内
の
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、新
商
品
の
開
発
や
新
ブ
ラ
ン
ド

の
展
開
等
を
推
進
す
る
た
め
、約
１
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
販
売
力

強
化
支
援
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
拠
点
と
な
る
新

た
な
イ
ン
キ
ュベ
ー
タ
施
設
の
整
備
、産
学

連
携
等
の
体
制
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、

教
員
の
増
員
な
ど
学
園
運
営
及
び
施
設

整
備
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、約

１
９
６
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

学
園
関
連
経
費

①
宮
古
伊
良
部
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

地
下
ダ
ム
新
設
２
ヶ
所

貯
水
池
新
設
１
ヶ
所

揚
水
機
場
新
設
６
ヶ
所

用
水
路
新
設
55
㎞

沖
縄
総
合
事
務
局

②
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垣
島
地
区：：

整
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容
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ダ
ム
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修
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ヶ
所

頭
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工
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３
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所

揚
水
機
場
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修
６
ヶ
所

用
水
路
新
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修
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　沖
縄
に
お
け
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
実
現
可
能
性
に

沖
縄
型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
集
積
拠
点（
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
等
）で
実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
の
取
組
や
、県
内
バ
イ
オ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
等
に
対
し
て
、研
究
開
発
及
び
事

業
化
・
商
品
化
に
必
要
な
経
費
補
助
の
た

め
、約
１
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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縄
型
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ー
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ア
ッ
プ

拠
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化
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進
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縄
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争
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強
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進
事
業

　県
内
の
児
童
・
生
徒
の
国
際
理
解
及
び

外
国
語
習
得
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
目

指
す
べ
く
、沖
縄
県
在
住
の
外
国
人
宅
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
国
際
交
流
体
験
事

業
を
支
援
す
る
た
め
、約
０
．４
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
国
際
交
流
体
験
促
進
事
業

　こ
れ
ま
で
の「
子
供
の
貧
困
対
策
支
援

員
」の
配
置
や「
子
供
の
居
場
所
」の
設
置

に
係
る
支
援
な
ど
に
加
え
、支
援
が
必
要

な
子
供
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
観
点
か

ら
、新
た
に
県
内
市
町
村
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
導
入
に
係
る
経
費
を
新
た
に
支
援
す

る
た
め
、約
１７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

　東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
那
覇

空
港
の
地
理
的
な
優
位
性
・
潜
在
力
を

活
か
し
、今
後
の
更
な
る
旅
客
需
要
に
対

応
で
き
る
よ
う
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
面
の

高
架
道
路
の
延
伸
整
備
等
、空
港
施
設

等
の
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　ま
た
、那
覇
空
港
以
外
の
離
島
空
港

も
含
め
て
、浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減

災
・
安
全
対
策
、空
港
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

　沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

物
流
の
発
展
、県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を

支
え
る
道
路
、港
湾
、空
港
、農
林
水
産

業
に
必
要
な
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産
基
盤
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
と
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
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の
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震
化
等
の
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し
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な
ど
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。
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里
城
復
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い
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策
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組
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。
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㎞
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◆
道
路
整
備
の
主
要
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業
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入
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の
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証
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
た
め
、約
４
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
良
事
業
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の
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値
化
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
加
え
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の
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小
・
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堅
企
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に
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経
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等
の
向
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等
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図
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の
づ
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事
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う
設
備
投
資
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事
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ジ
タ
ル
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把
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の
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的
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在
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を
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の
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需
要
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ル
前
面
の
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架
道
路
の
延
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整
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設

等
の
機
能
強
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を
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し
ま
す
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以
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の
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も
含
め
て
、浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減

災
・
安
全
対
策
、空
港
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

　沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

物
流
の
発
展
、県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を

支
え
る
道
路
、港
湾
、空
港
、農
林
水
産

業
に
必
要
な
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
と
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
の
対
策
を

推
進
し
、災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　ま
た
、令
和
元
年
１０
月
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
た
首
里
城
に
つ
い
て
、首
里
城
復

元
の
た
め
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
策

定
さ
れ
た「
首
里
城
正
殿
等
の
復
元
に
向

け
た
工
程
表
」に
基
づ
き
、復
元
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
、約
１
，２
６

２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
関
係
費
等

◯
一
般
国
道
５
０
６
号

那
覇
空
港
自
動
車
道 
小
禄
道
路

：：：：

事
業
区
間

延

長

車
線
数

事
業
主
体

那
覇
市
鏡
水
〜

豊
見
城
市
名
嘉
地

５
．７
㎞

４沖
縄
総
合
事
務
局

◆
道
路
整
備
の
主
要
事
業

①
那
覇
港
臨
港
道
路
整
備
事
業

　（若
狭
港
町
線
）

：：

整
備
内
容

事
業
主
体
臨
港
道
路（
若
狭
港
町
線
）

沖
縄
総
合
事
務
局

◆
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

②
平
良
港
漲
水
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

岸
壁（
水
深
10
ｍ
）、

港
湾
施
設
用
地

　

航
路・泊
地（
水
深
10
ｍ
）等

沖
縄
総
合
事
務
局
、

宮
古
島
市

◆
空
港
整
備
の
主
要
事
業

◆
農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

　
（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

関
す
る
調
査
及
び
、導
入
促
進
の
た
め

の
実
証
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
た
め
、約
４
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
良
事
業
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　沖
縄
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
活

か
し
た
長
期
滞
在
型
の
新
た
な
観
光
サ
ー

ビ
ス
や
、社
会
貢
献
型
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
支
援
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
等
を
行
う
た

め
、約
２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　企
業
の
成
長
を
牽
引
す
る
中
核
人
材

や
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
幅
広
い

産
業
の
高
付
加
価
値
化
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
に
加
え
、県
内
の
中
小
・

中
堅
企
業
に
対
し
て
経
営
力
等
の
向

上
に
向
け
た
官
民
共
同
の
伴
走
型
の

支
援
を
行
う
た
め
、約
３
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

新
た
な
操
業
体
制
等
に
対
応
す
る
た
め

　域
外
競
争
力
を
強
化
し
、製
品
等
の

移
出
増
等
を
図
る
た
め
、も
の
づ
く
り
事

業
者
が
行
う
設
備
投
資
や
、物
流
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、域
内
循
環
の
強
化
を
図
る
た
め

の
調
査
及
び
実
証
を
行
う
た
め
、約
１０
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▲平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル（令和４年7月）

▲子供の居場所における支援の様子

▲小禄道路（瀬長交差点側から北向け撮影）（令和４年12月）

特 

集 
Special Feature

特 

集 
Special Feature

～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を
目指し、約２，６７９億円を計上～

令和５年度 沖縄振興予算案

沖縄は、成長著しいアジアの玄関口としての地理的特性や全国一高い出生率など、大きな優位
性と潜在力を有しています。これらを活かして、「強い沖縄経済」を実現し、日本経済成長の牽引役
となるよう、国家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進していきます。

の
人
材
確
保
対
策
、沖
縄
県
産
黒
糖
の
需

要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
、含
蜜
糖
工
場

に
お
け
る
省
力
化
又
は
省
人
化
に
資
す

る
機
械
整
備
の
た
め
、約
５
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
沖
縄
観
光
サ
ー
ビ
ス

創
出
支
援
事
業

　県
内
の
農
林
水
産
業
者
や
食
品
製
造

業
者
と
観
光
業
者
等
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

県
内
の
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、新
商
品
の
開
発
や
新
ブ
ラ
ン
ド

の
展
開
等
を
推
進
す
る
た
め
、約
１
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
販
売
力

強
化
支
援
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
拠
点
と
な
る
新

た
な
イ
ン
キ
ュベ
ー
タ
施
設
の
整
備
、産
学

連
携
等
の
体
制
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、

教
員
の
増
員
な
ど
学
園
運
営
及
び
施
設

整
備
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、約

１
９
６
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

学
園
関
連
経
費

①
宮
古
伊
良
部
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

地
下
ダ
ム
新
設
２
ヶ
所

貯
水
池
新
設
１
ヶ
所

揚
水
機
場
新
設
６
ヶ
所

用
水
路
新
設
55
㎞

沖
縄
総
合
事
務
局

②
石
垣
島
地
区：：

整
備
内
容

事
業
主
体

ダ
ム
改
修
５
ヶ
所

頭
首
工
改
修
３
ヶ
所

揚
水
機
場
新
設
・
改
修
６
ヶ
所

用
水
路
新
設・改
修
1
0
5
㎞

沖
縄
総
合
事
務
局

　沖
縄
に
お
け
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
実
現
可
能
性
に

沖
縄
型
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
事
業

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
集
積
拠
点（
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
等
）で
実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
の
取
組
や
、県
内
バ
イ
オ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
等
に
対
し
て
、研
究
開
発
及
び
事

業
化
・
商
品
化
に
必
要
な
経
費
補
助
の
た

め
、約
１
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

拠
点
化
推
進
事
業

沖
縄
型
産
業
中
核
人
材
育
成
・

活
用
事
業

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

沖
縄
域
外
競
争
力
強
化
促
進
事
業

　県
内
の
児
童
・
生
徒
の
国
際
理
解
及
び

外
国
語
習
得
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
目

指
す
べ
く
、沖
縄
県
在
住
の
外
国
人
宅
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
国
際
交
流
体
験
事

業
を
支
援
す
る
た
め
、約
０
．４
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
国
際
交
流
体
験
促
進
事
業

　こ
れ
ま
で
の「
子
供
の
貧
困
対
策
支
援

員
」の
配
置
や「
子
供
の
居
場
所
」の
設
置

に
係
る
支
援
な
ど
に
加
え
、支
援
が
必
要

な
子
供
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
観
点
か

ら
、新
た
に
県
内
市
町
村
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
導
入
に
係
る
経
費
を
新
た
に
支
援
す

る
た
め
、約
１７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

　東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
那
覇

空
港
の
地
理
的
な
優
位
性
・
潜
在
力
を

活
か
し
、今
後
の
更
な
る
旅
客
需
要
に
対

応
で
き
る
よ
う
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
面
の

高
架
道
路
の
延
伸
整
備
等
、空
港
施
設

等
の
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　ま
た
、那
覇
空
港
以
外
の
離
島
空
港

も
含
め
て
、浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減

災
・
安
全
対
策
、空
港
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

　沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ

物
流
の
発
展
、県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を

支
え
る
道
路
、港
湾
、空
港
、農
林
水
産

業
に
必
要
な
生
産
基
盤
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
と
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
の
対
策
を

推
進
し
、災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　ま
た
、令
和
元
年
１０
月
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
た
首
里
城
に
つ
い
て
、首
里
城
復

元
の
た
め
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
策

定
さ
れ
た「
首
里
城
正
殿
等
の
復
元
に
向

け
た
工
程
表
」に
基
づ
き
、復
元
に
向
け

た
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
、約
１
，２
６

２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
関
係
費
等

◯
一
般
国
道
５
０
６
号

那
覇
空
港
自
動
車
道 
小
禄
道
路

：：：：

事
業
区
間

延

長

車
線
数

事
業
主
体

那
覇
市
鏡
水
〜

豊
見
城
市
名
嘉
地

５
．７
㎞

４沖
縄
総
合
事
務
局

◆
道
路
整
備
の
主
要
事
業

①
那
覇
港
臨
港
道
路
整
備
事
業

　（若
狭
港
町
線
）

：：

整
備
内
容

事
業
主
体
臨
港
道
路（
若
狭
港
町
線
）

沖
縄
総
合
事
務
局

◆
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

②
平
良
港
漲
水
地
区

：：

整
備
内
容

事
業
主
体

岸
壁（
水
深
10
ｍ
）、

港
湾
施
設
用
地

　

航
路・泊
地（
水
深
10
ｍ
）等

沖
縄
総
合
事
務
局
、

宮
古
島
市

◆
空
港
整
備
の
主
要
事
業

◆
農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

　
（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

関
す
る
調
査
及
び
、導
入
促
進
の
た
め

の
実
証
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る

支
援
の
た
め
、約
４
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
良
事
業
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▲仲原地下ダム施工状況（宮古伊良部）

▲現在の琉球大学医学部及び大学病院

▲ICT建設機械（MG）による情報化施工（石垣島）

▼沖縄都市モノレールの整備

▲ICTを活用した村営塾（北大東村）

特 
集 

Special Feature
特 

集 
Special Feature

 １ 公共事業関係費等 126,190 126,130 60 100.0
  （1）公共事業関係費 121,190 121,130 60 100.0
  （2）沖縄教育振興事業費 5,000 5,000 0 100.0
 ２ 沖縄振興交付金事業推進費 75,855 76,250 △394 99.5
  （1）沖縄振興特別推進交付金 39,049 39,444 △394 99.0
  （2）沖縄振興公共投資交付金 36,806 36,806 0 100.0
 ３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,582 19,320 262 101.4
  （1）沖縄科学技術大学院大学学園運営費 17,496 17,524 △28 99.8
  （2）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,086 1,795 290 116.2
 ４ 沖縄健康医療拠点整備経費 14,262 16,263 △2,000 87.7
 ５ 沖縄北部連携促進特別振興事業費 4,450 4,450 0 100.0
 ６ 沖縄離島活性化推進事業費 2,480 2,480 0 100.0
 ７ 沖縄子供の貧困緊急対策経費 1,681 1,560 121 107.8
 ８ 沖縄産業競争力強化・人材育成推進事業 1,506 1,322 184 113.9
  （1）沖縄域外競争力強化促進事業費 1,010 915 95 110.3
  （2）沖縄産業中核人材育成・活用事業費 325 306 20 106.4
  （3）新たな沖縄観光サービス創出支援事業 171 101 70 168.9
 ９ 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費 747 747 0 100.0
 10 沖縄製糖業体制強化対策事業 500 715 △215 69.9
 11 沖縄・地域安全パトロール事業費 465 465 0 100.0
 12 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業 361 110 251 328.9
 13 駐留軍用地跡地利用推進経費 205 205 0 100.0
 14 沖縄県産酒類製造業者の自立的経営基盤の構築に向けた調査 140 0 140 （皆増）
 15 沖縄型スタートアップ拠点化推進事業 109 0 109 （皆増）
 16 農林水産物・食品の販売力強化支援事業 96 0 96 （皆増）
 17 鉄軌道等導入課題詳細調査 80 80 0 100.0
 18 沖縄国際交流体験促進事業 36 0 36 （皆増）
 19 公共交通利便性向上検討事業推進調査費 20 15 5 133.3
 20 沖縄県内の金融機関等のスタートアップ支援に係る目利き力向上事業 17 0 17 （皆増）
 21 沖縄の高校中退者等に係る人材育成事業 15 72 △57 20.6
 22 戦後処理経費 2,593 2,742 △149 94.6
  （1）不発弾等対策経費 2,501 2,660 △159 94.0
  （2）対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 100.0
  （3）位置境界明確化経費 6 6 0 100.8
  （4）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 7 7 △0 97.8
  （5）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 58 48 9 119.6
 23 沖縄振興開発金融公庫補給金 2,437 1,931 505 126.2
 24 沖縄振興開発金融公庫出資金 200 0 200 （皆増）
 25 沖縄振興推進調査費 10 40 △30 25.0
 26 沖縄振興特定事業推進費 8,500 8,000 500 106.3
 27 その他の経費 5,369 5,502 △134 97.6

事　項 令和5年度
予算（案）

前年度
予算額

対前年度比
比　率増△減額

令和５年度 沖縄振興予算案令和５年度 沖縄振興予算案
（単位：百万円、％）

(注) 四捨五入の関係で合計費等は必ずしも一致しない。※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。

   267,905 268,399 △494 99.8合　計

　一
括
交
付
金（
ソ
フ
ト
交
付
金
）を
補

完
し
、特
に
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す

る
事
業
で
あ
っ
て
、機
動
性
を
も
っ
て
迅

速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村
等
の
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、８５
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

　沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

等
の
実
施
に
よ
り
発
生
す
る
損
益
収
支

差
に
対
す
る
補
給
金
を
支
出
す
る
と
と

も
に
、同
公
庫
に
よ
る
沖
縄
県
内
の
事
業

者
に
対
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
取

組
を
強
化
す
る
た
め
、約
２６
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

　厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に
置
か

れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村
が
、そ
れ

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
観
点

か
ら
、北
部
地
域
に
お
け
る
自
立
的
発
展

を
図
る
た
め
、北
部
地
域
の
連
携
を
促
進

し
つ
つ
、産
業
振
興
や
定
住
条
件
整
備
に

資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、約
４５
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

　西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地（
返
還
基

地
跡
地
）に
お
い
て
、琉
球
大
学
医
学
部

及
び
大
学
病
院
の
移
設
を
中
心
と
す
る

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、約
１
４
３
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

　沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ

効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、沖
縄

振
興
に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主
的
な

選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る
一
括
交
付

金
と
し
て
、約
７
５
９
億
円（
ソ
フ
ト
交
付

金
約
３
９
０
億
円
、ハ
ー
ド
交
付
金
約
３

６
８
億
円
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

　沖
縄
の
小
規
模
離
島
を
結
ぶ
海
底
送

電
ケ
ー
ブ
ル（
一
部
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
線

を
含
む
。）の
整
備
等
を
支
援
す
る
た
め
、

約
７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤

整
備
推
進
事
業

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す

る
、条
件
不
利
性
の
克
服
・
地
域
の
持
続

可
能
性
の
維
持
向
上
に
向
け
た
事
業
等

を
支
援
す
る
た
め
、約
２５
億
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

令和５年度沖縄振興予算案については、以下のホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html
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▲仲原地下ダム施工状況（宮古伊良部）

▲現在の琉球大学医学部及び大学病院

▲ICT建設機械（MG）による情報化施工（石垣島）

▼沖縄都市モノレールの整備

▲ICTを活用した村営塾（北大東村）

特 
集 

Special Feature
特 

集 
Special Feature

 １ 公共事業関係費等 126,190 126,130 60 100.0
  （1）公共事業関係費 121,190 121,130 60 100.0
  （2）沖縄教育振興事業費 5,000 5,000 0 100.0
 ２ 沖縄振興交付金事業推進費 75,855 76,250 △394 99.5
  （1）沖縄振興特別推進交付金 39,049 39,444 △394 99.0
  （2）沖縄振興公共投資交付金 36,806 36,806 0 100.0
 ３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,582 19,320 262 101.4
  （1）沖縄科学技術大学院大学学園運営費 17,496 17,524 △28 99.8
  （2）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,086 1,795 290 116.2
 ４ 沖縄健康医療拠点整備経費 14,262 16,263 △2,000 87.7
 ５ 沖縄北部連携促進特別振興事業費 4,450 4,450 0 100.0
 ６ 沖縄離島活性化推進事業費 2,480 2,480 0 100.0
 ７ 沖縄子供の貧困緊急対策経費 1,681 1,560 121 107.8
 ８ 沖縄産業競争力強化・人材育成推進事業 1,506 1,322 184 113.9
  （1）沖縄域外競争力強化促進事業費 1,010 915 95 110.3
  （2）沖縄産業中核人材育成・活用事業費 325 306 20 106.4
  （3）新たな沖縄観光サービス創出支援事業 171 101 70 168.9
 ９ 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費 747 747 0 100.0
 10 沖縄製糖業体制強化対策事業 500 715 △215 69.9
 11 沖縄・地域安全パトロール事業費 465 465 0 100.0
 12 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業 361 110 251 328.9
 13 駐留軍用地跡地利用推進経費 205 205 0 100.0
 14 沖縄県産酒類製造業者の自立的経営基盤の構築に向けた調査 140 0 140 （皆増）
 15 沖縄型スタートアップ拠点化推進事業 109 0 109 （皆増）
 16 農林水産物・食品の販売力強化支援事業 96 0 96 （皆増）
 17 鉄軌道等導入課題詳細調査 80 80 0 100.0
 18 沖縄国際交流体験促進事業 36 0 36 （皆増）
 19 公共交通利便性向上検討事業推進調査費 20 15 5 133.3
 20 沖縄県内の金融機関等のスタートアップ支援に係る目利き力向上事業 17 0 17 （皆増）
 21 沖縄の高校中退者等に係る人材育成事業 15 72 △57 20.6
 22 戦後処理経費 2,593 2,742 △149 94.6
  （1）不発弾等対策経費 2,501 2,660 △159 94.0
  （2）対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 100.0
  （3）位置境界明確化経費 6 6 0 100.8
  （4）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 7 7 △0 97.8
  （5）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 58 48 9 119.6
 23 沖縄振興開発金融公庫補給金 2,437 1,931 505 126.2
 24 沖縄振興開発金融公庫出資金 200 0 200 （皆増）
 25 沖縄振興推進調査費 10 40 △30 25.0
 26 沖縄振興特定事業推進費 8,500 8,000 500 106.3
 27 その他の経費 5,369 5,502 △134 97.6

事　項 令和5年度
予算（案）

前年度
予算額

対前年度比
比　率増△減額

令和５年度 沖縄振興予算案令和５年度 沖縄振興予算案
（単位：百万円、％）

(注) 四捨五入の関係で合計費等は必ずしも一致しない。※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。
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令和５年度沖縄振興予算案については、以下のホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html
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▲仲原地下ダム施工状況（宮古伊良部）

▲現在の琉球大学医学部及び大学病院

▲ICT建設機械（MG）による情報化施工（石垣島）

▼沖縄都市モノレールの整備

▲ICTを活用した村営塾（北大東村）

特 

集 
Special Feature

特 

集 
Special Feature

 １ 公共事業関係費等 126,190 126,130 60 100.0
  （1）公共事業関係費 121,190 121,130 60 100.0
  （2）沖縄教育振興事業費 5,000 5,000 0 100.0
 ２ 沖縄振興交付金事業推進費 75,855 76,250 △394 99.5
  （1）沖縄振興特別推進交付金 39,049 39,444 △394 99.0
  （2）沖縄振興公共投資交付金 36,806 36,806 0 100.0
 ３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,582 19,320 262 101.4
  （1）沖縄科学技術大学院大学学園運営費 17,496 17,524 △28 99.8
  （2）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,086 1,795 290 116.2
 ４ 沖縄健康医療拠点整備経費 14,262 16,263 △2,000 87.7
 ５ 沖縄北部連携促進特別振興事業費 4,450 4,450 0 100.0
 ６ 沖縄離島活性化推進事業費 2,480 2,480 0 100.0
 ７ 沖縄子供の貧困緊急対策経費 1,681 1,560 121 107.8
 ８ 沖縄産業競争力強化・人材育成推進事業 1,506 1,322 184 113.9
  （1）沖縄域外競争力強化促進事業費 1,010 915 95 110.3
  （2）沖縄産業中核人材育成・活用事業費 325 306 20 106.4
  （3）新たな沖縄観光サービス創出支援事業 171 101 70 168.9
 ９ 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費 747 747 0 100.0
 10 沖縄製糖業体制強化対策事業 500 715 △215 69.9
 11 沖縄・地域安全パトロール事業費 465 465 0 100.0
 12 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業 361 110 251 328.9
 13 駐留軍用地跡地利用推進経費 205 205 0 100.0
 14 沖縄県産酒類製造業者の自立的経営基盤の構築に向けた調査 140 0 140 （皆増）
 15 沖縄型スタートアップ拠点化推進事業 109 0 109 （皆増）
 16 農林水産物・食品の販売力強化支援事業 96 0 96 （皆増）
 17 鉄軌道等導入課題詳細調査 80 80 0 100.0
 18 沖縄国際交流体験促進事業 36 0 36 （皆増）
 19 公共交通利便性向上検討事業推進調査費 20 15 5 133.3
 20 沖縄県内の金融機関等のスタートアップ支援に係る目利き力向上事業 17 0 17 （皆増）
 21 沖縄の高校中退者等に係る人材育成事業 15 72 △57 20.6
 22 戦後処理経費 2,593 2,742 △149 94.6
  （1）不発弾等対策経費 2,501 2,660 △159 94.0
  （2）対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 100.0
  （3）位置境界明確化経費 6 6 0 100.8
  （4）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 7 7 △0 97.8
  （5）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 58 48 9 119.6
 23 沖縄振興開発金融公庫補給金 2,437 1,931 505 126.2
 24 沖縄振興開発金融公庫出資金 200 0 200 （皆増）
 25 沖縄振興推進調査費 10 40 △30 25.0
 26 沖縄振興特定事業推進費 8,500 8,000 500 106.3
 27 その他の経費 5,369 5,502 △134 97.6

事　項 令和5年度
予算（案）

前年度
予算額

対前年度比
比　率増△減額

令和５年度 沖縄振興予算案令和５年度 沖縄振興予算案
（単位：百万円、％）

(注) 四捨五入の関係で合計費等は必ずしも一致しない。※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。
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か

れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村
が
、そ
れ

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
観
点

か
ら
、北
部
地
域
に
お
け
る
自
立
的
発
展

を
図
る
た
め
、北
部
地
域
の
連
携
を
促
進

し
つ
つ
、産
業
振
興
や
定
住
条
件
整
備
に

資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、約
４５
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

　西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地（
返
還
基

地
跡
地
）に
お
い
て
、琉
球
大
学
医
学
部

及
び
大
学
病
院
の
移
設
を
中
心
と
す
る

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、約
１
４
３
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

　沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ

効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、沖
縄

振
興
に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主
的
な

選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る
一
括
交
付

金
と
し
て
、約
７
５
９
億
円（
ソ
フ
ト
交
付

金
約
３
９
０
億
円
、ハ
ー
ド
交
付
金
約
３

６
８
億
円
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

　沖
縄
の
小
規
模
離
島
を
結
ぶ
海
底
送

電
ケ
ー
ブ
ル（
一
部
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
線

を
含
む
。）の
整
備
等
を
支
援
す
る
た
め
、

約
７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤

整
備
推
進
事
業

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す

る
、条
件
不
利
性
の
克
服
・
地
域
の
持
続

可
能
性
の
維
持
向
上
に
向
け
た
事
業
等

を
支
援
す
る
た
め
、約
２５
億
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

令和５年度沖縄振興予算案については、以下のホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html
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▲仲原地下ダム施工状況（宮古伊良部）

▲現在の琉球大学医学部及び大学病院

▲ICT建設機械（MG）による情報化施工（石垣島）

▼沖縄都市モノレールの整備

▲ICTを活用した村営塾（北大東村）

特 

集 
Special Feature

特 

集 
Special Feature

 １ 公共事業関係費等 126,190 126,130 60 100.0
  （1）公共事業関係費 121,190 121,130 60 100.0
  （2）沖縄教育振興事業費 5,000 5,000 0 100.0
 ２ 沖縄振興交付金事業推進費 75,855 76,250 △394 99.5
  （1）沖縄振興特別推進交付金 39,049 39,444 △394 99.0
  （2）沖縄振興公共投資交付金 36,806 36,806 0 100.0
 ３ 沖縄科学技術大学院大学学園関連経費 19,582 19,320 262 101.4
  （1）沖縄科学技術大学院大学学園運営費 17,496 17,524 △28 99.8
  （2）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費 2,086 1,795 290 116.2
 ４ 沖縄健康医療拠点整備経費 14,262 16,263 △2,000 87.7
 ５ 沖縄北部連携促進特別振興事業費 4,450 4,450 0 100.0
 ６ 沖縄離島活性化推進事業費 2,480 2,480 0 100.0
 ７ 沖縄子供の貧困緊急対策経費 1,681 1,560 121 107.8
 ８ 沖縄産業競争力強化・人材育成推進事業 1,506 1,322 184 113.9
  （1）沖縄域外競争力強化促進事業費 1,010 915 95 110.3
  （2）沖縄産業中核人材育成・活用事業費 325 306 20 106.4
  （3）新たな沖縄観光サービス創出支援事業 171 101 70 168.9
 ９ 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費 747 747 0 100.0
 10 沖縄製糖業体制強化対策事業 500 715 △215 69.9
 11 沖縄・地域安全パトロール事業費 465 465 0 100.0
 12 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業 361 110 251 328.9
 13 駐留軍用地跡地利用推進経費 205 205 0 100.0
 14 沖縄県産酒類製造業者の自立的経営基盤の構築に向けた調査 140 0 140 （皆増）
 15 沖縄型スタートアップ拠点化推進事業 109 0 109 （皆増）
 16 農林水産物・食品の販売力強化支援事業 96 0 96 （皆増）
 17 鉄軌道等導入課題詳細調査 80 80 0 100.0
 18 沖縄国際交流体験促進事業 36 0 36 （皆増）
 19 公共交通利便性向上検討事業推進調査費 20 15 5 133.3
 20 沖縄県内の金融機関等のスタートアップ支援に係る目利き力向上事業 17 0 17 （皆増）
 21 沖縄の高校中退者等に係る人材育成事業 15 72 △57 20.6
 22 戦後処理経費 2,593 2,742 △149 94.6
  （1）不発弾等対策経費 2,501 2,660 △159 94.0
  （2）対馬丸平和祈念事業経費 21 21 0 100.0
  （3）位置境界明確化経費 6 6 0 100.8
  （4）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費 7 7 △0 97.8
  （5）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査 58 48 9 119.6
 23 沖縄振興開発金融公庫補給金 2,437 1,931 505 126.2
 24 沖縄振興開発金融公庫出資金 200 0 200 （皆増）
 25 沖縄振興推進調査費 10 40 △30 25.0
 26 沖縄振興特定事業推進費 8,500 8,000 500 106.3
 27 その他の経費 5,369 5,502 △134 97.6

事　項 令和5年度
予算（案）

前年度
予算額

対前年度比
比　率増△減額

令和５年度 沖縄振興予算案令和５年度 沖縄振興予算案
（単位：百万円、％）

(注) 四捨五入の関係で合計費等は必ずしも一致しない。※自動車安全特別会計空港整備勘定計上分を含む。

   267,905 268,399 △494 99.8合　計

　一
括
交
付
金（
ソ
フ
ト
交
付
金
）を
補

完
し
、特
に
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す

る
事
業
で
あ
っ
て
、機
動
性
を
も
っ
て
迅

速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村
等
の
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、８５
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

　沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

等
の
実
施
に
よ
り
発
生
す
る
損
益
収
支

差
に
対
す
る
補
給
金
を
支
出
す
る
と
と

も
に
、同
公
庫
に
よ
る
沖
縄
県
内
の
事
業

者
に
対
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
取

組
を
強
化
す
る
た
め
、約
２６
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

　厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に
置
か

れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村
が
、そ
れ

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
観
点

か
ら
、北
部
地
域
に
お
け
る
自
立
的
発
展

を
図
る
た
め
、北
部
地
域
の
連
携
を
促
進

し
つ
つ
、産
業
振
興
や
定
住
条
件
整
備
に

資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、約
４５
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

　西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地（
返
還
基

地
跡
地
）に
お
い
て
、琉
球
大
学
医
学
部

及
び
大
学
病
院
の
移
設
を
中
心
と
す
る

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、約
１
４
３
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

　沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確
か
つ

効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、沖
縄

振
興
に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主
的
な

選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る
一
括
交
付

金
と
し
て
、約
７
５
９
億
円（
ソ
フ
ト
交
付

金
約
３
９
０
億
円
、ハ
ー
ド
交
付
金
約
３

６
８
億
円
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

　沖
縄
の
小
規
模
離
島
を
結
ぶ
海
底
送

電
ケ
ー
ブ
ル（
一
部
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
線

を
含
む
。）の
整
備
等
を
支
援
す
る
た
め
、

約
７
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤

整
備
推
進
事
業

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す

る
、条
件
不
利
性
の
克
服
・
地
域
の
持
続

可
能
性
の
維
持
向
上
に
向
け
た
事
業
等

を
支
援
す
る
た
め
、約
２５
億
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

令和５年度沖縄振興予算案については、以下のホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html
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お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部 

地
域
経
済
課 

知
的
財
産
室

　
　 ☎
０
９
８

‒

８
６
６

‒

１
７
３
０

　沖
縄
県
の
離
島
・
石
垣
島
で
生
ま
れ

育
て
ら
れ
て
い
る
、黒
毛
和
牛
。も
と
も

と
全
国
の
銘
柄
牛
の
仔
牛
は
石
垣
島
産

が
多
く
、出
荷
用
と
し
て
仔
牛
を
育
て

て
い
ま
し
た
が
、今
は
肥
育
牛
と
し
て

生
産
さ
れ
て
お
り
、石
垣
島
を
代
表
す

る
和
牛「
石
垣
牛
」と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
０
０
年
７
月
、沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
の
首
脳
陣

に
絶
賛
さ
れ
た
和
牛
と
し
て
一
躍
知
名

度
を
上
げ
ま
し
た
。街
で
は
石
垣
牛
の

マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
舗
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　石
垣
島
で
飼
育
さ
れ
る
黒
毛
和
種

は
約
３
万
５
千
頭
。そ
の
中
で
石
垣
牛

は
厳
密
な
定
義
の
も
と
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。20
ヶ
月
以
上
肥
育
す
る
こ
と
、純

粋
な
黒
毛
和
種
の
去
勢
及
び
雌
牛
で

あ
る
こ
と
、ま
た
枝
肉
の
等
級
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
明
示
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
設

け
、味
と
品
質
を
守
る
こ
と
で
消
費

者
の
信
頼
を
一
つ
一
つ
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　「
石
垣
島
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、石
垣
牛
の
知
名
度
も

次
第
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、産
地
不
明
の
も
の
も
石
垣
牛
と
し

て
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
」と
話
す
の
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

（
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
、以
下
、「
同

組
合
」と
す
る
）八
重
山
地
区
畜
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
新
垣
亮
太
さ
ん
。危
機

感
を
感
じ
た
生
産
者
や
小
売
店
、そ
し

て
同
組
合
が
連
携
を
と
り
、石
垣
牛
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、「
石
垣

牛
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、消
費
者

に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

石垣牛を使った料理

あ!

これも地団！
商標登録：第5127806号　石垣牛（いしがきぎゅう）

沖縄県農業協同組合
■指定商品又は指定役務
沖縄県石垣島で生産肥育された牛肉

島
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
化

循
環
型
農
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く

04
vol.

　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

　生
産
者
は
同
組
合
が
提
供
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
配
合
の
石
垣
牛
専
用
の
飼
料
を

使
用
し
、日
々
牛
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。飼
料
は
10
年
ほ
ど
前
に
組
合

に
加
盟
す
る
生
産
者
で
使
用
を
統
一

し
、品
質
の
安
定
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

現
在
95
％
が
４
〜
５
級
の
枝
肉
に
な
る

こ
と
か
ら
も
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
結

果
が
伺
え
ま
す
。飼
育
期
間
が
長
く
、

そ
の
分
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、組

合
を
上
げ
て
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
行
っ
た
こ
と
が
、今
の
高
い
認
知

度
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
生
産
者
、小
売

店
、消
費
者
、そ
し
て
島
の
方
の
ク
チ
コ
ミ

な
ど
も
あ
り
、島
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。石
垣
牛
は
島
の

共
有
財
産
だ
と
感
じ
ま
す
」と
新
垣
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

D
ATA

J
A
お
き
な
わ

八
重
山
地
区
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー

住
所：沖
縄
県
石
垣
市
大
浜
3
9
1
番
地

電
話：０
９
８
0
‐
8
3
‐
2
5
7
7

H
P：http://ishigakigyu.com

/

ま
た「
沖
縄
県
石
垣
島
で
生
産
肥
育
さ

れ
た
牛
肉
」を「
石
垣
牛
」と
し
て
地
域

団
体
商
標
に
申
請
し
、２
０
０
８
年
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
産
地
偽
装
の
抑
止

に
繋
げ
た
そ
う
で
す
。

石
垣
島
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

大
切
に
育
て
た
牛

生
産
者
の
努
力
と
地
元
企
業
の

協
力
で
信
頼
を
築
く

大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
を「
地
団
」で

保
護

　観
光
地
・
石
垣
島
で
は
、高
級
食
材

の
石
垣
牛
の
消
費
者
は
観
光
客
が
メ
イ

ン
。ブ
ラ
ン
ド
和
牛
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
か
ら
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
消
費
量
は
一
気
に
ダ
ウ
ン
し

た
そ
う
。苦
境
に
立
た
さ
れ
た
石
垣
牛

で
し
た
が
、同
組
合
で
は
こ
の
機
会
に
地

元
の
方
に
も
っ
と
石
垣
牛
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。

出
荷
基
準
で
あ
る
月
齢
を
超
え
そ
う

な
牛
が
い
た
た
め
、本
来
１
万
円
相
当

コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た

地
元
消
費
者
の
力

　観
光
客
が
戻
ら
な
い
中
で
も
石
垣

牛
を
守
る
た
め
に
、同
組
合
で
は
２
０

２
１
年
３
月
に
石
垣
牛
の
流
通
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
ま
で
は
石

垣
島
に
来
て
も
ら
い
現
地
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
が
、首
都
圏
を
中
心
に
商

圏
を
広
げ
て
い
き
、消
費
拡
大
・
収
入

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
し
た
。地
団
を

取
得
し
て
い
た
こ
と
、長
年
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
石
垣
牛
は

首
都
圏
で
も
一
定
の
認
知
度
が
あ
り
、

今
は
４
割
程
度
が
島
外
で
消
費
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

首
都
圏
へ
の
流
通
を
強
化
し
、

消
費
拡
大
を
図
る

　石
垣
牛
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、同
組
合
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
、例
え
ば
国
産
の
飼
料

を
使
っ
た「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」を
行
っ
て
い
ま

す
。稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
は
国
産
の
飼
料
用
米

や
稲
発
酵
粗
飼
料（
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
）の
略
式
名
称
で
す
。同
組

合
で
は
石
垣
島
で
生
産
し
た
飼
料
で

肥
育
し
た
石
垣
牛
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。ま
だ
実
験
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
垣
さ
ん
は「
石
垣
牛
の
生
産
が
、

地
元
で
循
環
型
農
業
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
」と
話

し
ま
す
。飼
料
価
格
が
高
騰
す
る
中

全
て
石
垣
島
で
完
結
す
る

石
垣
牛
を
目
指
し
て

石垣牛の定義
1.

2.

3.

4.

 
5. 

 「石垣牛」とは、八重山郡内で生産・育成された登記書及び生
産履歴証明書を有し、八重山郡内で生後おおむね２０ヶ月以
上肥育管理された純粋の黒毛和種の、去勢及び雌牛のこと
をいう。

出荷期間は、去勢で２４～３５ヶ月、雌で２４～４０ヶ月の出荷
範囲以内とする。

品質表示は、日本食肉格付協会の格付を有する枝肉特選：歩
留等級（Ａ・Ｂ）肉質等級（５等級・４等級）銘産：歩留等級
（Ａ・Ｂ）肉質等級（３等級・２等級）

１～３までの条件を満たした枝肉に対し石垣牛ラベルを発行
する。

店舗販売業者においては、ＪＡおきなわの発行する「石垣牛」
ラベルで表示致します。

の
石
垣
牛
を
５
千
円
の
特
価
で
販
売
し

た
と
こ
ろ
、買
い
求
め
る
地
元
客
が
殺
到

し
、
30
分
で
完
売
し
た
そ
う
で
す
。「
気

軽
に
食
べ
る
食
材
で
は
な
い
た
め
、地
元

の
方
に
は
そ
こ
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
や
っ
ぱ
り
石
垣

牛
は
美
味
し
い
ね
』と
い
う
島
の
方
々
の

声
を
聞
き
、地
元
の
方
達
に
も
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と
新

垣
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま

す
。２
０
２
０
年
５
月
に
は
石
垣
牛
を

返
礼
品
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
し
、首
都
圏
を
中
心
に
支
援

が
集
ま
っ
た
そ
う
。「
石
垣
島
に
行
け
な

い
か
ら
、家
で
楽
し
み
ま
す
」と
い
っ
た

声
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り
食

材
と
し
て
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

で
、全
て
石
垣
島
の
も
の
を
使
っ
て
石

垣
牛
を
育
て
る
こ
と
で
、よ
り
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。「
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。輸
入
飼
料
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、世
界
情
勢
の
影
響
で
、石

垣
牛
の
安
定
供
給
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
の
取

組
で
は
石
垣
島
産
の
藁
や
稲
を
使
用

し
て
、輸
入
に
頼
ら
な
い
生
産
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
石
垣
牛
の
出

す
堆
肥
で
藁
や
稲
を
育
て
、新
た
な
循

環
を
生
み
だ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
、そ
し

て
沖
縄
の
中
で
、循
環
型
農
業
を
目
指

す
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
、や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
」と
話
す
新
垣
さ
ん
か
ら

は
志
を
感
じ
ま
す
。

　海
に
囲
ま
れ
、ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

土
壌
の
中
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
飼
料

で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
る
石
垣
牛
の

姿
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。島
を
支
え
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽

し
み
で
す
。
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　沖
縄
県
の
離
島
・
石
垣
島
で
生
ま
れ

育
て
ら
れ
て
い
る
、黒
毛
和
牛
。も
と
も

と
全
国
の
銘
柄
牛
の
仔
牛
は
石
垣
島
産

が
多
く
、出
荷
用
と
し
て
仔
牛
を
育
て

て
い
ま
し
た
が
、今
は
肥
育
牛
と
し
て

生
産
さ
れ
て
お
り
、石
垣
島
を
代
表
す

る
和
牛「
石
垣
牛
」と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
０
０
年
７
月
、沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
の
首
脳
陣

に
絶
賛
さ
れ
た
和
牛
と
し
て
一
躍
知
名

度
を
上
げ
ま
し
た
。街
で
は
石
垣
牛
の

マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
舗
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　石
垣
島
で
飼
育
さ
れ
る
黒
毛
和
種

は
約
３
万
５
千
頭
。そ
の
中
で
石
垣
牛

は
厳
密
な
定
義
の
も
と
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。20
ヶ
月
以
上
肥
育
す
る
こ
と
、純

粋
な
黒
毛
和
種
の
去
勢
及
び
雌
牛
で

あ
る
こ
と
、ま
た
枝
肉
の
等
級
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
明
示
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
設

け
、味
と
品
質
を
守
る
こ
と
で
消
費

者
の
信
頼
を
一
つ
一
つ
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　「
石
垣
島
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、石
垣
牛
の
知
名
度
も

次
第
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、産
地
不
明
の
も
の
も
石
垣
牛
と
し

て
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
」と
話
す
の
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

（
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
、以
下
、「
同

組
合
」と
す
る
）八
重
山
地
区
畜
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
新
垣
亮
太
さ
ん
。危
機

感
を
感
じ
た
生
産
者
や
小
売
店
、そ
し

て
同
組
合
が
連
携
を
と
り
、石
垣
牛
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、「
石
垣

牛
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、消
費
者

に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

石垣牛を使った料理

あ!

これも地団！
商標登録：第5127806号　石垣牛（いしがきぎゅう）

沖縄県農業協同組合
■指定商品又は指定役務
沖縄県石垣島で生産肥育された牛肉

島
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
化

循
環
型
農
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
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　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

　生
産
者
は
同
組
合
が
提
供
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
配
合
の
石
垣
牛
専
用
の
飼
料
を

使
用
し
、日
々
牛
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。飼
料
は
10
年
ほ
ど
前
に
組
合

に
加
盟
す
る
生
産
者
で
使
用
を
統
一

し
、品
質
の
安
定
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

現
在
95
％
が
４
〜
５
級
の
枝
肉
に
な
る

こ
と
か
ら
も
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
結

果
が
伺
え
ま
す
。飼
育
期
間
が
長
く
、

そ
の
分
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、組

合
を
上
げ
て
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
行
っ
た
こ
と
が
、今
の
高
い
認
知

度
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
生
産
者
、小
売

店
、消
費
者
、そ
し
て
島
の
方
の
ク
チ
コ
ミ

な
ど
も
あ
り
、島
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。石
垣
牛
は
島
の

共
有
財
産
だ
と
感
じ
ま
す
」と
新
垣
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
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ま
た「
沖
縄
県
石
垣
島
で
生
産
肥
育
さ

れ
た
牛
肉
」を「
石
垣
牛
」と
し
て
地
域

団
体
商
標
に
申
請
し
、２
０
０
８
年
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
産
地
偽
装
の
抑
止

に
繋
げ
た
そ
う
で
す
。

石
垣
島
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

大
切
に
育
て
た
牛

生
産
者
の
努
力
と
地
元
企
業
の

協
力
で
信
頼
を
築
く

大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
を「
地
団
」で

保
護

　観
光
地
・
石
垣
島
で
は
、高
級
食
材

の
石
垣
牛
の
消
費
者
は
観
光
客
が
メ
イ

ン
。ブ
ラ
ン
ド
和
牛
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
か
ら
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
消
費
量
は
一
気
に
ダ
ウ
ン
し

た
そ
う
。苦
境
に
立
た
さ
れ
た
石
垣
牛

で
し
た
が
、同
組
合
で
は
こ
の
機
会
に
地

元
の
方
に
も
っ
と
石
垣
牛
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。

出
荷
基
準
で
あ
る
月
齢
を
超
え
そ
う

な
牛
が
い
た
た
め
、本
来
１
万
円
相
当

コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た

地
元
消
費
者
の
力

　観
光
客
が
戻
ら
な
い
中
で
も
石
垣

牛
を
守
る
た
め
に
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組
合
で
は
２
０
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１
年
３
月
に
石
垣
牛
の
流
通
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
ま
で
は
石

垣
島
に
来
て
も
ら
い
現
地
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
が
、首
都
圏
を
中
心
に
商

圏
を
広
げ
て
い
き
、消
費
拡
大
・
収
入

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
し
た
。地
団
を

取
得
し
て
い
た
こ
と
、長
年
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
石
垣
牛
は

首
都
圏
で
も
一
定
の
認
知
度
が
あ
り
、

今
は
４
割
程
度
が
島
外
で
消
費
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れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

首
都
圏
へ
の
流
通
を
強
化
し
、

消
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拡
大
を
図
る

　石
垣
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の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、同
組
合
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
、例
え
ば
国
産
の
飼
料

を
使
っ
た「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」を
行
っ
て
い
ま

す
。稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
は
国
産
の
飼
料
用
米

や
稲
発
酵
粗
飼
料（
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
）の
略
式
名
称
で
す
。同
組

合
で
は
石
垣
島
で
生
産
し
た
飼
料
で

肥
育
し
た
石
垣
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に
挑
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し
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ま

す
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だ
実
験
段
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で
は
あ
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ま
す

が
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垣
さ
ん
は「
石
垣
牛
の
生
産
が
、

地
元
で
循
環
型
農
業
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
夢
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す
」と
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ま
す
。飼
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価
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が
高
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る
中
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で
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る
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の
石
垣
牛
を
５
千
円
の
特
価
で
販
売
し

た
と
こ
ろ
、買
い
求
め
る
地
元
客
が
殺
到

し
、
30
分
で
完
売
し
た
そ
う
で
す
。「
気

軽
に
食
べ
る
食
材
で
は
な
い
た
め
、地
元

の
方
に
は
そ
こ
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
や
っ
ぱ
り
石
垣

牛
は
美
味
し
い
ね
』と
い
う
島
の
方
々
の

声
を
聞
き
、地
元
の
方
達
に
も
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と
新

垣
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま

す
。２
０
２
０
年
５
月
に
は
石
垣
牛
を

返
礼
品
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
し
、首
都
圏
を
中
心
に
支
援

が
集
ま
っ
た
そ
う
。「
石
垣
島
に
行
け
な

い
か
ら
、家
で
楽
し
み
ま
す
」と
い
っ
た

声
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り
食

材
と
し
て
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

で
、全
て
石
垣
島
の
も
の
を
使
っ
て
石

垣
牛
を
育
て
る
こ
と
で
、よ
り
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。「
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。輸
入
飼
料
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、世
界
情
勢
の
影
響
で
、石

垣
牛
の
安
定
供
給
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
の
取

組
で
は
石
垣
島
産
の
藁
や
稲
を
使
用

し
て
、輸
入
に
頼
ら
な
い
生
産
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
石
垣
牛
の
出

す
堆
肥
で
藁
や
稲
を
育
て
、新
た
な
循

環
を
生
み
だ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
、そ
し

て
沖
縄
の
中
で
、循
環
型
農
業
を
目
指

す
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
、や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
」と
話
す
新
垣
さ
ん
か
ら

は
志
を
感
じ
ま
す
。

　海
に
囲
ま
れ
、ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

土
壌
の
中
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
飼
料

で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
る
石
垣
牛
の

姿
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。島
を
支
え
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽

し
み
で
す
。
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１
７
３
０

　沖
縄
県
の
離
島
・
石
垣
島
で
生
ま
れ

育
て
ら
れ
て
い
る
、黒
毛
和
牛
。も
と
も

と
全
国
の
銘
柄
牛
の
仔
牛
は
石
垣
島
産

が
多
く
、出
荷
用
と
し
て
仔
牛
を
育
て

て
い
ま
し
た
が
、今
は
肥
育
牛
と
し
て

生
産
さ
れ
て
お
り
、石
垣
島
を
代
表
す

る
和
牛「
石
垣
牛
」と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
０
０
年
７
月
、沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
の
首
脳
陣

に
絶
賛
さ
れ
た
和
牛
と
し
て
一
躍
知
名

度
を
上
げ
ま
し
た
。街
で
は
石
垣
牛
の

マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
舗
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　石
垣
島
で
飼
育
さ
れ
る
黒
毛
和
種

は
約
３
万
５
千
頭
。そ
の
中
で
石
垣
牛

は
厳
密
な
定
義
の
も
と
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。20
ヶ
月
以
上
肥
育
す
る
こ
と
、純

粋
な
黒
毛
和
種
の
去
勢
及
び
雌
牛
で

あ
る
こ
と
、ま
た
枝
肉
の
等
級
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
明
示
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
設

け
、味
と
品
質
を
守
る
こ
と
で
消
費

者
の
信
頼
を
一
つ
一
つ
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　「
石
垣
島
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、石
垣
牛
の
知
名
度
も

次
第
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、産
地
不
明
の
も
の
も
石
垣
牛
と
し

て
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
」と
話
す
の
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

（
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
、以
下
、「
同

組
合
」と
す
る
）八
重
山
地
区
畜
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
新
垣
亮
太
さ
ん
。危
機

感
を
感
じ
た
生
産
者
や
小
売
店
、そ
し

て
同
組
合
が
連
携
を
と
り
、石
垣
牛
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、「
石
垣

牛
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、消
費
者

に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

石垣牛を使った料理

あ!

これも地団！
商標登録：第5127806号　石垣牛（いしがきぎゅう）

沖縄県農業協同組合
■指定商品又は指定役務
沖縄県石垣島で生産肥育された牛肉

島
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
化

循
環
型
農
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く

04
vol.

　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

　生
産
者
は
同
組
合
が
提
供
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
配
合
の
石
垣
牛
専
用
の
飼
料
を

使
用
し
、日
々
牛
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。飼
料
は
10
年
ほ
ど
前
に
組
合

に
加
盟
す
る
生
産
者
で
使
用
を
統
一

し
、品
質
の
安
定
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

現
在
95
％
が
４
〜
５
級
の
枝
肉
に
な
る

こ
と
か
ら
も
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
結

果
が
伺
え
ま
す
。飼
育
期
間
が
長
く
、

そ
の
分
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、組

合
を
上
げ
て
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
行
っ
た
こ
と
が
、今
の
高
い
認
知

度
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
生
産
者
、小
売

店
、消
費
者
、そ
し
て
島
の
方
の
ク
チ
コ
ミ

な
ど
も
あ
り
、島
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。石
垣
牛
は
島
の

共
有
財
産
だ
と
感
じ
ま
す
」と
新
垣
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
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ま
た「
沖
縄
県
石
垣
島
で
生
産
肥
育
さ

れ
た
牛
肉
」を「
石
垣
牛
」と
し
て
地
域

団
体
商
標
に
申
請
し
、２
０
０
８
年
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
産
地
偽
装
の
抑
止

に
繋
げ
た
そ
う
で
す
。

石
垣
島
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

大
切
に
育
て
た
牛

生
産
者
の
努
力
と
地
元
企
業
の

協
力
で
信
頼
を
築
く

大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
を「
地
団
」で

保
護

　観
光
地
・
石
垣
島
で
は
、高
級
食
材

の
石
垣
牛
の
消
費
者
は
観
光
客
が
メ
イ

ン
。ブ
ラ
ン
ド
和
牛
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
か
ら
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
消
費
量
は
一
気
に
ダ
ウ
ン
し

た
そ
う
。苦
境
に
立
た
さ
れ
た
石
垣
牛

で
し
た
が
、同
組
合
で
は
こ
の
機
会
に
地

元
の
方
に
も
っ
と
石
垣
牛
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。

出
荷
基
準
で
あ
る
月
齢
を
超
え
そ
う

な
牛
が
い
た
た
め
、本
来
１
万
円
相
当

コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た

地
元
消
費
者
の
力

　観
光
客
が
戻
ら
な
い
中
で
も
石
垣

牛
を
守
る
た
め
に
、同
組
合
で
は
２
０

２
１
年
３
月
に
石
垣
牛
の
流
通
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
ま
で
は
石

垣
島
に
来
て
も
ら
い
現
地
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
が
、首
都
圏
を
中
心
に
商

圏
を
広
げ
て
い
き
、消
費
拡
大
・
収
入

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
し
た
。地
団
を

取
得
し
て
い
た
こ
と
、長
年
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
石
垣
牛
は

首
都
圏
で
も
一
定
の
認
知
度
が
あ
り
、

今
は
４
割
程
度
が
島
外
で
消
費
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

首
都
圏
へ
の
流
通
を
強
化
し
、

消
費
拡
大
を
図
る

　石
垣
牛
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、同
組
合
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
、例
え
ば
国
産
の
飼
料

を
使
っ
た「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」を
行
っ
て
い
ま

す
。稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
は
国
産
の
飼
料
用
米

や
稲
発
酵
粗
飼
料（
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
）の
略
式
名
称
で
す
。同
組

合
で
は
石
垣
島
で
生
産
し
た
飼
料
で

肥
育
し
た
石
垣
牛
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。ま
だ
実
験
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
垣
さ
ん
は「
石
垣
牛
の
生
産
が
、

地
元
で
循
環
型
農
業
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
」と
話

し
ま
す
。飼
料
価
格
が
高
騰
す
る
中

全
て
石
垣
島
で
完
結
す
る

石
垣
牛
を
目
指
し
て

石垣牛の定義
1.

2.

3.

4.

 
5. 

 「石垣牛」とは、八重山郡内で生産・育成された登記書及び生
産履歴証明書を有し、八重山郡内で生後おおむね２０ヶ月以
上肥育管理された純粋の黒毛和種の、去勢及び雌牛のこと
をいう。

出荷期間は、去勢で２４～３５ヶ月、雌で２４～４０ヶ月の出荷
範囲以内とする。

品質表示は、日本食肉格付協会の格付を有する枝肉特選：歩
留等級（Ａ・Ｂ）肉質等級（５等級・４等級）銘産：歩留等級
（Ａ・Ｂ）肉質等級（３等級・２等級）

１～３までの条件を満たした枝肉に対し石垣牛ラベルを発行
する。

店舗販売業者においては、ＪＡおきなわの発行する「石垣牛」
ラベルで表示致します。

の
石
垣
牛
を
５
千
円
の
特
価
で
販
売
し

た
と
こ
ろ
、買
い
求
め
る
地
元
客
が
殺
到

し
、
30
分
で
完
売
し
た
そ
う
で
す
。「
気

軽
に
食
べ
る
食
材
で
は
な
い
た
め
、地
元

の
方
に
は
そ
こ
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
や
っ
ぱ
り
石
垣

牛
は
美
味
し
い
ね
』と
い
う
島
の
方
々
の

声
を
聞
き
、地
元
の
方
達
に
も
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と
新

垣
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま

す
。２
０
２
０
年
５
月
に
は
石
垣
牛
を

返
礼
品
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
し
、首
都
圏
を
中
心
に
支
援

が
集
ま
っ
た
そ
う
。「
石
垣
島
に
行
け
な

い
か
ら
、家
で
楽
し
み
ま
す
」と
い
っ
た

声
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り
食

材
と
し
て
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

で
、全
て
石
垣
島
の
も
の
を
使
っ
て
石

垣
牛
を
育
て
る
こ
と
で
、よ
り
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。「
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。輸
入
飼
料
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、世
界
情
勢
の
影
響
で
、石

垣
牛
の
安
定
供
給
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
の
取

組
で
は
石
垣
島
産
の
藁
や
稲
を
使
用

し
て
、輸
入
に
頼
ら
な
い
生
産
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
石
垣
牛
の
出

す
堆
肥
で
藁
や
稲
を
育
て
、新
た
な
循

環
を
生
み
だ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
、そ
し

て
沖
縄
の
中
で
、循
環
型
農
業
を
目
指

す
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
、や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
」と
話
す
新
垣
さ
ん
か
ら

は
志
を
感
じ
ま
す
。

　海
に
囲
ま
れ
、ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

土
壌
の
中
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
飼
料

で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
る
石
垣
牛
の

姿
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。島
を
支
え
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽

し
み
で
す
。
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　沖
縄
県
の
離
島
・
石
垣
島
で
生
ま
れ

育
て
ら
れ
て
い
る
、黒
毛
和
牛
。も
と
も

と
全
国
の
銘
柄
牛
の
仔
牛
は
石
垣
島
産

が
多
く
、出
荷
用
と
し
て
仔
牛
を
育
て

て
い
ま
し
た
が
、今
は
肥
育
牛
と
し
て

生
産
さ
れ
て
お
り
、石
垣
島
を
代
表
す

る
和
牛「
石
垣
牛
」と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
０
０
年
７
月
、沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
の
首
脳
陣

に
絶
賛
さ
れ
た
和
牛
と
し
て
一
躍
知
名

度
を
上
げ
ま
し
た
。街
で
は
石
垣
牛
の

マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
舗
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　石
垣
島
で
飼
育
さ
れ
る
黒
毛
和
種

は
約
３
万
５
千
頭
。そ
の
中
で
石
垣
牛

は
厳
密
な
定
義
の
も
と
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。20
ヶ
月
以
上
肥
育
す
る
こ
と
、純

粋
な
黒
毛
和
種
の
去
勢
及
び
雌
牛
で

あ
る
こ
と
、ま
た
枝
肉
の
等
級
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
明
示
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
設

け
、味
と
品
質
を
守
る
こ
と
で
消
費

者
の
信
頼
を
一
つ
一
つ
築
い
て
い
き
ま

し
た
。

　「
石
垣
島
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、石
垣
牛
の
知
名
度
も

次
第
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、産
地
不
明
の
も
の
も
石
垣
牛
と
し

て
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
」と
話
す
の
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

（
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
、以
下
、「
同

組
合
」と
す
る
）八
重
山
地
区
畜
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
新
垣
亮
太
さ
ん
。危
機

感
を
感
じ
た
生
産
者
や
小
売
店
、そ
し

て
同
組
合
が
連
携
を
と
り
、石
垣
牛
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、「
石
垣

牛
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、消
費
者

に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

石垣牛を使った料理

あ!

これも地団！
商標登録：第5127806号　石垣牛（いしがきぎゅう）

沖縄県農業協同組合
■指定商品又は指定役務
沖縄県石垣島で生産肥育された牛肉

島
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
ブ
ラ
ン
ド
化

循
環
型
農
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く

04
vol.

　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

　生
産
者
は
同
組
合
が
提
供
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
配
合
の
石
垣
牛
専
用
の
飼
料
を

使
用
し
、日
々
牛
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。飼
料
は
10
年
ほ
ど
前
に
組
合

に
加
盟
す
る
生
産
者
で
使
用
を
統
一

し
、品
質
の
安
定
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

現
在
95
％
が
４
〜
５
級
の
枝
肉
に
な
る

こ
と
か
ら
も
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
結

果
が
伺
え
ま
す
。飼
育
期
間
が
長
く
、

そ
の
分
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、組

合
を
上
げ
て
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
行
っ
た
こ
と
が
、今
の
高
い
認
知

度
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
生
産
者
、小
売

店
、消
費
者
、そ
し
て
島
の
方
の
ク
チ
コ
ミ

な
ど
も
あ
り
、島
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。石
垣
牛
は
島
の

共
有
財
産
だ
と
感
じ
ま
す
」と
新
垣
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
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ま
た「
沖
縄
県
石
垣
島
で
生
産
肥
育
さ

れ
た
牛
肉
」を「
石
垣
牛
」と
し
て
地
域

団
体
商
標
に
申
請
し
、２
０
０
８
年
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
産
地
偽
装
の
抑
止

に
繋
げ
た
そ
う
で
す
。

石
垣
島
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

大
切
に
育
て
た
牛

生
産
者
の
努
力
と
地
元
企
業
の

協
力
で
信
頼
を
築
く

大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
を「
地
団
」で

保
護

　観
光
地
・
石
垣
島
で
は
、高
級
食
材

の
石
垣
牛
の
消
費
者
は
観
光
客
が
メ
イ

ン
。ブ
ラ
ン
ド
和
牛
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
が
、２
０
２
０
年
か
ら
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
消
費
量
は
一
気
に
ダ
ウ
ン
し

た
そ
う
。苦
境
に
立
た
さ
れ
た
石
垣
牛

で
し
た
が
、同
組
合
で
は
こ
の
機
会
に
地

元
の
方
に
も
っ
と
石
垣
牛
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。

出
荷
基
準
で
あ
る
月
齢
を
超
え
そ
う

な
牛
が
い
た
た
め
、本
来
１
万
円
相
当

コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た

地
元
消
費
者
の
力

　観
光
客
が
戻
ら
な
い
中
で
も
石
垣

牛
を
守
る
た
め
に
、同
組
合
で
は
２
０

２
１
年
３
月
に
石
垣
牛
の
流
通
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
ま
で
は
石

垣
島
に
来
て
も
ら
い
現
地
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
が
、首
都
圏
を
中
心
に
商

圏
を
広
げ
て
い
き
、消
費
拡
大
・
収
入

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
し
た
。地
団
を

取
得
し
て
い
た
こ
と
、長
年
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
石
垣
牛
は

首
都
圏
で
も
一
定
の
認
知
度
が
あ
り
、

今
は
４
割
程
度
が
島
外
で
消
費
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

首
都
圏
へ
の
流
通
を
強
化
し
、

消
費
拡
大
を
図
る

　石
垣
牛
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、同
組
合
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
、例
え
ば
国
産
の
飼
料

を
使
っ
た「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」を
行
っ
て
い
ま

す
。稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
は
国
産
の
飼
料
用
米

や
稲
発
酵
粗
飼
料（
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
）の
略
式
名
称
で
す
。同
組

合
で
は
石
垣
島
で
生
産
し
た
飼
料
で

肥
育
し
た
石
垣
牛
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。ま
だ
実
験
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
垣
さ
ん
は「
石
垣
牛
の
生
産
が
、

地
元
で
循
環
型
農
業
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
」と
話

し
ま
す
。飼
料
価
格
が
高
騰
す
る
中

全
て
石
垣
島
で
完
結
す
る

石
垣
牛
を
目
指
し
て

石垣牛の定義
1.

2.

3.

4.

 
5. 

 「石垣牛」とは、八重山郡内で生産・育成された登記書及び生
産履歴証明書を有し、八重山郡内で生後おおむね２０ヶ月以
上肥育管理された純粋の黒毛和種の、去勢及び雌牛のこと
をいう。

出荷期間は、去勢で２４～３５ヶ月、雌で２４～４０ヶ月の出荷
範囲以内とする。

品質表示は、日本食肉格付協会の格付を有する枝肉特選：歩
留等級（Ａ・Ｂ）肉質等級（５等級・４等級）銘産：歩留等級
（Ａ・Ｂ）肉質等級（３等級・２等級）

１～３までの条件を満たした枝肉に対し石垣牛ラベルを発行
する。

店舗販売業者においては、ＪＡおきなわの発行する「石垣牛」
ラベルで表示致します。

の
石
垣
牛
を
５
千
円
の
特
価
で
販
売
し

た
と
こ
ろ
、買
い
求
め
る
地
元
客
が
殺
到

し
、
30
分
で
完
売
し
た
そ
う
で
す
。「
気

軽
に
食
べ
る
食
材
で
は
な
い
た
め
、地
元

の
方
に
は
そ
こ
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
や
っ
ぱ
り
石
垣

牛
は
美
味
し
い
ね
』と
い
う
島
の
方
々
の

声
を
聞
き
、地
元
の
方
達
に
も
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と
新

垣
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま

す
。２
０
２
０
年
５
月
に
は
石
垣
牛
を

返
礼
品
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
し
、首
都
圏
を
中
心
に
支
援

が
集
ま
っ
た
そ
う
。「
石
垣
島
に
行
け
な

い
か
ら
、家
で
楽
し
み
ま
す
」と
い
っ
た

声
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
ご
も
り
食

材
と
し
て
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

で
、全
て
石
垣
島
の
も
の
を
使
っ
て
石

垣
牛
を
育
て
る
こ
と
で
、よ
り
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。「
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。輸
入
飼
料
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、世
界
情
勢
の
影
響
で
、石

垣
牛
の
安
定
供
給
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
の
取

組
で
は
石
垣
島
産
の
藁
や
稲
を
使
用

し
て
、輸
入
に
頼
ら
な
い
生
産
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
石
垣
牛
の
出

す
堆
肥
で
藁
や
稲
を
育
て
、新
た
な
循

環
を
生
み
だ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
、そ
し

て
沖
縄
の
中
で
、循
環
型
農
業
を
目
指

す
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
、や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
」と
話
す
新
垣
さ
ん
か
ら

は
志
を
感
じ
ま
す
。

　海
に
囲
ま
れ
、ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

土
壌
の
中
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
飼
料

で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
る
石
垣
牛
の

姿
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。島
を
支
え
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽

し
み
で
す
。
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仕事の仕事の

No.1

公正取引室の広報・広聴活動！
～入札談合防止研修会、経済界との意見交換会、出前授業～

総 務 部

　公
正
取
引
室
で
は
、独
占
禁
止
法
違
反
行
為

に
係
る
事
件
調
査
の
ほ
か
、未
然
防
止
へ
の
取
組

と
し
て
、各
種
広
報
・
広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　公
正
取
引
室
で
は
、県
内
の
有
識
者
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、公
正
取
引
委
員
会
の
活
動
状

況
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、有
識
者
と
直
接

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
経
済
社

会
の
実
情
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、的
確
な
法

運
用
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
１
月
26
日
に
沖
縄
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
皆
さ
ま
と
、令
和
５
年
１
月
27

日
に
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
皆
さ
ま
と

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
公
正
取
引
委
員
会
の
松
風
企
画

官
か
ら
、「
独
占
禁
止
法
」、「
下
請
法
」の
概
要

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
ほ
か
、中
小
企

業
等
が
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
で

き
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、転
嫁
対
策
の
取
組

や
独
占
禁
止
法
の
違
反
行
為
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　公
正
取
引
室
で
は
、入
札
談
合
行
為
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

対
し
て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、職
員

向
け
研
修
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、過
去
の
入
札
談
合

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、入
札
談
合
に
関
与

し
た
職
員
の
動
機
や
下
さ
れ
る
処
罰
、入
札
談

合
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

１ 

入
札
談
合
防
止
の
取
組

２ 

経
済
界
有
識
者
と
の
懇
談
会

　公
正
取
引
室
で
は
、実
務
経
験
を
積
ん
だ
職
員

を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業
に
派
遣
し
、将
来
を

担
う
学
生
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
や
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
出
前

授
業「
独
占
禁
止
法
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３ 

学
生
向
け「
独
占
禁
止
法
教
室
」

　国
等
か
ら
の
情
報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
と

と
も
に
、各
発
注
機
関
と
の
協
力
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、入
札
談
合
行
為
の
未
然
防

止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、公
共
入
札

に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の
連
絡
担
当
官

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月
11

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

　地
方
公
共
団
体
等
が
入
札
談
合
行
為
の
情

報
収
集
を
よ
り
的
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、県
、市
町
村
等
を
対
象
と
し
た
官
製
談
合

防
止
法
等
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月

10
日
〜
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

　中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、生

徒
が
企
業
経
営
者
の
立
場
に
な
っ
て
ラ
イ
バ
ル
企
業

と
の
競
争
方
法
を
考
え
競
争
の
必
要
性
を
学
ぶ
参

加
型
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材
や
身
近
な
事
例

な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、公
正
取
引
委
員
会
の
模
擬
立
入
検
査
、模

擬
事
情
聴
取
を
実
演
し
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
４
年
12
月
16
日
に
石
垣
市

立
大
浜
中
学
校
に
て
、独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　同
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、熱
心
に
講
義
に
耳
を

傾
け
、ゲ
ー
ム
や
寸
劇
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

　大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、競

争
政
策
に
対
す
る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、独
占

禁
止
法
の
概
要
、公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
５
年
１
月
12
日
に
琉
球
大

学
の
学
生
に
対
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
独
占

禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
大
学
の
授
業
で
は
、藤
岡
公
正
取
引
室
長
が
実

例
を
交
え
な
が
ら
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
説
明
し
、消
費
者
が
正
し
く
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
・
購
入
で
き
る
市
場
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要

な「
企
業
の

社
会
的
責

任
」
に
つ
い

て
、学
生
に

学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

② 

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

② 

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室 　発

注
機
関
が
職
員
向
け
に
官
製
談
合
防
止

法
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
、公
正
取
引
室
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、石
垣
市
、伊
是
名

村
、竹
富
町
等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

▲オンライン方式で授業を
行う藤岡公正取引室長

▲販売競争ゲームに参加する生徒たち

▲官製談合防止法等研修会の様子▲竹富町役場における研修会の様子

模擬立入検
査の寸劇に
参加する
生徒たち▶

◀生徒から
の質問に笑
顔で答える
公正取引室
職員

沖縄県中小
企業団体中
央会との懇
談会の様子

▶

◀沖縄県中小
企業家同友会
との懇談会の
様子

～行政機関、事業者団体等の皆様へ～～行政機関、事業者団体等の皆様へ～
公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で
所管法律に関する講習会や有識者との懇談会を行っております。

◆授業内容（例：中学校の場合）◆授業内容（例：中学校の場合）
○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。
　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。

いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！
いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！

～中・高・大学の先生方へ～～中・高・大学の先生方へ～

「独占禁止法教室」を授業に取り入れてみませんか？

お問合せ先お問合せ先 総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.1

公正取引室の広報・広聴活動！
～入札談合防止研修会、経済界との意見交換会、出前授業～

総 務 部

　公
正
取
引
室
で
は
、独
占
禁
止
法
違
反
行
為

に
係
る
事
件
調
査
の
ほ
か
、未
然
防
止
へ
の
取
組

と
し
て
、各
種
広
報
・
広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　公
正
取
引
室
で
は
、県
内
の
有
識
者
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、公
正
取
引
委
員
会
の
活
動
状

況
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、有
識
者
と
直
接

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
経
済
社

会
の
実
情
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、的
確
な
法

運
用
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
１
月
26
日
に
沖
縄
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
皆
さ
ま
と
、令
和
５
年
１
月
27

日
に
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
皆
さ
ま
と

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
公
正
取
引
委
員
会
の
松
風
企
画

官
か
ら
、「
独
占
禁
止
法
」、「
下
請
法
」の
概
要

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
ほ
か
、中
小
企

業
等
が
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
で

き
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、転
嫁
対
策
の
取
組

や
独
占
禁
止
法
の
違
反
行
為
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　公
正
取
引
室
で
は
、入
札
談
合
行
為
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

対
し
て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、職
員

向
け
研
修
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、過
去
の
入
札
談
合

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、入
札
談
合
に
関
与

し
た
職
員
の
動
機
や
下
さ
れ
る
処
罰
、入
札
談

合
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

１ 

入
札
談
合
防
止
の
取
組

２ 

経
済
界
有
識
者
と
の
懇
談
会

　公
正
取
引
室
で
は
、実
務
経
験
を
積
ん
だ
職
員

を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業
に
派
遣
し
、将
来
を

担
う
学
生
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
や
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
出
前

授
業「
独
占
禁
止
法
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３ 

学
生
向
け「
独
占
禁
止
法
教
室
」

　国
等
か
ら
の
情
報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
と

と
も
に
、各
発
注
機
関
と
の
協
力
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、入
札
談
合
行
為
の
未
然
防

止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、公
共
入
札

に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の
連
絡
担
当
官

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月
11

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

　地
方
公
共
団
体
等
が
入
札
談
合
行
為
の
情

報
収
集
を
よ
り
的
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、県
、市
町
村
等
を
対
象
と
し
た
官
製
談
合

防
止
法
等
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月

10
日
〜
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

　中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、生

徒
が
企
業
経
営
者
の
立
場
に
な
っ
て
ラ
イ
バ
ル
企
業

と
の
競
争
方
法
を
考
え
競
争
の
必
要
性
を
学
ぶ
参

加
型
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材
や
身
近
な
事
例

な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、公
正
取
引
委
員
会
の
模
擬
立
入
検
査
、模

擬
事
情
聴
取
を
実
演
し
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
４
年
12
月
16
日
に
石
垣
市

立
大
浜
中
学
校
に
て
、独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　同
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、熱
心
に
講
義
に
耳
を

傾
け
、ゲ
ー
ム
や
寸
劇
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

　大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、競

争
政
策
に
対
す
る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、独
占

禁
止
法
の
概
要
、公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
５
年
１
月
12
日
に
琉
球
大

学
の
学
生
に
対
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
独
占

禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
大
学
の
授
業
で
は
、藤
岡
公
正
取
引
室
長
が
実

例
を
交
え
な
が
ら
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
説
明
し
、消
費
者
が
正
し
く
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
・
購
入
で
き
る
市
場
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要

な「
企
業
の

社
会
的
責

任
」
に
つ
い

て
、学
生
に

学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

② 

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

② 

大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室 　発

注
機
関
が
職
員
向
け
に
官
製
談
合
防
止

法
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
、公
正
取
引
室
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、石
垣
市
、伊
是
名

村
、竹
富
町
等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

▲オンライン方式で授業を
行う藤岡公正取引室長

▲販売競争ゲームに参加する生徒たち

▲官製談合防止法等研修会の様子▲竹富町役場における研修会の様子

模擬立入検
査の寸劇に
参加する
生徒たち▶

◀生徒から
の質問に笑
顔で答える
公正取引室
職員

沖縄県中小
企業団体中
央会との懇
談会の様子

▶

◀沖縄県中小
企業家同友会
との懇談会の
様子

～行政機関、事業者団体等の皆様へ～～行政機関、事業者団体等の皆様へ～
公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で
所管法律に関する講習会や有識者との懇談会を行っております。

◆授業内容（例：中学校の場合）◆授業内容（例：中学校の場合）
○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。
　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。

いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！
いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！

～中・高・大学の先生方へ～～中・高・大学の先生方へ～

「独占禁止法教室」を授業に取り入れてみませんか？

お問合せ先お問合せ先 総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.1

公正取引室の広報・広聴活動！
～入札談合防止研修会、経済界との意見交換会、出前授業～

総 務 部

　公
正
取
引
室
で
は
、独
占
禁
止
法
違
反
行
為

に
係
る
事
件
調
査
の
ほ
か
、未
然
防
止
へ
の
取
組

と
し
て
、各
種
広
報
・
広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　公
正
取
引
室
で
は
、県
内
の
有
識
者
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、公
正
取
引
委
員
会
の
活
動
状

況
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、有
識
者
と
直
接

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
経
済
社

会
の
実
情
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、的
確
な
法

運
用
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
１
月
26
日
に
沖
縄
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
皆
さ
ま
と
、令
和
５
年
１
月
27

日
に
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
皆
さ
ま
と

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
公
正
取
引
委
員
会
の
松
風
企
画

官
か
ら
、「
独
占
禁
止
法
」、「
下
請
法
」の
概
要

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
ほ
か
、中
小
企

業
等
が
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
で

き
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、転
嫁
対
策
の
取
組

や
独
占
禁
止
法
の
違
反
行
為
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　公
正
取
引
室
で
は
、入
札
談
合
行
為
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

対
し
て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、職
員

向
け
研
修
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、過
去
の
入
札
談
合

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、入
札
談
合
に
関
与

し
た
職
員
の
動
機
や
下
さ
れ
る
処
罰
、入
札
談

合
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

１ 

入
札
談
合
防
止
の
取
組

２ 

経
済
界
有
識
者
と
の
懇
談
会

　公
正
取
引
室
で
は
、実
務
経
験
を
積
ん
だ
職
員

を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業
に
派
遣
し
、将
来
を

担
う
学
生
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
や
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
出
前

授
業「
独
占
禁
止
法
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３ 
学
生
向
け「
独
占
禁
止
法
教
室
」

　国
等
か
ら
の
情
報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
と

と
も
に
、各
発
注
機
関
と
の
協
力
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、入
札
談
合
行
為
の
未
然
防

止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、公
共
入
札

に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の
連
絡
担
当
官

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月
11

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

　地
方
公
共
団
体
等
が
入
札
談
合
行
為
の
情

報
収
集
を
よ
り
的
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、県
、市
町
村
等
を
対
象
と
し
た
官
製
談
合

防
止
法
等
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月

10
日
〜
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

　中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、生

徒
が
企
業
経
営
者
の
立
場
に
な
っ
て
ラ
イ
バ
ル
企
業

と
の
競
争
方
法
を
考
え
競
争
の
必
要
性
を
学
ぶ
参

加
型
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材
や
身
近
な
事
例

な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、公
正
取
引
委
員
会
の
模
擬
立
入
検
査
、模

擬
事
情
聴
取
を
実
演
し
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
４
年
12
月
16
日
に
石
垣
市

立
大
浜
中
学
校
に
て
、独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　同
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、熱
心
に
講
義
に
耳
を

傾
け
、ゲ
ー
ム
や
寸
劇
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

　大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、競

争
政
策
に
対
す
る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、独
占

禁
止
法
の
概
要
、公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
５
年
１
月
12
日
に
琉
球
大

学
の
学
生
に
対
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
独
占

禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
大
学
の
授
業
で
は
、藤
岡
公
正
取
引
室
長
が
実

例
を
交
え
な
が
ら
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
説
明
し
、消
費
者
が
正
し
く
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
・
購
入
で
き
る
市
場
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要

な「
企
業
の

社
会
的
責

任
」
に
つ
い

て
、学
生
に

学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

② 
大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

② 
大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室 　発

注
機
関
が
職
員
向
け
に
官
製
談
合
防
止

法
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
、公
正
取
引
室
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、石
垣
市
、伊
是
名

村
、竹
富
町
等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

▲オンライン方式で授業を
行う藤岡公正取引室長

▲販売競争ゲームに参加する生徒たち

▲官製談合防止法等研修会の様子▲竹富町役場における研修会の様子

模擬立入検
査の寸劇に
参加する
生徒たち▶

◀生徒から
の質問に笑
顔で答える
公正取引室
職員

沖縄県中小
企業団体中
央会との懇
談会の様子

▶

◀沖縄県中小
企業家同友会
との懇談会の
様子

～行政機関、事業者団体等の皆様へ～～行政機関、事業者団体等の皆様へ～
公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で
所管法律に関する講習会や有識者との懇談会を行っております。

◆授業内容（例：中学校の場合）◆授業内容（例：中学校の場合）
○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。
　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。

いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！
いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！

～中・高・大学の先生方へ～～中・高・大学の先生方へ～

「独占禁止法教室」を授業に取り入れてみませんか？

お問合せ先お問合せ先 総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.1

公正取引室の広報・広聴活動！
～入札談合防止研修会、経済界との意見交換会、出前授業～

総 務 部

　公
正
取
引
室
で
は
、独
占
禁
止
法
違
反
行
為

に
係
る
事
件
調
査
の
ほ
か
、未
然
防
止
へ
の
取
組

と
し
て
、各
種
広
報
・
広
聴
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　令
和
４
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　公
正
取
引
室
で
は
、県
内
の
有
識
者
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、公
正
取
引
委
員
会
の
活
動
状

況
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、有
識
者
と
直
接

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
経
済
社

会
の
実
情
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、的
確
な
法

運
用
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
１
月
26
日
に
沖
縄
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
皆
さ
ま
と
、令
和
５
年
１
月
27

日
に
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
皆
さ
ま
と

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　懇
談
会
で
は
公
正
取
引
委
員
会
の
松
風
企
画

官
か
ら
、「
独
占
禁
止
法
」、「
下
請
法
」の
概
要

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
ほ
か
、中
小
企

業
等
が
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
で

き
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、転
嫁
対
策
の
取
組

や
独
占
禁
止
法
の
違
反
行
為
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　公
正
取
引
室
で
は
、入
札
談
合
行
為
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

対
し
て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、職
員

向
け
研
修
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、過
去
の
入
札
談
合

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、入
札
談
合
に
関
与

し
た
職
員
の
動
機
や
下
さ
れ
る
処
罰
、入
札
談

合
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

１ 

入
札
談
合
防
止
の
取
組

２ 

経
済
界
有
識
者
と
の
懇
談
会

　公
正
取
引
室
で
は
、実
務
経
験
を
積
ん
だ
職
員

を
講
師
と
し
て
学
校
の
授
業
に
派
遣
し
、将
来
を

担
う
学
生
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
や
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
出
前

授
業「
独
占
禁
止
法
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３ 
学
生
向
け「
独
占
禁
止
法
教
室
」

　国
等
か
ら
の
情
報
提
供
の
円
滑
化
を
図
る
と

と
も
に
、各
発
注
機
関
と
の
協
力
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、入
札
談
合
行
為
の
未
然
防

止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、公
共
入
札

に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の
連
絡
担
当
官

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月
11

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

① 

公
共
入
札
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
と
の

　 連
絡
担
当
官
会
議

　地
方
公
共
団
体
等
が
入
札
談
合
行
為
の
情

報
収
集
を
よ
り
的
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、県
、市
町
村
等
を
対
象
と
し
た
官
製
談
合

防
止
法
等
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、令
和
５
年
１
月

10
日
〜
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

② 

官
製
談
合
防
止
法
等
研
修
会

　中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、生

徒
が
企
業
経
営
者
の
立
場
に
な
っ
て
ラ
イ
バ
ル
企
業

と
の
競
争
方
法
を
考
え
競
争
の
必
要
性
を
学
ぶ
参

加
型
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
し
た
副
教
材
や
身
近
な
事
例

な
ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、公
正
取
引
委
員
会
の
模
擬
立
入
検
査
、模

擬
事
情
聴
取
を
実
演
し
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
４
年
12
月
16
日
に
石
垣
市

立
大
浜
中
学
校
に
て
、独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　同
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、熱
心
に
講
義
に
耳
を

傾
け
、ゲ
ー
ム
や
寸
劇
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

① 

中
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

　大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室
の
授
業
で
は
、競

争
政
策
に
対
す
る
理
解
の
増
進
を
図
る
た
め
、独
占

禁
止
法
の
概
要
、公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、令
和
５
年
１
月
12
日
に
琉
球
大

学
の
学
生
に
対
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る
独
占

禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
大
学
の
授
業
で
は
、藤
岡
公
正
取
引
室
長
が
実

例
を
交
え
な
が
ら
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
説
明
し
、消
費
者
が
正
し
く
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
・
購
入
で
き
る
市
場
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要

な「
企
業
の

社
会
的
責

任
」
に
つ
い

て
、学
生
に

学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

② 
大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室

② 
大
学
生
向
け
独
占
禁
止
法
教
室 　発

注
機
関
が
職
員
向
け
に
官
製
談
合
防
止

法
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に

は
、公
正
取
引
室
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、石
垣
市
、伊
是
名

村
、竹
富
町
等
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

③ 

発
注
機
関
が
実
施
す
る

　 職
員
向
け
研
修
へ
の
講
師
派
遣

▲オンライン方式で授業を
行う藤岡公正取引室長

▲販売競争ゲームに参加する生徒たち

▲官製談合防止法等研修会の様子▲竹富町役場における研修会の様子

模擬立入検
査の寸劇に
参加する
生徒たち▶

◀生徒から
の質問に笑
顔で答える
公正取引室
職員

沖縄県中小
企業団体中
央会との懇
談会の様子

▶

◀沖縄県中小
企業家同友会
との懇談会の
様子

～行政機関、事業者団体等の皆様へ～～行政機関、事業者団体等の皆様へ～
公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で公正取引室では、皆さまのニーズに合わせ、県内各地で
所管法律に関する講習会や有識者との懇談会を行っております。

◆授業内容（例：中学校の場合）◆授業内容（例：中学校の場合）
○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

○キーワードを学習
　市場経済、競争、独占、カルテルなどのキーワードを分かりやすく説明します。
○シミュレーションゲームで競争の必要性を学習
　生徒が企業の立場になってライバル企業と販売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲームを行います。
○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
　公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸劇を行います。

　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。
　公正取引室では、公正取引委員会や独占禁止法の役割等を理解してもらうため、学校様のニーズに
合わせた方法・内容で独占禁止法教室を開催しています。お気軽に御連絡ください。

いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！
いずれも費用は無料です。
御連絡お待ちしてます！

～中・高・大学の先生方へ～～中・高・大学の先生方へ～

「独占禁止法教室」を授業に取り入れてみませんか？

お問合せ先お問合せ先 総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９総務部 公正取引室　TEL：０９８-８６６-００４９
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Q.「金融リテラシー」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

Q.「日本の財政」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

81％ 84％

18％ 15％
1％ 1％

窓窓窓
仕事の仕事の

No.2

「財務専門官」の魅力発信中！
財政・金融のプロとして一緒に地域へ

貢献してみませんか？
～試験申込期間（３月１日～３月２０日）～

財 務 部

財
務
専
門
官
っ
て
何
？

　「
財
務
専
門
官
」は
、全
国
10
の
財
務
局
・
財

務
支
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に

お
い
て
、財
政
・
国
有
財
産
・
金
融
等
に
関
す

る
施
策
を
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、財
務
省
・
金
融
庁
の
重
要
施
策

等
を
広
報
し
、地
域
の
意
見
・
要
望
や
地
域

経
済
の
動
向
を
財
務
省
・
金
融
庁
に
的
確
か

つ
迅
速
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
活
躍
の
場
は
財
務
局
に
留
ま
ら
ず
、財

務
省
や
金
融
庁
等
で
も
働
く
機
会
が
あ
り
、

多
く
の
先
輩
職
員
が
財
政
・
金
融
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

窓窓窓
仕事の仕事の

No.3

「金融」と「財政」について
～大学生と一緒に考える～ ｉｎ沖縄大学

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、1

月
24
日
に
沖
縄
大
学（
2
・
3
年
生
90
名
）で

行
っ
た
金
融
・
財
政
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　授
業
で
は
、最
初
に
、「
成
年
年
齢
引
下
げ

に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
テ
ー
マ
に
、契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

仕
組
み
と
返
済
方
法
、利
用
上
の
メ
リ
ッ
ト
や

留
意
点
、多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の
注
意

点
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、金
融

等
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
基
礎

知
識
と
し
て
、S
N
S
を
通
じ
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
や
携
帯
電
話
買
取
詐
欺
な
ど
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、投
資
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、顔
見
知
り
等
か
ら

「
必
ず
儲
か
る
」「
絶
対
に
大
丈
夫
」と
勧
誘

を
さ
れ
て
も
、投
資
の
世
界
に
お
い
て「
必
ず

財
務
専
門
官
に
な
る
に
は
！

財務局（財務部）の使命

　「
財
務
専
門
官
」に
な
る
た
め
に
は
、財
務

専
門
官
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。財
務
部
で
は
、「
財
務
専
門
官
」の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
多
く
の
方
に
受
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、大
学
生
を
対
象
と
し
た
業

務
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込
期

間
は
３
月
1
日
〜
3
月
20
日
の
20
日
間
で
、申

込
み
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す（
本
誌
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。）。

　国
・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
方
、財
政
・

国
有
財
産
・
金
融
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
！

「
財
務
専
門
官
」と
し
て
一
緒
に
地
域
へ
貢
献

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
合
せ
先

財
務
部 

財
務
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
9
1

お
問
合
せ
先

財
務
部 

財
務
課（
地
域
連
携
担
当
）

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
9
1

▲業務説明会の様子 ▲財務専門官との座談会の様子（沖縄国際大学）

▲財務部職員による説明の様子

▲授業の様子

儲
か
る
」等
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、「
財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し

て
、財
政
の
役
割
と
現
状
や
、現
在
、持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を
行
っ
て
お
り
、消

費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会

保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解
消
や
保
育
無

償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も
充
当

し
、「
全
世
代
型
」へ
の
社
会
保
障
に
転
換
し
て

い
る
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　ま
た
、年
金
や
医
療
な
ど
身
近
な
社
会
保

障
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、社
会
保
障
の

給
付
と
国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、引
き

続
き
国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
、よ
り
良

い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆

さ
ん
が
ご
自
身
の
思
い
や
考
え
を
、選
挙
を
通

じ
て
意
思
表
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
、自
分
が
成
人
し
て
い
る
自
覚
を
持
っ
て

気
を
付
け
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
た
」「
財
政
が
ど
れ
だ
け
身
近
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
」等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

詳しくは、財務局採用HPへ https://lfb.mof.go.jp/recruit/zaimusenmonkan/index.html

説明会情報は、財務局採用ＳＮＳでも
発信しています。

@zaimukyoku @MOF_LFB_recruit

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

財務省・金融庁でも活躍する財務専門官！
金融庁監督局総務課
信用機構対応室調整係

平成30年度採用
平成30年

令和元年
令和2年
令和3年

令和3年

令和4年

10月

7月
7月
4月

6月

7月

沖縄総合事務局採用
財務部検査課
財務部財務課経理係
財務部金融監督課
財務省財務総合政策研究所
研修部教務課
財務省大臣官房地方課
業務調整室業務調整1係
現職

HIGA Naoya比嘉 直哉
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Q.「金融リテラシー」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

Q.「日本の財政」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった
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18％ 15％
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仕事の仕事の

No.2

「財務専門官」の魅力発信中！
財政・金融のプロとして一緒に地域へ

貢献してみませんか？
～試験申込期間（３月１日～３月２０日）～

財 務 部

財
務
専
門
官
っ
て
何
？

　「
財
務
専
門
官
」は
、全
国
10
の
財
務
局
・
財

務
支
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に

お
い
て
、財
政
・
国
有
財
産
・
金
融
等
に
関
す

る
施
策
を
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、財
務
省
・
金
融
庁
の
重
要
施
策

等
を
広
報
し
、地
域
の
意
見
・
要
望
や
地
域

経
済
の
動
向
を
財
務
省
・
金
融
庁
に
的
確
か

つ
迅
速
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
活
躍
の
場
は
財
務
局
に
留
ま
ら
ず
、財

務
省
や
金
融
庁
等
で
も
働
く
機
会
が
あ
り
、

多
く
の
先
輩
職
員
が
財
政
・
金
融
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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「金融」と「財政」について
～大学生と一緒に考える～ ｉｎ沖縄大学

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、1

月
24
日
に
沖
縄
大
学（
2
・
3
年
生
90
名
）で

行
っ
た
金
融
・
財
政
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　授
業
で
は
、最
初
に
、「
成
年
年
齢
引
下
げ

に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
テ
ー
マ
に
、契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

仕
組
み
と
返
済
方
法
、利
用
上
の
メ
リ
ッ
ト
や

留
意
点
、多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の
注
意

点
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、金
融

等
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
基
礎

知
識
と
し
て
、S
N
S
を
通
じ
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
や
携
帯
電
話
買
取
詐
欺
な
ど
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、投
資
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、顔
見
知
り
等
か
ら

「
必
ず
儲
か
る
」「
絶
対
に
大
丈
夫
」と
勧
誘

を
さ
れ
て
も
、投
資
の
世
界
に
お
い
て「
必
ず

財
務
専
門
官
に
な
る
に
は
！

財務局（財務部）の使命

　「
財
務
専
門
官
」に
な
る
た
め
に
は
、財
務

専
門
官
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。財
務
部
で
は
、「
財
務
専
門
官
」の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
多
く
の
方
に
受
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、大
学
生
を
対
象
と
し
た
業

務
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込
期

間
は
３
月
1
日
〜
3
月
20
日
の
20
日
間
で
、申

込
み
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す（
本
誌
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。）。

　国
・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
方
、財
政
・

国
有
財
産
・
金
融
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
！

「
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務
専
門
官
」と
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一
緒
に
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▲業務説明会の様子 ▲財務専門官との座談会の様子（沖縄国際大学）

▲財務部職員による説明の様子

▲授業の様子

儲
か
る
」等
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、「
財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し

て
、財
政
の
役
割
と
現
状
や
、現
在
、持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を
行
っ
て
お
り
、消

費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会

保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解
消
や
保
育
無

償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も
充
当

し
、「
全
世
代
型
」へ
の
社
会
保
障
に
転
換
し
て

い
る
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　ま
た
、年
金
や
医
療
な
ど
身
近
な
社
会
保

障
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、社
会
保
障
の

給
付
と
国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、引
き

続
き
国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
、よ
り
良

い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆

さ
ん
が
ご
自
身
の
思
い
や
考
え
を
、選
挙
を
通

じ
て
意
思
表
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
、自
分
が
成
人
し
て
い
る
自
覚
を
持
っ
て

気
を
付
け
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
た
」「
財
政
が
ど
れ
だ
け
身
近
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
」等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

詳しくは、財務局採用HPへ https://lfb.mof.go.jp/recruit/zaimusenmonkan/index.html

説明会情報は、財務局採用ＳＮＳでも
発信しています。

@zaimukyoku @MOF_LFB_recruit

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

財務省・金融庁でも活躍する財務専門官！
金融庁監督局総務課
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Q.「金融リテラシー」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

Q.「日本の財政」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

81％ 84％

18％ 15％
1％ 1％

窓窓窓
仕事の仕事の

No.2

「財務専門官」の魅力発信中！
財政・金融のプロとして一緒に地域へ

貢献してみませんか？
～試験申込期間（３月１日～３月２０日）～

財 務 部

財
務
専
門
官
っ
て
何
？

　「
財
務
専
門
官
」は
、全
国
10
の
財
務
局
・
財

務
支
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に

お
い
て
、財
政
・
国
有
財
産
・
金
融
等
に
関
す

る
施
策
を
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、財
務
省
・
金
融
庁
の
重
要
施
策

等
を
広
報
し
、地
域
の
意
見
・
要
望
や
地
域

経
済
の
動
向
を
財
務
省
・
金
融
庁
に
的
確
か

つ
迅
速
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
活
躍
の
場
は
財
務
局
に
留
ま
ら
ず
、財

務
省
や
金
融
庁
等
で
も
働
く
機
会
が
あ
り
、

多
く
の
先
輩
職
員
が
財
政
・
金
融
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

窓窓窓
仕事の仕事の

No.3

「金融」と「財政」について
～大学生と一緒に考える～ ｉｎ沖縄大学

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、1

月
24
日
に
沖
縄
大
学（
2
・
3
年
生
90
名
）で

行
っ
た
金
融
・
財
政
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　授
業
で
は
、最
初
に
、「
成
年
年
齢
引
下
げ

に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
テ
ー
マ
に
、契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

仕
組
み
と
返
済
方
法
、利
用
上
の
メ
リ
ッ
ト
や

留
意
点
、多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の
注
意

点
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、金
融

等
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
基
礎

知
識
と
し
て
、S
N
S
を
通
じ
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
や
携
帯
電
話
買
取
詐
欺
な
ど
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、投
資
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、顔
見
知
り
等
か
ら

「
必
ず
儲
か
る
」「
絶
対
に
大
丈
夫
」と
勧
誘

を
さ
れ
て
も
、投
資
の
世
界
に
お
い
て「
必
ず

財
務
専
門
官
に
な
る
に
は
！

財務局（財務部）の使命

　「
財
務
専
門
官
」に
な
る
た
め
に
は
、財
務

専
門
官
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。財
務
部
で
は
、「
財
務
専
門
官
」の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
多
く
の
方
に
受
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、大
学
生
を
対
象
と
し
た
業

務
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込
期

間
は
３
月
1
日
〜
3
月
20
日
の
20
日
間
で
、申

込
み
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す（
本
誌
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。）。
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・
地
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社
会
に
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し
た
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方
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・

国
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の
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！
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得
な
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と
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ど
を
説

明
し
ま
し
た
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　続
い
て
、「
財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し

て
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政
の
役
割
と
現
状
や
、現
在
、持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を
行
っ
て
お
り
、消

費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会

保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解
消
や
保
育
無

償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も
充
当

し
、「
全
世
代
型
」へ
の
社
会
保
障
に
転
換
し
て

い
る
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し
た
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た
、年
金
や
医
療
な
ど
身
近
な
社
会
保

障
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、社
会
保
障
の

給
付
と
国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、引
き

続
き
国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
、よ
り
良

い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆

さ
ん
が
ご
自
身
の
思
い
や
考
え
を
、選
挙
を
通

じ
て
意
思
表
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
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　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
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ト
カ
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ド
は
、自
分
が
成
人
し
て
い
る
自
覚
を
持
っ
て

気
を
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け
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
た
」「
財
政
が
ど
れ
だ
け
身
近
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
も
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と
多
く
の
人
に
実
感
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て
も
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う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
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の
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想
が
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し
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Q.「金融リテラシー」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった

Q.「日本の財政」について
理解が深まりましたか？

非常に理解できた
普通
あまり理解できなかった
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仕事の仕事の
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「財務専門官」の魅力発信中！
財政・金融のプロとして一緒に地域へ

貢献してみませんか？
～試験申込期間（３月１日～３月２０日）～

財 務 部

財
務
専
門
官
っ
て
何
？

　「
財
務
専
門
官
」は
、全
国
10
の
財
務
局
・
財

務
支
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に

お
い
て
、財
政
・
国
有
財
産
・
金
融
等
に
関
す

る
施
策
を
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、財
務
省
・
金
融
庁
の
重
要
施
策

等
を
広
報
し
、地
域
の
意
見
・
要
望
や
地
域

経
済
の
動
向
を
財
務
省
・
金
融
庁
に
的
確
か

つ
迅
速
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
活
躍
の
場
は
財
務
局
に
留
ま
ら
ず
、財

務
省
や
金
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庁
等
で
も
働
く
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会
が
あ
り
、

多
く
の
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輩
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が
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・
金
融
の
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ロ
フ
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シ
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ナ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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「金融」と「財政」について
～大学生と一緒に考える～ ｉｎ沖縄大学

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、1

月
24
日
に
沖
縄
大
学（
2
・
3
年
生
90
名
）で

行
っ
た
金
融
・
財
政
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
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　授
業
で
は
、最
初
に
、「
成
年
年
齢
引
下
げ

に
か
か
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
テ
ー
マ
に
、契

約
に
お
け
る
注
意
点
、ク
レ
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ッ
ト
カ
ー
ド
の

仕
組
み
と
返
済
方
法
、利
用
上
の
メ
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ッ
ト
や

留
意
点
、多
重
債
務
に
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ら
な
い
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の
注
意

点
等
に
つ
い
て
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し
ま
し
た
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た
、金
融

等
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に
巻
き
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れ
な
い
た
め
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を
通
じ
た
消
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者
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ル
や
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電
話
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欺
な
ど
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体
的

な
事
例
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す
る
と
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も
に
、投
資
に
関

す
る
ト
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ブ
ル
と
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て
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見
知
り
等
か
ら

「
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ず
儲
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る
」「
絶
対
に
大
丈
夫
」と
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誘

を
さ
れ
て
も
、投
資
の
世
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に
お
い
て「
必
ず

財
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専
門
官
に
な
る
に
は
！

財務局（財務部）の使命

　「
財
務
専
門
官
」に
な
る
た
め
に
は
、財
務

専
門
官
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。財
務
部
で
は
、「
財
務
専
門
官
」の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
多
く
の
方
に
受
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、大
学
生
を
対
象
と
し
た
業

務
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
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ま
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お
、財
務
専
門
官
採
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験
の
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間
は
３
月
1
日
〜
3
月
20
日
の
20
日
間
で
、申

込
み
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す（
本
誌
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。）。

　国
・
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
方
、財
政
・

国
有
財
産
・
金
融
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
！

「
財
務
専
門
官
」と
し
て
一
緒
に
地
域
へ
貢
献

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
合
せ
先

財
務
部 

財
務
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
9
1

お
問
合
せ
先

財
務
部 

財
務
課（
地
域
連
携
担
当
）

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
9
1

▲業務説明会の様子 ▲財務専門官との座談会の様子（沖縄国際大学）

▲財務部職員による説明の様子

▲授業の様子

儲
か
る
」等
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、「
財
政
に
つ
い
て
考
え
る
」と
題
し

て
、財
政
の
役
割
と
現
状
や
、現
在
、持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を
行
っ
て
お
り
、消

費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
は
全
て
社
会

保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解
消
や
保
育
無

償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も
充
当

し
、「
全
世
代
型
」へ
の
社
会
保
障
に
転
換
し
て

い
る
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　ま
た
、年
金
や
医
療
な
ど
身
近
な
社
会
保

障
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、社
会
保
障
の

給
付
と
国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、引
き

続
き
国
民
全
体
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。そ
し
て
、よ
り
良

い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆

さ
ん
が
ご
自
身
の
思
い
や
考
え
を
、選
挙
を
通

じ
て
意
思
表
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
、自
分
が
成
人
し
て
い
る
自
覚
を
持
っ
て

気
を
付
け
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
た
」「
財
政
が
ど
れ
だ
け
身
近
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
」等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

詳しくは、財務局採用HPへ https://lfb.mof.go.jp/recruit/zaimusenmonkan/index.html

説明会情報は、財務局採用ＳＮＳでも
発信しています。

@zaimukyoku @MOF_LFB_recruit

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

財務省・金融庁でも活躍する財務専門官！
金融庁監督局総務課
信用機構対応室調整係

平成30年度採用
平成30年

令和元年
令和2年
令和3年

令和3年

令和4年

10月

7月
7月
4月

6月

7月

沖縄総合事務局採用
財務部検査課
財務部財務課経理係
財務部金融監督課
財務省財務総合政策研究所
研修部教務課
財務省大臣官房地方課
業務調整室業務調整1係
現職

HIGA Naoya比嘉 直哉
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お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
7
3

農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.4
第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」

沖
縄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　令
和
４
年
１２
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、

第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」沖
縄

（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）が
、那
覇
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
支
援
技
術
展
は
、沖
縄
県
の
農
水

産
業
、６
次
産
業
化（
農
業
を
１
次
産
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、加
工
な
ど
の
２

次
産
業
、サ
ー
ビ
ス
や
販
売
な
ど
の
３
次

産
業
ま
で
含
め
、１
次
か
ら
３
次
ま
で
一

体
化
し
た
産
業
と
し
て
そ
の
可
能
性
を

広
げ
る
も
の
）の
支
援
を
目
的
に
、農
水

産
業
・
食
品
加
工
・
流
通
産
業
及
び
６
次

産
業
化
を
支
援
す
る
最
新
の
技
術（
機

器
、装
置
等
）の
紹
介
と
共
に
、有
識
者
等

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
は
、福
島
農
林

水
産
部
長
が「
我
が
国
の
農
林
水
産
業
と

沖
縄
の
農
林
水
産
業
の
将
来
と
は
」と
題

し
、基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
に
関
す
る

国
の
支
援
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、展

示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
の
取
組

事
例
や
国
の
支
援
策
、農
林
水
産
省
が
策

定
し
た「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　併
せ
て
、前
回
に
引
き
続
き
、県
内
農

業
者
・
漁
業
者
の
新
た
な
販
路
開
拓
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、商
品
相
談
・
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
外
バ
イ
ヤ
ー
７

社
、県
内
事
業
者
１０
社
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

県
内
事
業
者
か
ら「
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
か
ら

の
話
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
引
き
続

き
県
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
を
進
め
て
い

る
」「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」等
の
嬉
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、商
談
成
立

の
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
新
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
に
繋
が
り
、県
産
農
水
産
物
の

利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。▲福島部長による基調講演

▲商品開発相談・販路開拓商談会の様子

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　☎
０
９
８
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６
６
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6
7
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お
問
合
せ
先 

農
林
水
産
部 

農
政
課
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０
９
８
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６
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　農
林
水
産
部 

生
産
振
興
課

　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
5
3

窓窓窓
仕事の仕事の

No.5
デ
ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
動
画
作
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
３
年
に
国
の「
食
育
推
進
会
議
」

が
決
定
し
た「
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計

画
」で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
が
求
め
ら
れ
る
中
で
も
、よ
り
多

く
の
方
々
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
新
た
な
日
常
」や
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進
が
重
点
事

項
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、食

育
関
係
者
や
食
育
に
関
心
が
あ
る
方
を

対
象
に
、農
林
水
産
省
が
作
成
し
た「
デ

ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
た

動
画
作
成
講
習
会
を
令
和
４
年
１２
月
９
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　本
講
習
会
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、農
業
者

や
飲
食
事
業
者
、自
治
体
の
食
育
担
当
者

等
が
参
加
し
、S
N
S
を
活
用
し
た
食
育

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。講
習

会
で
は
、食
育
の
情
報
を
動
画
で
発
信
で

き
る
よ
う
に
、サ
ン
プ
ル
動
画
を
実
際
に

撮
影
し
、そ
の
動
画
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
方
法
に
つ
い
て
講
師
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
表
示
し
な
が
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
参
加
者
か
ら

は
、「
講
師
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
を
確

認
し
や
す
か
っ
た
の
で
、初
心
者
で
も
分
か

り
や
す
か
っ
た
」、「
Y
o
u
T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
を
取
得
で
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら

動
画
を
投
稿
し
多
く
の
方
に
見
て
欲
し

い
」と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
局
で
は
、今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、沖
縄
総
合
事

務
局
農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
食
育
担

当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲スマートフォンの
　画面を投影し
　YouTubeの操作方法を
　説明する様子

▲スマートフォンを
操作している様子

窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

おきなわ花と食のフェスティバル
２０２３が開催されました

　「お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」は
、「
地
産
地
消
」を
テ
ー
マ
と
し
、県

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
県
内
最
大
規
模
の
農
林
水
産
関
連
イ
ベン
ト
で
す
。今
年
は
令
和
５
年
１

月
２１
日
、２２
日
に
奥
武
山
総
合
運
動
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
や
品
評
会
、新
鮮
な
県
産
野
菜
の
販
売
な
ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ

れ
、両
日
で
約
９
・５
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。県
産
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品

を
多
く
の
方
に
知
って
、味
わ
って
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や

技
術
の
近
代
化
等
で
功
績
が

あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団
体

を
選
定
す
る「
沖
縄
県
農
林

漁
業
賞
」の
表
彰
式
と
、農
林

水
産
業
と
関
わ
り
を
も
ち
、

地
域
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
認
定
す
る「
沖

縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」の
認
定

式
が
行
わ
れ
、当
局
か
ら
は
田

中
局
長
が
出
席
し
、祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

○「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」表
彰
式
、「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
交
付
式

　花
き
品
評
会
、フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、野
菜
品
評

会
、果
樹
品
評
会
、野
菜
・
花

き
産
地
活
動
、園
芸
拠
点
産

地
の
計
６
つ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
花
き
品

評
会
・
野
菜
品
評
会
で
は
、高
い

栽
培
技
術
を
持
つ
生
産
者
に

対
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。当
局
か
ら
は
、

福
島
農
林
水
産
部
長
が
出
席

し
、祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

○
各
種
品
評
会
等
表
彰
式

○
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
受
賞
者

部
門

受
賞
者

市
町
村

主
な
品
目

農
産 

長
浜 

栄
包 

石
垣
市 
水
稲
、さ
と
う
き
び

園
芸 

兼
島
弘
実・兼
島
寿
乃 

宮
古
島
市 

マ
ン
ゴ
ー
、さ
と
う
き
び

 

玉
城 

義
満 

名
護
市 

花
き（
輪
ギ
ク
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）

 

真
栄
田 

昇 

今
帰
仁
村 

花
き（
小
ギ
ク
、輪
ギ
ク
、ド
ラ
セ
ナ
）

 

島
尻 

秀
樹 

宮
古
島
市 

さ
や
い
ん
げ
ん
、さ
と
う
き
び

畜
産 

上
地 

豪
一  

宮
古
島
市 

肉
用
牛
繁
殖

土
地
改
良 

伊
平
屋
村
土
地
改
良
区 

伊
平
屋
村 

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
と
管
理

林
業 

有
限
会
社 

仲
井
間
林
業 

大
宜
味
村 

木
材
、木
炭

漁
業 

伊
良
波 

淳
世 

宮
古
島
市 

パ
ヤ
オ
漁
業（
ひ
き
縄
漁
業
）、一
本
釣
漁
業

○「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
団
体

部
門
受
賞
者

市
町
村

認
定
名

集
落 

南
風
原
町 

喜
屋
武
自
治
会 

守
り
繋
ぐ
結
い
の
文
化
が
活
力
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

○
各
種
品
評
会
等
受
賞
者（
一
部
ご
紹
介
）

花
き 

農
林
水
産
大
臣
賞 

蔵
下 

良
彦 

大
ギ
ク

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

山
内 

慶
子 

ド
ラ
セ
ナ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

島
袋 

幸
光 

ス
ト
レ
リ
チ
ア

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

金
城 

清
香 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門

野
菜 

農
林
水
産
大
臣
賞 

李 

淑
玲 

大
型
ピ
ー
マ
ン

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

長
嶺 

直 

ト
マ
ト

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

當
間 

博
之 

き
ゅ
う
り

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

赤
嶺 

敏
夫 

ミ
ニ
ト
マ
ト

果
樹 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

金
城 

昭
男 

タ
ン
カ
ン

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

照
屋 

和
江 

ア
テ
モ
ヤ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

照
屋 

正
和 

フ
ル
ー
ツ
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

部
門

賞

受
賞
者
名

品
目
名
等

「沖縄県農林漁業賞」表彰式「沖縄県農林漁業賞」表彰式

「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式

賞状授与の様子賞状授与の様子

野菜などが所狭しと並ぶ会場野菜などが所狭しと並ぶ会場
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お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
7
3

農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.4
第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」

沖
縄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　令
和
４
年
１２
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、

第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」沖
縄

（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）が
、那
覇
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
支
援
技
術
展
は
、沖
縄
県
の
農
水

産
業
、６
次
産
業
化（
農
業
を
１
次
産
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、加
工
な
ど
の
２

次
産
業
、サ
ー
ビ
ス
や
販
売
な
ど
の
３
次

産
業
ま
で
含
め
、１
次
か
ら
３
次
ま
で
一

体
化
し
た
産
業
と
し
て
そ
の
可
能
性
を

広
げ
る
も
の
）の
支
援
を
目
的
に
、農
水

産
業
・
食
品
加
工
・
流
通
産
業
及
び
６
次

産
業
化
を
支
援
す
る
最
新
の
技
術（
機

器
、装
置
等
）の
紹
介
と
共
に
、有
識
者
等

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
は
、福
島
農
林

水
産
部
長
が「
我
が
国
の
農
林
水
産
業
と

沖
縄
の
農
林
水
産
業
の
将
来
と
は
」と
題

し
、基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
に
関
す
る

国
の
支
援
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、展

示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
の
取
組

事
例
や
国
の
支
援
策
、農
林
水
産
省
が
策

定
し
た「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　併
せ
て
、前
回
に
引
き
続
き
、県
内
農

業
者
・
漁
業
者
の
新
た
な
販
路
開
拓
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、商
品
相
談
・
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
外
バ
イ
ヤ
ー
７

社
、県
内
事
業
者
１０
社
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

県
内
事
業
者
か
ら「
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
か
ら

の
話
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
引
き
続

き
県
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
を
進
め
て
い

る
」「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」等
の
嬉
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、商
談
成
立

の
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
新
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
に
繋
が
り
、県
産
農
水
産
物
の

利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。▲福島部長による基調講演

▲商品開発相談・販路開拓商談会の様子

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
7
3

お
問
合
せ
先 

農
林
水
産
部 

農
政
課
　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
2
7

　農
林
水
産
部 

生
産
振
興
課

　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
5
3

窓窓窓
仕事の仕事の

No.5
デ
ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
動
画
作
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
３
年
に
国
の「
食
育
推
進
会
議
」

が
決
定
し
た「
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計

画
」で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
が
求
め
ら
れ
る
中
で
も
、よ
り
多

く
の
方
々
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
新
た
な
日
常
」や
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進
が
重
点
事

項
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、食

育
関
係
者
や
食
育
に
関
心
が
あ
る
方
を

対
象
に
、農
林
水
産
省
が
作
成
し
た「
デ

ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
た

動
画
作
成
講
習
会
を
令
和
４
年
１２
月
９
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　本
講
習
会
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、農
業
者

や
飲
食
事
業
者
、自
治
体
の
食
育
担
当
者

等
が
参
加
し
、S
N
S
を
活
用
し
た
食
育

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。講
習

会
で
は
、食
育
の
情
報
を
動
画
で
発
信
で

き
る
よ
う
に
、サ
ン
プ
ル
動
画
を
実
際
に

撮
影
し
、そ
の
動
画
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
方
法
に
つ
い
て
講
師
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
表
示
し
な
が
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
参
加
者
か
ら

は
、「
講
師
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
を
確

認
し
や
す
か
っ
た
の
で
、初
心
者
で
も
分
か

り
や
す
か
っ
た
」、「
Y
o
u
T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
を
取
得
で
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら

動
画
を
投
稿
し
多
く
の
方
に
見
て
欲
し

い
」と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
局
で
は
、今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、沖
縄
総
合
事

務
局
農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
食
育
担

当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲スマートフォンの
　画面を投影し
　YouTubeの操作方法を
　説明する様子

▲スマートフォンを
操作している様子

窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

おきなわ花と食のフェスティバル
２０２３が開催されました

　「お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」は
、「
地
産
地
消
」を
テ
ー
マ
と
し
、県

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
県
内
最
大
規
模
の
農
林
水
産
関
連
イ
ベン
ト
で
す
。今
年
は
令
和
５
年
１

月
２１
日
、２２
日
に
奥
武
山
総
合
運
動
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
や
品
評
会
、新
鮮
な
県
産
野
菜
の
販
売
な
ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ

れ
、両
日
で
約
９
・５
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。県
産
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品

を
多
く
の
方
に
知
って
、味
わ
って
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や

技
術
の
近
代
化
等
で
功
績
が

あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団
体

を
選
定
す
る「
沖
縄
県
農
林

漁
業
賞
」の
表
彰
式
と
、農
林

水
産
業
と
関
わ
り
を
も
ち
、

地
域
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
認
定
す
る「
沖

縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」の
認
定

式
が
行
わ
れ
、当
局
か
ら
は
田

中
局
長
が
出
席
し
、祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

○「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」表
彰
式
、「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
交
付
式

　花
き
品
評
会
、フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、野
菜
品
評

会
、果
樹
品
評
会
、野
菜
・
花

き
産
地
活
動
、園
芸
拠
点
産

地
の
計
６
つ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
花
き
品

評
会
・
野
菜
品
評
会
で
は
、高
い

栽
培
技
術
を
持
つ
生
産
者
に

対
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。当
局
か
ら
は
、

福
島
農
林
水
産
部
長
が
出
席

し
、祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

○
各
種
品
評
会
等
表
彰
式

○
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
受
賞
者

部
門

受
賞
者

市
町
村

主
な
品
目

農
産 

長
浜 

栄
包 

石
垣
市 
水
稲
、さ
と
う
き
び

園
芸 

兼
島
弘
実・兼
島
寿
乃 

宮
古
島
市 

マ
ン
ゴ
ー
、さ
と
う
き
び

 

玉
城 

義
満 

名
護
市 

花
き（
輪
ギ
ク
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）

 

真
栄
田 

昇 

今
帰
仁
村 

花
き（
小
ギ
ク
、輪
ギ
ク
、ド
ラ
セ
ナ
）

 

島
尻 

秀
樹 

宮
古
島
市 

さ
や
い
ん
げ
ん
、さ
と
う
き
び

畜
産 

上
地 

豪
一  

宮
古
島
市 

肉
用
牛
繁
殖

土
地
改
良 

伊
平
屋
村
土
地
改
良
区 

伊
平
屋
村 

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
と
管
理

林
業 

有
限
会
社 

仲
井
間
林
業 

大
宜
味
村 

木
材
、木
炭

漁
業 

伊
良
波 

淳
世 

宮
古
島
市 

パ
ヤ
オ
漁
業（
ひ
き
縄
漁
業
）、一
本
釣
漁
業

○「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
団
体

部
門
受
賞
者

市
町
村

認
定
名

集
落 

南
風
原
町 

喜
屋
武
自
治
会 

守
り
繋
ぐ
結
い
の
文
化
が
活
力
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

○
各
種
品
評
会
等
受
賞
者（
一
部
ご
紹
介
）

花
き 

農
林
水
産
大
臣
賞 

蔵
下 

良
彦 

大
ギ
ク

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

山
内 

慶
子 

ド
ラ
セ
ナ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

島
袋 

幸
光 

ス
ト
レ
リ
チ
ア

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

金
城 

清
香 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門

野
菜 

農
林
水
産
大
臣
賞 

李 

淑
玲 

大
型
ピ
ー
マ
ン

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

長
嶺 

直 

ト
マ
ト

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

當
間 

博
之 

き
ゅ
う
り

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

赤
嶺 

敏
夫 

ミ
ニ
ト
マ
ト

果
樹 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

金
城 

昭
男 

タ
ン
カ
ン

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

照
屋 

和
江 

ア
テ
モ
ヤ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

照
屋 

正
和 

フ
ル
ー
ツ
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

部
門

賞

受
賞
者
名

品
目
名
等

「沖縄県農林漁業賞」表彰式「沖縄県農林漁業賞」表彰式

「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式

賞状授与の様子賞状授与の様子

野菜などが所狭しと並ぶ会場野菜などが所狭しと並ぶ会場
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お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課
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農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.4
第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」

沖
縄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　令
和
４
年
１２
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、

第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」沖
縄

（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）が
、那
覇
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
支
援
技
術
展
は
、沖
縄
県
の
農
水

産
業
、６
次
産
業
化（
農
業
を
１
次
産
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、加
工
な
ど
の
２

次
産
業
、サ
ー
ビ
ス
や
販
売
な
ど
の
３
次

産
業
ま
で
含
め
、１
次
か
ら
３
次
ま
で
一

体
化
し
た
産
業
と
し
て
そ
の
可
能
性
を

広
げ
る
も
の
）の
支
援
を
目
的
に
、農
水

産
業
・
食
品
加
工
・
流
通
産
業
及
び
６
次

産
業
化
を
支
援
す
る
最
新
の
技
術（
機

器
、装
置
等
）の
紹
介
と
共
に
、有
識
者
等

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
は
、福
島
農
林

水
産
部
長
が「
我
が
国
の
農
林
水
産
業
と

沖
縄
の
農
林
水
産
業
の
将
来
と
は
」と
題

し
、基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
に
関
す
る

国
の
支
援
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、展

示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
の
取
組

事
例
や
国
の
支
援
策
、農
林
水
産
省
が
策

定
し
た「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　併
せ
て
、前
回
に
引
き
続
き
、県
内
農

業
者
・
漁
業
者
の
新
た
な
販
路
開
拓
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、商
品
相
談
・
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
外
バ
イ
ヤ
ー
７

社
、県
内
事
業
者
１０
社
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

県
内
事
業
者
か
ら「
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
か
ら

の
話
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
引
き
続

き
県
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
を
進
め
て
い

る
」「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」等
の
嬉
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、商
談
成
立

の
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
新
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
に
繋
が
り
、県
産
農
水
産
物
の

利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。▲福島部長による基調講演

▲商品開発相談・販路開拓商談会の様子
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.5
デ
ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
動
画
作
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
３
年
に
国
の「
食
育
推
進
会
議
」

が
決
定
し
た「
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計

画
」で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
が
求
め
ら
れ
る
中
で
も
、よ
り
多

く
の
方
々
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
新
た
な
日
常
」や
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進
が
重
点
事

項
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、食

育
関
係
者
や
食
育
に
関
心
が
あ
る
方
を

対
象
に
、農
林
水
産
省
が
作
成
し
た「
デ

ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
た

動
画
作
成
講
習
会
を
令
和
４
年
１２
月
９
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　本
講
習
会
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、農
業
者

や
飲
食
事
業
者
、自
治
体
の
食
育
担
当
者

等
が
参
加
し
、S
N
S
を
活
用
し
た
食
育

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。講
習

会
で
は
、食
育
の
情
報
を
動
画
で
発
信
で

き
る
よ
う
に
、サ
ン
プ
ル
動
画
を
実
際
に

撮
影
し
、そ
の
動
画
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
方
法
に
つ
い
て
講
師
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
表
示
し
な
が
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
参
加
者
か
ら

は
、「
講
師
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
を
確

認
し
や
す
か
っ
た
の
で
、初
心
者
で
も
分
か

り
や
す
か
っ
た
」、「
Y
o
u
T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
を
取
得
で
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら

動
画
を
投
稿
し
多
く
の
方
に
見
て
欲
し

い
」と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
局
で
は
、今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、沖
縄
総
合
事

務
局
農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
食
育
担

当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲スマートフォンの
　画面を投影し
　YouTubeの操作方法を
　説明する様子

▲スマートフォンを
操作している様子

窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

おきなわ花と食のフェスティバル
２０２３が開催されました

　「お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」は
、「
地
産
地
消
」を
テ
ー
マ
と
し
、県

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
県
内
最
大
規
模
の
農
林
水
産
関
連
イ
ベン
ト
で
す
。今
年
は
令
和
５
年
１

月
２１
日
、２２
日
に
奥
武
山
総
合
運
動
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
や
品
評
会
、新
鮮
な
県
産
野
菜
の
販
売
な
ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ

れ
、両
日
で
約
９
・５
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。県
産
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品

を
多
く
の
方
に
知
って
、味
わ
って
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や

技
術
の
近
代
化
等
で
功
績
が

あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団
体

を
選
定
す
る「
沖
縄
県
農
林

漁
業
賞
」の
表
彰
式
と
、農
林

水
産
業
と
関
わ
り
を
も
ち
、

地
域
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
認
定
す
る「
沖

縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」の
認
定

式
が
行
わ
れ
、当
局
か
ら
は
田

中
局
長
が
出
席
し
、祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

○「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」表
彰
式
、「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
交
付
式

　花
き
品
評
会
、フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、野
菜
品
評

会
、果
樹
品
評
会
、野
菜
・
花

き
産
地
活
動
、園
芸
拠
点
産

地
の
計
６
つ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
花
き
品

評
会
・
野
菜
品
評
会
で
は
、高
い

栽
培
技
術
を
持
つ
生
産
者
に

対
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。当
局
か
ら
は
、

福
島
農
林
水
産
部
長
が
出
席

し
、祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

○
各
種
品
評
会
等
表
彰
式

○
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
受
賞
者

部
門

受
賞
者

市
町
村

主
な
品
目

農
産 

長
浜 

栄
包 

石
垣
市 

水
稲
、さ
と
う
き
び

園
芸 

兼
島
弘
実・兼
島
寿
乃 

宮
古
島
市 

マ
ン
ゴ
ー
、さ
と
う
き
び

 

玉
城 

義
満 

名
護
市 

花
き（
輪
ギ
ク
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）

 

真
栄
田 

昇 

今
帰
仁
村 

花
き（
小
ギ
ク
、輪
ギ
ク
、ド
ラ
セ
ナ
）

 

島
尻 

秀
樹 

宮
古
島
市 

さ
や
い
ん
げ
ん
、さ
と
う
き
び

畜
産 

上
地 

豪
一  

宮
古
島
市 

肉
用
牛
繁
殖

土
地
改
良 

伊
平
屋
村
土
地
改
良
区 

伊
平
屋
村 

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
と
管
理

林
業 

有
限
会
社 

仲
井
間
林
業 

大
宜
味
村 

木
材
、木
炭

漁
業 

伊
良
波 

淳
世 

宮
古
島
市 

パ
ヤ
オ
漁
業（
ひ
き
縄
漁
業
）、一
本
釣
漁
業

○「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
団
体

部
門
受
賞
者

市
町
村

認
定
名

集
落 

南
風
原
町 

喜
屋
武
自
治
会 

守
り
繋
ぐ
結
い
の
文
化
が
活
力
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

○
各
種
品
評
会
等
受
賞
者（
一
部
ご
紹
介
）

花
き 

農
林
水
産
大
臣
賞 

蔵
下 

良
彦 

大
ギ
ク

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

山
内 

慶
子 

ド
ラ
セ
ナ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

島
袋 

幸
光 

ス
ト
レ
リ
チ
ア

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

金
城 

清
香 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門

野
菜 

農
林
水
産
大
臣
賞 

李 

淑
玲 

大
型
ピ
ー
マ
ン

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

長
嶺 

直 

ト
マ
ト

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

當
間 

博
之 

き
ゅ
う
り

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

赤
嶺 

敏
夫 

ミ
ニ
ト
マ
ト

果
樹 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

金
城 

昭
男 

タ
ン
カ
ン

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

照
屋 

和
江 

ア
テ
モ
ヤ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

照
屋 

正
和 

フ
ル
ー
ツ
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

部
門

賞

受
賞
者
名

品
目
名
等

「沖縄県農林漁業賞」表彰式「沖縄県農林漁業賞」表彰式

「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式

賞状授与の様子賞状授与の様子

野菜などが所狭しと並ぶ会場野菜などが所狭しと並ぶ会場

1213

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
6
7
3

農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.4
第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」

沖
縄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　令
和
４
年
１２
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、

第
７
回「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」沖
縄

（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）が
、那
覇
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
支
援
技
術
展
は
、沖
縄
県
の
農
水

産
業
、６
次
産
業
化（
農
業
を
１
次
産
業

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、加
工
な
ど
の
２

次
産
業
、サ
ー
ビ
ス
や
販
売
な
ど
の
３
次

産
業
ま
で
含
め
、１
次
か
ら
３
次
ま
で
一

体
化
し
た
産
業
と
し
て
そ
の
可
能
性
を

広
げ
る
も
の
）の
支
援
を
目
的
に
、農
水

産
業
・
食
品
加
工
・
流
通
産
業
及
び
６
次

産
業
化
を
支
援
す
る
最
新
の
技
術（
機

器
、装
置
等
）の
紹
介
と
共
に
、有
識
者
等

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
は
、福
島
農
林

水
産
部
長
が「
我
が
国
の
農
林
水
産
業
と

沖
縄
の
農
林
水
産
業
の
将
来
と
は
」と
題

し
、基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
に
関
す
る

国
の
支
援
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、展

示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、６
次
産
業
化
の
取
組

事
例
や
国
の
支
援
策
、農
林
水
産
省
が
策

定
し
た「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　併
せ
て
、前
回
に
引
き
続
き
、県
内
農

業
者
・
漁
業
者
の
新
た
な
販
路
開
拓
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、商
品
相
談
・
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
外
バ
イ
ヤ
ー
７

社
、県
内
事
業
者
１０
社
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

県
内
事
業
者
か
ら「
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
か
ら

の
話
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
引
き
続

き
県
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
を
進
め
て
い

る
」「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」等
の
嬉
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
、商
談
成
立

の
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
新
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
に
繋
が
り
、県
産
農
水
産
物
の

利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。▲福島部長による基調講演

▲商品開発相談・販路開拓商談会の様子
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.5
デ
ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
動
画
作
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　令
和
３
年
に
国
の「
食
育
推
進
会
議
」

が
決
定
し
た「
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計

画
」で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
が
求
め
ら
れ
る
中
で
も
、よ
り
多

く
の
方
々
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
新
た
な
日
常
」や
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進
が
重
点
事

項
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、食

育
関
係
者
や
食
育
に
関
心
が
あ
る
方
を

対
象
に
、農
林
水
産
省
が
作
成
し
た「
デ

ジ
タ
ル
食
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
た

動
画
作
成
講
習
会
を
令
和
４
年
１２
月
９
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　本
講
習
会
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
、農
業
者

や
飲
食
事
業
者
、自
治
体
の
食
育
担
当
者

等
が
参
加
し
、S
N
S
を
活
用
し
た
食
育

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。講
習

会
で
は
、食
育
の
情
報
を
動
画
で
発
信
で

き
る
よ
う
に
、サ
ン
プ
ル
動
画
を
実
際
に

撮
影
し
、そ
の
動
画
を
S
N
S
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
方
法
に
つ
い
て
講
師
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
表
示
し
な
が
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
参
加
者
か
ら

は
、「
講
師
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
を
確

認
し
や
す
か
っ
た
の
で
、初
心
者
で
も
分
か

り
や
す
か
っ
た
」、「
Y
o
u
T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
を
取
得
で
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら

動
画
を
投
稿
し
多
く
の
方
に
見
て
欲
し

い
」と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
局
で
は
、今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、沖
縄
総
合
事

務
局
農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
食
育
担

当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲スマートフォンの
　画面を投影し
　YouTubeの操作方法を
　説明する様子

▲スマートフォンを
操作している様子

窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

おきなわ花と食のフェスティバル
２０２３が開催されました

　「お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」は
、「
地
産
地
消
」を
テ
ー
マ
と
し
、県

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
生
産
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
県
内
最
大
規
模
の
農
林
水
産
関
連
イ
ベン
ト
で
す
。今
年
は
令
和
５
年
１

月
２１
日
、２２
日
に
奥
武
山
総
合
運
動
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
や
品
評
会
、新
鮮
な
県
産
野
菜
の
販
売
な
ど
多
く
の
催
し
物
が
行
わ

れ
、両
日
で
約
９
・５
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。県
産
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品

を
多
く
の
方
に
知
って
、味
わ
って
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　農
林
漁
業
の
経
営
改
善
や

技
術
の
近
代
化
等
で
功
績
が

あ
っ
た
農
林
漁
業
者
や
団
体

を
選
定
す
る「
沖
縄
県
農
林

漁
業
賞
」の
表
彰
式
と
、農
林

水
産
業
と
関
わ
り
を
も
ち
、

地
域
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
認
定
す
る「
沖

縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」の
認
定

式
が
行
わ
れ
、当
局
か
ら
は
田

中
局
長
が
出
席
し
、祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

○「
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
」表
彰
式
、「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
交
付
式

　花
き
品
評
会
、フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、野
菜
品
評

会
、果
樹
品
評
会
、野
菜
・
花

き
産
地
活
動
、園
芸
拠
点
産

地
の
計
６
つ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
花
き
品

評
会
・
野
菜
品
評
会
で
は
、高
い

栽
培
技
術
を
持
つ
生
産
者
に

対
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。当
局
か
ら
は
、

福
島
農
林
水
産
部
長
が
出
席

し
、祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

○
各
種
品
評
会
等
表
彰
式

○
沖
縄
県
農
林
漁
業
賞
受
賞
者

部
門

受
賞
者

市
町
村

主
な
品
目

農
産 

長
浜 

栄
包 

石
垣
市 

水
稲
、さ
と
う
き
び

園
芸 

兼
島
弘
実・兼
島
寿
乃 

宮
古
島
市 

マ
ン
ゴ
ー
、さ
と
う
き
び

 

玉
城 

義
満 

名
護
市 

花
き（
輪
ギ
ク
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）

 

真
栄
田 

昇 

今
帰
仁
村 

花
き（
小
ギ
ク
、輪
ギ
ク
、ド
ラ
セ
ナ
）

 

島
尻 

秀
樹 

宮
古
島
市 

さ
や
い
ん
げ
ん
、さ
と
う
き
び

畜
産 

上
地 

豪
一  

宮
古
島
市 

肉
用
牛
繁
殖

土
地
改
良 

伊
平
屋
村
土
地
改
良
区 

伊
平
屋
村 

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
と
管
理

林
業 

有
限
会
社 

仲
井
間
林
業 

大
宜
味
村 

木
材
、木
炭

漁
業 

伊
良
波 

淳
世 

宮
古
島
市 

パ
ヤ
オ
漁
業（
ひ
き
縄
漁
業
）、一
本
釣
漁
業

○「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」認
定
団
体

部
門
受
賞
者

市
町
村

認
定
名

集
落 

南
風
原
町 

喜
屋
武
自
治
会 

守
り
繋
ぐ
結
い
の
文
化
が
活
力
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

○
各
種
品
評
会
等
受
賞
者（
一
部
ご
紹
介
）

花
き 

農
林
水
産
大
臣
賞 

蔵
下 

良
彦 

大
ギ
ク

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

山
内 

慶
子 

ド
ラ
セ
ナ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

島
袋 

幸
光 

ス
ト
レ
リ
チ
ア

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

金
城 

清
香 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
部
門

野
菜 

農
林
水
産
大
臣
賞 

李 

淑
玲 

大
型
ピ
ー
マ
ン

 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

長
嶺 

直 

ト
マ
ト

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

當
間 

博
之 

き
ゅ
う
り

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

赤
嶺 

敏
夫 

ミ
ニ
ト
マ
ト

果
樹 

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞 

金
城 

昭
男 

タ
ン
カ
ン

 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞 

照
屋 

和
江 

ア
テ
モ
ヤ

 

沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
賞 

照
屋 

正
和 

フ
ル
ー
ツ
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

部
門

賞

受
賞
者
名

品
目
名
等

「沖縄県農林漁業賞」表彰式「沖縄県農林漁業賞」表彰式

「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式「沖縄、ふるさと百選」認定証交付式

賞状授与の様子賞状授与の様子

野菜などが所狭しと並ぶ会場野菜などが所狭しと並ぶ会場
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農林水産部経済産業部

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部 

地
域
経
済
課

☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
7
3
0 ▲地域食材を活用した加工品 ▲選定証授与式の様子

▲シルクを加工したスキンケア商品

▲就労支援事業所の利用者に
よる繭の選別作業

▲岸田内閣総理大臣から仲宗根代表取締役への楯の授与

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8
第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

受
賞
者
に
つ
い
て

　令
和
５
年
１
月
２３
日（
月
）、阿
波
根
昌
樹
氏（
所
属
：
株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名

が
沖
縄
県
か
ら
１７
年
ぶ
り
に「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
氏
ら
が
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
H
P
C
）は
、厚
さ

２０
〜
４０
㎜
の
超
薄
肉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
、高
い
耐
久
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
塩
害
を
受
け
な
い
と
い
う
全
く
新

し
い
技
術
で
あ
る
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲受賞者及び西村経済産業大臣（真ん中）の記念写真

▲沖縄総合事務局での受賞報告会の様子

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、今
後
を
担

う
若
年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る

各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。本
賞
は
、経
済
産
業

省
、国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
、文
部
科
学
省
が

連
携
し
、平
成
17
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
、今
回
で

9
回
目
を
迎
え
ま
す
。阿
波
根 

昌
樹
氏（
所
属
：
株

式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名
は
経
済
産
業
大
臣

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】

　ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）の
物
性
に
よ
り
、自
由
度
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
と
な
り
、従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高
い

デ
ザ
イ
ン
性
と
耐
久
性
を
両
立
さ
せ
、沖
縄
の
厳
し

い
自
然
環
境『
塩
害
・
台
風
・
地
震
』の
課
題
解
決
か

ら
生
ま
れ
た
H
P
C
は
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す

る
た
め
塩
害
を
受
け
ず
、地
場
産
業
の
代
表
格
で
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
可
能
性

を
広
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〜
沖
縄
県
か
ら
17
年
ぶ
り
の
経
済
産
業
大
臣
賞
〜

【
案
件
名
】

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）技
術
の
開
発

【
受
賞
者
・
所
属
企
業
】

阿
波
根 

昌
樹

細

矢

 

仁

西
薗 

博
美

多
田 

修
二

宮
野 

伸
介

株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
一
級
建
築
士
事
務
所 

細
矢
仁
建
築
設
計
事
務
所

有
限
会
社
西
薗
博
美
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
多
田
脩
二
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
技
建

1
．沖
縄
の
受
賞
案
件 

【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

2
．第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

選
定
事
例
の
紹
介

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

農
村
振
興
課

　
　
　☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
5
2

　内
閣
官
房
及
び
農
林
水
産
省
は
、農

山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
、所
得

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な
事
例
を

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

と
し
て
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
ま

す
。第
９
回
と
な
る
今
年
度
は
、応
募
総

数
6
1
6
件
か
ら
33
団
体
及
び
４
名
が

選
定
さ
れ
、そ
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
取

組
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、県
内
か
ら「
株

式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」（
今
帰

仁
村
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　同
社
は
、地

域
の
生
物
資

源「
エ
リ
蚕
」

か
ら
生
産
す

る
シ
ル
ク
を
ス

キ
ン
ケ
ア
商

品
に
加
工
、ブ

ラ
ン
ド
化
し
て

海
外
進
出
し

て
お
り
、飼
料

生
産
に
は
荒

廃
農
地
を
活
用
す
る
ほ
か
、高
齢
者
雇
用

や
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　選
定
に
係
る
有
識
者
懇
談
会
で
は
、絹

産
業
の
非
繊
維
分
野
へ
の
進
出
に
加
え
、

世
界
を
視
野
に
日
本
の
シ
ル
ク
を
地
域
か

ら
発
信
す
る
非
常
に
優
れ
た
取
組
で
あ
る

こ
と
、消
費
者
視
点
で
の
商
品
開
発
に
よ

り
大
き
く
成
長

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

で
き
る
と
期
待

さ
れ
る
こ
と
、農

福
連
携
や
高
齢

者
の
雇
用
等
、

地
域
や
農
業
分

野
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
の
解

決
策
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
４
年
12
月
19
日（
月
）に
は
、総
理

大
臣
官
邸
に
お
い
て
選
定
証
授
与
式
及
び

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
同
社
の
仲
宗
根
代
表
取
締
役

に
は
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
楯
が

授
与
さ
れ
、総
理
等
の
出
席
者
に
対
し

て
取
組
内
容
を
紹
介
し
、交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
の
選
定
事
例
以
外
に
も

優
れ
た
取
組
が
あ
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
沖
縄
独
自
の
特
徴
あ
る

取
組
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度「
沖
縄
総
合

事
務
局『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）

の
宝
』」と
し
て
、「
南
の
島
々
か
ら
八
重

山（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」（
石
垣
市
）

を
選
定
し
、令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）に

選
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
団
体
は
、八
重
山
地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
販
売
、地
産
地
消
の

取
組
等
を
通
し
、地
域
の
食
文
化
の
伝
承

等
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。女
性
起
業
者
で

あ
る
各
隊
員
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、そ
の
経
験
を
後
継
者
育
成
や
地
域
で

の
食
育
活
動
等
に
活
か
し
て
い
ま
す
。八

重
山
地
域
の
家

庭
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
味
を

商
品
化
す
る
際

に
は
、時
代
に
合

わ
せ
て
新
し
い
味

と
な
る
よ
う
工

夫
し
、
地
域
食

材
の
新
た
な
活

用
方
法
を
見
出

し
て
い
ま
す
。

「
株
式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
！

沖
縄
版
に
は「
南
の
島
々
か
ら
八
重
山

（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」を
選
定
！
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農林水産部経済産業部

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部 

地
域
経
済
課

☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
7
3
0 ▲地域食材を活用した加工品 ▲選定証授与式の様子

▲シルクを加工したスキンケア商品

▲就労支援事業所の利用者に
よる繭の選別作業

▲岸田内閣総理大臣から仲宗根代表取締役への楯の授与

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8
第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

受
賞
者
に
つ
い
て

　令
和
５
年
１
月
２３
日（
月
）、阿
波
根
昌
樹
氏（
所
属
：
株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名

が
沖
縄
県
か
ら
１７
年
ぶ
り
に「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
氏
ら
が
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
H
P
C
）は
、厚
さ

２０
〜
４０
㎜
の
超
薄
肉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
、高
い
耐
久
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
塩
害
を
受
け
な
い
と
い
う
全
く
新

し
い
技
術
で
あ
る
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲受賞者及び西村経済産業大臣（真ん中）の記念写真

▲沖縄総合事務局での受賞報告会の様子

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、今
後
を
担

う
若
年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る

各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。本
賞
は
、経
済
産
業

省
、国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
、文
部
科
学
省
が

連
携
し
、平
成
17
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
、今
回
で

9
回
目
を
迎
え
ま
す
。阿
波
根 

昌
樹
氏（
所
属
：
株

式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名
は
経
済
産
業
大
臣

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】

　ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）の
物
性
に
よ
り
、自
由
度
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
と
な
り
、従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高
い

デ
ザ
イ
ン
性
と
耐
久
性
を
両
立
さ
せ
、沖
縄
の
厳
し

い
自
然
環
境『
塩
害
・
台
風
・
地
震
』の
課
題
解
決
か

ら
生
ま
れ
た
H
P
C
は
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す

る
た
め
塩
害
を
受
け
ず
、地
場
産
業
の
代
表
格
で
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
可
能
性

を
広
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〜
沖
縄
県
か
ら
17
年
ぶ
り
の
経
済
産
業
大
臣
賞
〜

【
案
件
名
】

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）技
術
の
開
発

【
受
賞
者
・
所
属
企
業
】

阿
波
根 

昌
樹

細

矢

 

仁

西
薗 

博
美

多
田 

修
二

宮
野 

伸
介

株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
一
級
建
築
士
事
務
所 

細
矢
仁
建
築
設
計
事
務
所

有
限
会
社
西
薗
博
美
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
多
田
脩
二
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
技
建

1
．沖
縄
の
受
賞
案
件 

【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

2
．第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

選
定
事
例
の
紹
介

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

農
村
振
興
課

　
　
　☎
０
９
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‒
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‒
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2

　内
閣
官
房
及
び
農
林
水
産
省
は
、農

山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
、所
得

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な
事
例
を

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

と
し
て
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
ま

す
。第
９
回
と
な
る
今
年
度
は
、応
募
総

数
6
1
6
件
か
ら
33
団
体
及
び
４
名
が

選
定
さ
れ
、そ
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
取

組
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、県
内
か
ら「
株

式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」（
今
帰

仁
村
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　同
社
は
、地

域
の
生
物
資

源「
エ
リ
蚕
」

か
ら
生
産
す

る
シ
ル
ク
を
ス

キ
ン
ケ
ア
商

品
に
加
工
、ブ

ラ
ン
ド
化
し
て

海
外
進
出
し

て
お
り
、飼
料

生
産
に
は
荒

廃
農
地
を
活
用
す
る
ほ
か
、高
齢
者
雇
用

や
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　選
定
に
係
る
有
識
者
懇
談
会
で
は
、絹

産
業
の
非
繊
維
分
野
へ
の
進
出
に
加
え
、

世
界
を
視
野
に
日
本
の
シ
ル
ク
を
地
域
か

ら
発
信
す
る
非
常
に
優
れ
た
取
組
で
あ
る

こ
と
、消
費
者
視
点
で
の
商
品
開
発
に
よ

り
大
き
く
成
長

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

で
き
る
と
期
待

さ
れ
る
こ
と
、農

福
連
携
や
高
齢

者
の
雇
用
等
、

地
域
や
農
業
分

野
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
の
解

決
策
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
４
年
12
月
19
日（
月
）に
は
、総
理

大
臣
官
邸
に
お
い
て
選
定
証
授
与
式
及
び

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
同
社
の
仲
宗
根
代
表
取
締
役

に
は
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
楯
が

授
与
さ
れ
、総
理
等
の
出
席
者
に
対
し

て
取
組
内
容
を
紹
介
し
、交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
の
選
定
事
例
以
外
に
も

優
れ
た
取
組
が
あ
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
沖
縄
独
自
の
特
徴
あ
る

取
組
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度「
沖
縄
総
合

事
務
局『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）

の
宝
』」と
し
て
、「
南
の
島
々
か
ら
八
重

山（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」（
石
垣
市
）

を
選
定
し
、令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）に

選
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
団
体
は
、八
重
山
地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
販
売
、地
産
地
消
の

取
組
等
を
通
し
、地
域
の
食
文
化
の
伝
承

等
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。女
性
起
業
者
で

あ
る
各
隊
員
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、そ
の
経
験
を
後
継
者
育
成
や
地
域
で

の
食
育
活
動
等
に
活
か
し
て
い
ま
す
。八

重
山
地
域
の
家

庭
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
味
を

商
品
化
す
る
際

に
は
、時
代
に
合

わ
せ
て
新
し
い
味

と
な
る
よ
う
工

夫
し
、
地
域
食

材
の
新
た
な
活

用
方
法
を
見
出

し
て
い
ま
す
。

「
株
式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
！

沖
縄
版
に
は「
南
の
島
々
か
ら
八
重
山

（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」を
選
定
！
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農林水産部経済産業部

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部 

地
域
経
済
課

☎
０
９
８

‒

8
6
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‒

1
7
3
0 ▲地域食材を活用した加工品 ▲選定証授与式の様子

▲シルクを加工したスキンケア商品

▲就労支援事業所の利用者に
よる繭の選別作業

▲岸田内閣総理大臣から仲宗根代表取締役への楯の授与

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8
第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

受
賞
者
に
つ
い
て

　令
和
５
年
１
月
２３
日（
月
）、阿
波
根
昌
樹
氏（
所
属
：
株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名

が
沖
縄
県
か
ら
１７
年
ぶ
り
に「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
氏
ら
が
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
H
P
C
）は
、厚
さ

２０
〜
４０
㎜
の
超
薄
肉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
、高
い
耐
久
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
塩
害
を
受
け
な
い
と
い
う
全
く
新

し
い
技
術
で
あ
る
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲受賞者及び西村経済産業大臣（真ん中）の記念写真

▲沖縄総合事務局での受賞報告会の様子

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、今
後
を
担

う
若
年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る

各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。本
賞
は
、経
済
産
業

省
、国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
、文
部
科
学
省
が

連
携
し
、平
成
17
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
、今
回
で

9
回
目
を
迎
え
ま
す
。阿
波
根 

昌
樹
氏（
所
属
：
株

式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名
は
経
済
産
業
大
臣

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】

　ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）の
物
性
に
よ
り
、自
由
度
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
と
な
り
、従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高
い

デ
ザ
イ
ン
性
と
耐
久
性
を
両
立
さ
せ
、沖
縄
の
厳
し

い
自
然
環
境『
塩
害
・
台
風
・
地
震
』の
課
題
解
決
か

ら
生
ま
れ
た
H
P
C
は
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す

る
た
め
塩
害
を
受
け
ず
、地
場
産
業
の
代
表
格
で
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
可
能
性

を
広
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〜
沖
縄
県
か
ら
17
年
ぶ
り
の
経
済
産
業
大
臣
賞
〜

【
案
件
名
】

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）技
術
の
開
発

【
受
賞
者
・
所
属
企
業
】

阿
波
根 

昌
樹

細

矢

 

仁

西
薗 

博
美

多
田 

修
二

宮
野 

伸
介

株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
一
級
建
築
士
事
務
所 

細
矢
仁
建
築
設
計
事
務
所

有
限
会
社
西
薗
博
美
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
多
田
脩
二
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
技
建

1
．沖
縄
の
受
賞
案
件 

【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

2
．第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

選
定
事
例
の
紹
介

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

農
村
振
興
課

　
　
　☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
5
2

　内
閣
官
房
及
び
農
林
水
産
省
は
、農

山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
、所
得

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な
事
例
を

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

と
し
て
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
ま

す
。第
９
回
と
な
る
今
年
度
は
、応
募
総

数
6
1
6
件
か
ら
33
団
体
及
び
４
名
が

選
定
さ
れ
、そ
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
取

組
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、県
内
か
ら「
株

式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」（
今
帰

仁
村
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　同
社
は
、地

域
の
生
物
資

源「
エ
リ
蚕
」

か
ら
生
産
す

る
シ
ル
ク
を
ス

キ
ン
ケ
ア
商

品
に
加
工
、ブ

ラ
ン
ド
化
し
て

海
外
進
出
し

て
お
り
、飼
料

生
産
に
は
荒

廃
農
地
を
活
用
す
る
ほ
か
、高
齢
者
雇
用

や
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　選
定
に
係
る
有
識
者
懇
談
会
で
は
、絹

産
業
の
非
繊
維
分
野
へ
の
進
出
に
加
え
、

世
界
を
視
野
に
日
本
の
シ
ル
ク
を
地
域
か

ら
発
信
す
る
非
常
に
優
れ
た
取
組
で
あ
る

こ
と
、消
費
者
視
点
で
の
商
品
開
発
に
よ

り
大
き
く
成
長

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

で
き
る
と
期
待

さ
れ
る
こ
と
、農

福
連
携
や
高
齢

者
の
雇
用
等
、

地
域
や
農
業
分

野
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
の
解

決
策
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
４
年
12
月
19
日（
月
）に
は
、総
理

大
臣
官
邸
に
お
い
て
選
定
証
授
与
式
及
び

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
同
社
の
仲
宗
根
代
表
取
締
役

に
は
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
楯
が

授
与
さ
れ
、総
理
等
の
出
席
者
に
対
し

て
取
組
内
容
を
紹
介
し
、交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
の
選
定
事
例
以
外
に
も

優
れ
た
取
組
が
あ
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
沖
縄
独
自
の
特
徴
あ
る

取
組
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度「
沖
縄
総
合

事
務
局『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）

の
宝
』」と
し
て
、「
南
の
島
々
か
ら
八
重

山（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」（
石
垣
市
）

を
選
定
し
、令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）に

選
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
団
体
は
、八
重
山
地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
販
売
、地
産
地
消
の

取
組
等
を
通
し
、地
域
の
食
文
化
の
伝
承

等
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。女
性
起
業
者
で

あ
る
各
隊
員
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、そ
の
経
験
を
後
継
者
育
成
や
地
域
で

の
食
育
活
動
等
に
活
か
し
て
い
ま
す
。八

重
山
地
域
の
家

庭
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
味
を

商
品
化
す
る
際

に
は
、時
代
に
合

わ
せ
て
新
し
い
味

と
な
る
よ
う
工

夫
し
、
地
域
食

材
の
新
た
な
活

用
方
法
を
見
出

し
て
い
ま
す
。

「
株
式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
！

沖
縄
版
に
は「
南
の
島
々
か
ら
八
重
山

（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」を
選
定
！
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農林水産部経済産業部

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部 

地
域
経
済
課

☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
7
3
0 ▲地域食材を活用した加工品 ▲選定証授与式の様子

▲シルクを加工したスキンケア商品

▲就労支援事業所の利用者に
よる繭の選別作業

▲岸田内閣総理大臣から仲宗根代表取締役への楯の授与

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8
第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

受
賞
者
に
つ
い
て

　令
和
５
年
１
月
２３
日（
月
）、阿
波
根
昌
樹
氏（
所
属
：
株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名

が
沖
縄
県
か
ら
１７
年
ぶ
り
に「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
氏
ら
が
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
H
P
C
）は
、厚
さ

２０
〜
４０
㎜
の
超
薄
肉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
、高
い
耐
久
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
塩
害
を
受
け
な
い
と
い
う
全
く
新

し
い
技
術
で
あ
る
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲受賞者及び西村経済産業大臣（真ん中）の記念写真

▲沖縄総合事務局での受賞報告会の様子

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、今
後
を
担

う
若
年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る

各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。本
賞
は
、経
済
産
業

省
、国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
、文
部
科
学
省
が

連
携
し
、平
成
17
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
、今
回
で

9
回
目
を
迎
え
ま
す
。阿
波
根 

昌
樹
氏（
所
属
：
株

式
会
社
H
P
C
沖
縄
）ら
５
名
は
経
済
産
業
大
臣

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】

　ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）の
物
性
に
よ
り
、自
由
度
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
と
な
り
、従
来
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高
い

デ
ザ
イ
ン
性
と
耐
久
性
を
両
立
さ
せ
、沖
縄
の
厳
し

い
自
然
環
境『
塩
害
・
台
風
・
地
震
』の
課
題
解
決
か

ら
生
ま
れ
た
H
P
C
は
、錆
び
な
い
材
料
を
使
用
す

る
た
め
塩
害
を
受
け
ず
、地
場
産
業
の
代
表
格
で
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
可
能
性

を
広
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〜
沖
縄
県
か
ら
17
年
ぶ
り
の
経
済
産
業
大
臣
賞
〜

【
案
件
名
】

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
H
P
C
）技
術
の
開
発

【
受
賞
者
・
所
属
企
業
】

阿
波
根 

昌
樹

細

矢

 

仁

西
薗 

博
美

多
田 

修
二

宮
野 

伸
介

株
式
会
社
H
P
C
沖
縄
一
級
建
築
士
事
務
所 

細
矢
仁
建
築
設
計
事
務
所

有
限
会
社
西
薗
博
美
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
多
田
脩
二
構
造
設
計
事
務
所

株
式
会
社
技
建

1
．沖
縄
の
受
賞
案
件 

【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

2
．第
９
回「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

選
定
事
例
の
紹
介

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

農
村
振
興
課

　
　
　☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
5
2

　内
閣
官
房
及
び
農
林
水
産
省
は
、農

山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
、所
得

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な
事
例
を

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

と
し
て
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
ま

す
。第
９
回
と
な
る
今
年
度
は
、応
募
総

数
6
1
6
件
か
ら
33
団
体
及
び
４
名
が

選
定
さ
れ
、そ
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
取

組
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、県
内
か
ら「
株

式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」（
今
帰

仁
村
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　同
社
は
、地

域
の
生
物
資

源「
エ
リ
蚕
」

か
ら
生
産
す

る
シ
ル
ク
を
ス

キ
ン
ケ
ア
商

品
に
加
工
、ブ

ラ
ン
ド
化
し
て

海
外
進
出
し

て
お
り
、飼
料

生
産
に
は
荒

廃
農
地
を
活
用
す
る
ほ
か
、高
齢
者
雇
用

や
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　選
定
に
係
る
有
識
者
懇
談
会
で
は
、絹

産
業
の
非
繊
維
分
野
へ
の
進
出
に
加
え
、

世
界
を
視
野
に
日
本
の
シ
ル
ク
を
地
域
か

ら
発
信
す
る
非
常
に
優
れ
た
取
組
で
あ
る

こ
と
、消
費
者
視
点
で
の
商
品
開
発
に
よ

り
大
き
く
成
長

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

で
き
る
と
期
待

さ
れ
る
こ
と
、農

福
連
携
や
高
齢

者
の
雇
用
等
、

地
域
や
農
業
分

野
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
の
解

決
策
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
４
年
12
月
19
日（
月
）に
は
、総
理

大
臣
官
邸
に
お
い
て
選
定
証
授
与
式
及
び

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
同
社
の
仲
宗
根
代
表
取
締
役

に
は
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
楯
が

授
与
さ
れ
、総
理
等
の
出
席
者
に
対
し

て
取
組
内
容
を
紹
介
し
、交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
の
選
定
事
例
以
外
に
も

優
れ
た
取
組
が
あ
る
こ
と
か
ら
、沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
沖
縄
独
自
の
特
徴
あ
る

取
組
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度「
沖
縄
総
合

事
務
局『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）

の
宝
』」と
し
て
、「
南
の
島
々
か
ら
八
重

山（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」（
石
垣
市
）

を
選
定
し
、令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）に

選
定
証
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　同
団
体
は
、八
重
山
地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
販
売
、地
産
地
消
の

取
組
等
を
通
し
、地
域
の
食
文
化
の
伝
承

等
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。女
性
起
業
者
で

あ
る
各
隊
員
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、そ
の
経
験
を
後
継
者
育
成
や
地
域
で

の
食
育
活
動
等
に
活
か
し
て
い
ま
す
。八

重
山
地
域
の
家

庭
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
味
を

商
品
化
す
る
際

に
は
、時
代
に
合

わ
せ
て
新
し
い
味

と
な
る
よ
う
工

夫
し
、
地
域
食

材
の
新
た
な
活

用
方
法
を
見
出

し
て
い
ま
す
。

「
株
式
会
社
沖
縄
U
K
A
M
I
養
蚕
」が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
！

沖
縄
版
に
は「
南
の
島
々
か
ら
八
重
山

（
や
い
ま
）の
味
つ
た
え
隊
」を
選
定
！
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.9

沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日（火）

報道関係者を対象に施設紹介を行いました

開発建設部総務部・運輸部

▲DXルーム

　令
和
4
年
12
月
20
日（
火
）に
沖
縄
総
合
事
務

局
2
号
館
3
階
に
て「
沖
縄
イ
ン
フ
ラ
D
X
ル
ー

ム
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　D
X
ル
ー
ム
で
は
遠
隔
臨
場
の
実
施
、V
R
・

A
R
機
器
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
D
X
体
験
が
行
え

る
ほ
か
、打
合
せ
ス
ペ
ー
ス・
W
e
b
会
議
ル
ー
ム
の

設
置
が
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
B
I
M
／
C
I
M

研
修
の
実
施
な
ど
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　開
設
に
あ
た
っ
て
は
、畠
中
次
長
に
よ
る
挨
拶
の

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課

☎
０
９
８
-８
６
６
-1
9
0
4

後
、D
X
ル
ー
ム
施
設
の
概
要
説
明
、3
D
デ
ー
タ

に
よ
る
首
里
城
復
興
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、構
造
点
検
な
ど
の
研
修
用
3
D
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
V
R
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　建
設
業
界
は
高
齢
化
、担
い
手
不
足
が
進
行
し

て
い
ま
す
。現
状
の
労
働
環
境
を
改
善
さ
せ
る
為

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、生
産
性
向
上（
施
工

現
場
の
効
率
化
、省
人
化
の
促
進
等
）を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▲3Dデータを使った首里城復興の紹介▲次長挨拶

お
問
合
せ
先

総
務
部 

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
6
6

窓窓窓
仕事の仕事の

No.10
防
犯
機
器
搭
載
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
パ
ト
）の
普
及
に
つ
い
て

　「
タ
ク
パ
ト
」と
は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
で
、運
転
手
が
事
件
・
事
故
に

遭
遇
し
た
際
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情
報

を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　走
行
中
に
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

際
に
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
位
置
情
報
を
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、県
警
へ
の
事

件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、「
タ
ク
パ
ト
」全
車
両
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
を
一
元
管
理

し
て
お
り
、県
警
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、事
件
が
発
生
し
た
現
場
付
近
を

走
行
し
た「
タ
ク
パ
ト
」の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
画
像
を
迅
速
に
提
供
し
、早
期
の
事

件
の
捜
査
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沖
縄
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の

協
力
の
も
と
、令
和
４
年
１２
月
末
時
点
で
、

県
内
タ
ク
シ
ー
の
約
７
割
が
タ
ク
パ
ト
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

　ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄

県
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、沖
縄
・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し「
青
パ
ト
」と「
タ
ク
パ
ト
」が
沖
縄

県
の
犯
罪
防
止
対
策
に
最
大
限
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲タクパトに
掲示される
ステッカー

▲システム搭載のタクパト車内

▲ワンタッチで通報可能

お
問
合
せ
先

運
輸
部 

船
舶
船
員
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
8
3
8

窓窓窓
仕事の仕事の

No.11

　令
和
４
年
１２
月
１５
日（
木
）、沖
縄
地
方

交
通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
長（
田
中 

愛
智
朗
）に

対
し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す
る

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
船

員
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の

改
正
を
決
定
し
、令
和
５
年
４
月
上
旬
に

発
効
す
る
予
定
で
す
。

　船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
又
は

地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決
定

さ
れ
ま
す
。沖
縄
管
内
適
用
分（
当
局
長

決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海
上

旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員（
船
長
や

機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、部
員（
職

員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、内
航

鋼
船
お
よ
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
５
年

２
月
１９
日（
日
）か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、局
長

等
決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等

に
お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
内
航
鋼
船
１
，０
０
０
円
、

　
　
　海
上
旅
客 

１
，０
０
０
円 
引
き
上
げ
〜

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和５年４月上旬予定】　（すべて月額）

業 種 別

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

部員

職員

部員（海上経歴３年未満）

部員
沖縄海上旅客運送業

職 種 等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

251,750円
（250,750円）

1,000円
（0.40％）

235,300円
（234,300円）

1,000円
（0.43％）

193,150円
（192,150円）

1,000円
（0.52％）

183,850円
（182,850円）

1,000円
（0.55％）

248,350円
（247,350円）

1,000円
（0.4％）

186,900円
（185,900円）

1,000円
（0.54％）

Web会議ルーム（ブース）
VR体験の様子

首里城正殿の画像

沖縄インフラDXルーム（沖縄総合事務局） 1617

窓窓窓
仕事の仕事の

No.9

沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日（火）

報道関係者を対象に施設紹介を行いました

開発建設部総務部・運輸部

▲DXルーム

　令
和
4
年
12
月
20
日（
火
）に
沖
縄
総
合
事
務

局
2
号
館
3
階
に
て「
沖
縄
イ
ン
フ
ラ
D
X
ル
ー

ム
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　D
X
ル
ー
ム
で
は
遠
隔
臨
場
の
実
施
、V
R
・

A
R
機
器
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
D
X
体
験
が
行
え

る
ほ
か
、打
合
せ
ス
ペ
ー
ス・
W
e
b
会
議
ル
ー
ム
の

設
置
が
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
B
I
M
／
C
I
M

研
修
の
実
施
な
ど
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　開
設
に
あ
た
っ
て
は
、畠
中
次
長
に
よ
る
挨
拶
の

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課

☎
０
９
８
-８
６
６
-1
9
0
4

後
、D
X
ル
ー
ム
施
設
の
概
要
説
明
、3
D
デ
ー
タ

に
よ
る
首
里
城
復
興
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、構
造
点
検
な
ど
の
研
修
用
3
D
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
V
R
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　建
設
業
界
は
高
齢
化
、担
い
手
不
足
が
進
行
し

て
い
ま
す
。現
状
の
労
働
環
境
を
改
善
さ
せ
る
為

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、生
産
性
向
上（
施
工

現
場
の
効
率
化
、省
人
化
の
促
進
等
）を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▲3Dデータを使った首里城復興の紹介▲次長挨拶

お
問
合
せ
先

総
務
部 

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
6
6

窓窓窓
仕事の仕事の

No.10
防
犯
機
器
搭
載
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
パ
ト
）の
普
及
に
つ
い
て

　「
タ
ク
パ
ト
」と
は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
で
、運
転
手
が
事
件
・
事
故
に

遭
遇
し
た
際
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情
報

を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　走
行
中
に
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

際
に
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
位
置
情
報
を
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、県
警
へ
の
事

件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、「
タ
ク
パ
ト
」全
車
両
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
を
一
元
管
理

し
て
お
り
、県
警
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、事
件
が
発
生
し
た
現
場
付
近
を

走
行
し
た「
タ
ク
パ
ト
」の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
画
像
を
迅
速
に
提
供
し
、早
期
の
事

件
の
捜
査
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沖
縄
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の

協
力
の
も
と
、令
和
４
年
１２
月
末
時
点
で
、

県
内
タ
ク
シ
ー
の
約
７
割
が
タ
ク
パ
ト
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

　ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄

県
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、沖
縄
・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し「
青
パ
ト
」と「
タ
ク
パ
ト
」が
沖
縄

県
の
犯
罪
防
止
対
策
に
最
大
限
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲タクパトに
掲示される
ステッカー

▲システム搭載のタクパト車内

▲ワンタッチで通報可能

お
問
合
せ
先

運
輸
部 

船
舶
船
員
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
8
3
8

窓窓窓
仕事の仕事の

No.11

　令
和
４
年
１２
月
１５
日（
木
）、沖
縄
地
方

交
通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
長（
田
中 

愛
智
朗
）に

対
し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す
る

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
船

員
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の

改
正
を
決
定
し
、令
和
５
年
４
月
上
旬
に

発
効
す
る
予
定
で
す
。

　船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
又
は

地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決
定

さ
れ
ま
す
。沖
縄
管
内
適
用
分（
当
局
長

決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海
上

旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員（
船
長
や

機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、部
員（
職

員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、内
航

鋼
船
お
よ
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
５
年

２
月
１９
日（
日
）か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、局
長

等
決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等

に
お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
内
航
鋼
船
１
，０
０
０
円
、

　
　
　海
上
旅
客 

１
，０
０
０
円 
引
き
上
げ
〜

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和５年４月上旬予定】　（すべて月額）

業 種 別

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

部員

職員

部員（海上経歴３年未満）

部員
沖縄海上旅客運送業

職 種 等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

251,750円
（250,750円）

1,000円
（0.40％）

235,300円
（234,300円）

1,000円
（0.43％）

193,150円
（192,150円）

1,000円
（0.52％）

183,850円
（182,850円）

1,000円
（0.55％）

248,350円
（247,350円）

1,000円
（0.4％）

186,900円
（185,900円）

1,000円
（0.54％）

Web会議ルーム（ブース）
VR体験の様子

首里城正殿の画像

沖縄インフラDXルーム（沖縄総合事務局） 1617



窓窓窓
仕事の仕事の

No.9

沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日（火）

報道関係者を対象に施設紹介を行いました

開発建設部総務部・運輸部

▲DXルーム

　令
和
4
年
12
月
20
日（
火
）に
沖
縄
総
合
事
務

局
2
号
館
3
階
に
て「
沖
縄
イ
ン
フ
ラ
D
X
ル
ー

ム
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　D
X
ル
ー
ム
で
は
遠
隔
臨
場
の
実
施
、V
R
・

A
R
機
器
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
D
X
体
験
が
行
え

る
ほ
か
、打
合
せ
ス
ペ
ー
ス・
W
e
b
会
議
ル
ー
ム
の

設
置
が
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
B
I
M
／
C
I
M

研
修
の
実
施
な
ど
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　開
設
に
あ
た
っ
て
は
、畠
中
次
長
に
よ
る
挨
拶
の

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課

☎
０
９
８
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６
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4

後
、D
X
ル
ー
ム
施
設
の
概
要
説
明
、3
D
デ
ー
タ

に
よ
る
首
里
城
復
興
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、構
造
点
検
な
ど
の
研
修
用
3
D
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
V
R
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　建
設
業
界
は
高
齢
化
、担
い
手
不
足
が
進
行
し

て
い
ま
す
。現
状
の
労
働
環
境
を
改
善
さ
せ
る
為

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、生
産
性
向
上（
施
工

現
場
の
効
率
化
、省
人
化
の
促
進
等
）を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▲3Dデータを使った首里城復興の紹介▲次長挨拶

お
問
合
せ
先

総
務
部 

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
6
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.10
防
犯
機
器
搭
載
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
パ
ト
）の
普
及
に
つ
い
て

　「
タ
ク
パ
ト
」と
は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
で
、運
転
手
が
事
件
・
事
故
に

遭
遇
し
た
際
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情
報

を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　走
行
中
に
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

際
に
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
位
置
情
報
を
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、県
警
へ
の
事

件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、「
タ
ク
パ
ト
」全
車
両
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
を
一
元
管
理

し
て
お
り
、県
警
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、事
件
が
発
生
し
た
現
場
付
近
を

走
行
し
た「
タ
ク
パ
ト
」の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
画
像
を
迅
速
に
提
供
し
、早
期
の
事

件
の
捜
査
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沖
縄
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の

協
力
の
も
と
、令
和
４
年
１２
月
末
時
点
で
、

県
内
タ
ク
シ
ー
の
約
７
割
が
タ
ク
パ
ト
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

　ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄

県
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、沖
縄
・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し「
青
パ
ト
」と「
タ
ク
パ
ト
」が
沖
縄

県
の
犯
罪
防
止
対
策
に
最
大
限
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲タクパトに
掲示される
ステッカー

▲システム搭載のタクパト車内

▲ワンタッチで通報可能

お
問
合
せ
先

運
輸
部 

船
舶
船
員
課

　
　☎
０
９
８
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６
６
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.11

　令
和
４
年
１２
月
１５
日（
木
）、沖
縄
地
方

交
通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
長（
田
中 

愛
智
朗
）に

対
し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す
る

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
船

員
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の

改
正
を
決
定
し
、令
和
５
年
４
月
上
旬
に

発
効
す
る
予
定
で
す
。

　船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
又
は

地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決
定

さ
れ
ま
す
。沖
縄
管
内
適
用
分（
当
局
長

決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海
上

旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員（
船
長
や

機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、部
員（
職

員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、内
航

鋼
船
お
よ
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
５
年

２
月
１９
日（
日
）か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、局
長

等
決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等

に
お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
内
航
鋼
船
１
，０
０
０
円
、

　
　
　海
上
旅
客 

１
，０
０
０
円 

引
き
上
げ
〜

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和５年４月上旬予定】　（すべて月額）

業 種 別

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

部員

職員

部員（海上経歴３年未満）

部員
沖縄海上旅客運送業

職 種 等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

251,750円
（250,750円）

1,000円
（0.40％）

235,300円
（234,300円）

1,000円
（0.43％）

193,150円
（192,150円）

1,000円
（0.52％）

183,850円
（182,850円）

1,000円
（0.55％）

248,350円
（247,350円）

1,000円
（0.4％）

186,900円
（185,900円）

1,000円
（0.54％）

Web会議ルーム（ブース）
VR体験の様子

首里城正殿の画像

沖縄インフラDXルーム（沖縄総合事務局） 1617
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沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日（火）

報道関係者を対象に施設紹介を行いました

開発建設部総務部・運輸部

▲DXルーム

　令
和
4
年
12
月
20
日（
火
）に
沖
縄
総
合
事
務

局
2
号
館
3
階
に
て「
沖
縄
イ
ン
フ
ラ
D
X
ル
ー

ム
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　D
X
ル
ー
ム
で
は
遠
隔
臨
場
の
実
施
、V
R
・

A
R
機
器
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
D
X
体
験
が
行
え

る
ほ
か
、打
合
せ
ス
ペ
ー
ス・
W
e
b
会
議
ル
ー
ム
の

設
置
が
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
B
I
M
／
C
I
M

研
修
の
実
施
な
ど
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　開
設
に
あ
た
っ
て
は
、畠
中
次
長
に
よ
る
挨
拶
の

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課

☎
０
９
８
-８
６
６
-1
9
0
4

後
、D
X
ル
ー
ム
施
設
の
概
要
説
明
、3
D
デ
ー
タ

に
よ
る
首
里
城
復
興
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、構
造
点
検
な
ど
の
研
修
用
3
D
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
V
R
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　建
設
業
界
は
高
齢
化
、担
い
手
不
足
が
進
行
し

て
い
ま
す
。現
状
の
労
働
環
境
を
改
善
さ
せ
る
為

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、生
産
性
向
上（
施
工

現
場
の
効
率
化
、省
人
化
の
促
進
等
）を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▲3Dデータを使った首里城復興の紹介▲次長挨拶

お
問
合
せ
先

総
務
部 

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-0
0
6
6
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防
犯
機
器
搭
載
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
パ
ト
）の
普
及
に
つ
い
て

　「
タ
ク
パ
ト
」と
は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
で
、運
転
手
が
事
件
・
事
故
に

遭
遇
し
た
際
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情
報

を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　走
行
中
に
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

際
に
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
位
置
情
報
を
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、県
警
へ
の
事

件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、「
タ
ク
パ
ト
」全
車
両
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
を
一
元
管
理

し
て
お
り
、県
警
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、事
件
が
発
生
し
た
現
場
付
近
を

走
行
し
た「
タ
ク
パ
ト
」の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
画
像
を
迅
速
に
提
供
し
、早
期
の
事

件
の
捜
査
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沖
縄
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の

協
力
の
も
と
、令
和
４
年
１２
月
末
時
点
で
、

県
内
タ
ク
シ
ー
の
約
７
割
が
タ
ク
パ
ト
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

　ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄

県
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、沖
縄
・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し「
青
パ
ト
」と「
タ
ク
パ
ト
」が
沖
縄

県
の
犯
罪
防
止
対
策
に
最
大
限
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲タクパトに
掲示される
ステッカー

▲システム搭載のタクパト車内

▲ワンタッチで通報可能

お
問
合
せ
先

運
輸
部 

船
舶
船
員
課

　
　☎
０
９
８
-８
６
６
-1
8
3
8
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　令
和
４
年
１２
月
１５
日（
木
）、沖
縄
地
方

交
通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
長（
田
中 

愛
智
朗
）に

対
し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す
る

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
船

員
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の

改
正
を
決
定
し
、令
和
５
年
４
月
上
旬
に

発
効
す
る
予
定
で
す
。

　船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
又
は

地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決
定

さ
れ
ま
す
。沖
縄
管
内
適
用
分（
当
局
長

決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海
上

旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員（
船
長
や

機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、部
員（
職

員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、内
航

鋼
船
お
よ
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
５
年

２
月
１９
日（
日
）か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、局
長

等
決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等

に
お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
内
航
鋼
船
１
，０
０
０
円
、

　
　
　海
上
旅
客 

１
，０
０
０
円 

引
き
上
げ
〜

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和５年４月上旬予定】　（すべて月額）

業 種 別

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

部員

職員

部員（海上経歴３年未満）

部員
沖縄海上旅客運送業

職 種 等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

251,750円
（250,750円）

1,000円
（0.40％）

235,300円
（234,300円）

1,000円
（0.43％）

193,150円
（192,150円）

1,000円
（0.52％）

183,850円
（182,850円）

1,000円
（0.55％）

248,350円
（247,350円）

1,000円
（0.4％）

186,900円
（185,900円）

1,000円
（0.54％）

Web会議ルーム（ブース）
VR体験の様子

首里城正殿の画像

沖縄インフラDXルーム（沖縄総合事務局） 1617



NAKAYUKUI

沖
縄
角
力

す

も

う

infomation おしらせ②infomation おしらせ①

infomation おしらせ②infomation おしらせ②

独占禁止法相談ネットワークの御利用を
お待ちしています。

　商工
会
議
所
及
び
商

工
会
で
は
、独
占
禁
止
法

及
び
下
請
法
の
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　内容
、御
希
望
に
よ
り

公
正
取
引
委
員
会
の
窓

口
を
紹
介
し
ま
す
。

◎このようなことでお困りではありませんか？

●マーケティングの内容が独占
　禁止法に違反？

●注文どおりなのに、取引先か
　ら一方的に返品された。下請
　法に違反じゃないの？

御相談は、お近くの商工会議所及び商工会または、
内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室（☎０９８‒866‒0049）までお願いします。

　　　　　インボイス制度の実施に伴い、
買手（親事業者等）と免税事業者（下請事業者等）との取引において、
どのような行為が独占禁止法・下請法上問題となるのだろう？

下請法・優越的地位の濫用規制に係る相談窓口
内閣府沖縄総合事務局 総務部 公正取引室
☎０９８‒866‒0049（直）

・買手と免税事業者との取引でどのような行為が独占禁止法などで問題となるか
インボイス制度への対応に関するQ＆AのQ７で、インボイス制度の実施に伴い、買手と免税事
業者との取引で想定される独占禁止法・下請法上問題となる行為について解説しています！
(URL)https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/invoice_qanda.html

・親事業者と下請事業者との取引でどのような行為が下請法上問題となるか
インボイス制度の実施に伴い、親事業者と下請事業者との取引で想定される下請
代金の減額、買いたたきについて、絵を用いて解説しています！
(URL) https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/invoice/invoice_jirei.pdf

・【動画】でも解説します！
上記の解説は動画でも御覧いただけます！是非御視聴ください！

※動画視聴期間：
　令和5年9月30日まで

(URL) https://www.youtube.com/watch?v=gbNRYV6Dgqg

1973年10月9日 久米島全沖縄角力大会
所蔵：沖縄県公文書館

沖縄角力はどこで行われてる？見て
みたいな

挑戦して
みようかな

1973年10月9日 久米島全沖縄角力大会
所蔵：沖縄県公文書館

　沖縄本島の祭りや公式戦など、年間約15～20回ほど大会が行われ
ています。特に久米島では、沖縄角力が盛んです。また、沖縄県からの
移住者の多い横浜市鶴見区などの県外や、ブラジルやアルゼンチンな
どの海外でも盛んに大会が開催されています。機会があれば、是非観
戦・参戦してみてはいかがですか？

沖 縄独自の伝統文化、沖縄角力

本 土の相撲とは異なる沖縄角力

沖縄の相撲は、「沖縄角力（す
もう）」と書き、方言ではシマと呼
ばれています。その歴史は、琉球
王国時代に催事の余興として力
比べが始まり、やがてそれが角
力へと発展し、15世紀には沖縄
角力は現在の形になりました。
19世紀はじめに角力好きで名高
い尚灝王の登場により、隆盛を極
めたと言われています。

本土の相撲では、力士がまわしを締めて相撲を取ります。しかし、沖
縄角力では角力着（いわゆる柔道着）をつけ、紅白の帯と鉢巻を締め
て戦います。

また、本土の相撲のよ
うな立ち合いはなく、両
手で相手の帯をつかみ、右四つに組んだ状態から審判
が背中をたたいたら始めの合図です。
勝負は５分間３本勝負で２本先取すれば勝利となり

ます。相手の背中を土俵につければ「１本」。土俵の外
に出た場合や、手が地面についた場合は「勝負なし」と
判断されるため、本土の相撲のような「押し出し」など
は存在しません。あくまでも、土俵の中で勝負をつけ
なければならないのが、沖縄角力の特徴でもあり、本
土の相撲や柔道との違いです。

力士の
みなさん
かっこいい
ですね！
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す
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独占禁止法相談ネットワークの御利用を
お待ちしています。

　商工
会
議
所
及
び
商

工
会
で
は
、独
占
禁
止
法

及
び
下
請
法
の
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　内容
、御
希
望
に
よ
り

公
正
取
引
委
員
会
の
窓

口
を
紹
介
し
ま
す
。

◎このようなことでお困りではありませんか？

●マーケティングの内容が独占
　禁止法に違反？

●注文どおりなのに、取引先か
　ら一方的に返品された。下請
　法に違反じゃないの？

御相談は、お近くの商工会議所及び商工会または、
内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室（☎０９８‒866‒0049）までお願いします。

　　　　　インボイス制度の実施に伴い、
買手（親事業者等）と免税事業者（下請事業者等）との取引において、
どのような行為が独占禁止法・下請法上問題となるのだろう？

下請法・優越的地位の濫用規制に係る相談窓口
内閣府沖縄総合事務局 総務部 公正取引室
☎０９８‒866‒0049（直）

・買手と免税事業者との取引でどのような行為が独占禁止法などで問題となるか
インボイス制度への対応に関するQ＆AのQ７で、インボイス制度の実施に伴い、買手と免税事
業者との取引で想定される独占禁止法・下請法上問題となる行為について解説しています！
(URL)https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/invoice_qanda.html

・親事業者と下請事業者との取引でどのような行為が下請法上問題となるか
インボイス制度の実施に伴い、親事業者と下請事業者との取引で想定される下請
代金の減額、買いたたきについて、絵を用いて解説しています！
(URL) https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/invoice/invoice_jirei.pdf

・【動画】でも解説します！
上記の解説は動画でも御覧いただけます！是非御視聴ください！

※動画視聴期間：
　令和5年9月30日まで

(URL) https://www.youtube.com/watch?v=gbNRYV6Dgqg

1973年10月9日 久米島全沖縄角力大会
所蔵：沖縄県公文書館

沖縄角力はどこで行われてる？見て
みたいな

挑戦して
みようかな

1973年10月9日 久米島全沖縄角力大会
所蔵：沖縄県公文書館

　沖縄本島の祭りや公式戦など、年間約15～20回ほど大会が行われ
ています。特に久米島では、沖縄角力が盛んです。また、沖縄県からの
移住者の多い横浜市鶴見区などの県外や、ブラジルやアルゼンチンな
どの海外でも盛んに大会が開催されています。機会があれば、是非観
戦・参戦してみてはいかがですか？

沖 縄独自の伝統文化、沖縄角力

本 土の相撲とは異なる沖縄角力

沖縄の相撲は、「沖縄角力（す
もう）」と書き、方言ではシマと呼
ばれています。その歴史は、琉球
王国時代に催事の余興として力
比べが始まり、やがてそれが角
力へと発展し、15世紀には沖縄
角力は現在の形になりました。
19世紀はじめに角力好きで名高
い尚灝王の登場により、隆盛を極
めたと言われています。

本土の相撲では、力士がまわしを締めて相撲を取ります。しかし、沖
縄角力では角力着（いわゆる柔道着）をつけ、紅白の帯と鉢巻を締め
て戦います。

また、本土の相撲のよ
うな立ち合いはなく、両
手で相手の帯をつかみ、右四つに組んだ状態から審判
が背中をたたいたら始めの合図です。
勝負は５分間３本勝負で２本先取すれば勝利となり

ます。相手の背中を土俵につければ「１本」。土俵の外
に出た場合や、手が地面についた場合は「勝負なし」と
判断されるため、本土の相撲のような「押し出し」など
は存在しません。あくまでも、土俵の中で勝負をつけ
なければならないのが、沖縄角力の特徴でもあり、本
土の相撲や柔道との違いです。

力士の
みなさん
かっこいい
ですね！
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infomation おしらせ②infomation おしらせ③

　沖縄復帰５０周年を記念して、これまでの水資源開発の取組等を広く紹介し、改めて水資源等の重要性を周
知することを目的に、北部ダム統合管理事務所においてスタンプラリーを実施したところ、コンプリート特典の
規定数に達し、好評のうちに第1弾を終了しました。
　第1弾の結果、県内外問わず多くの方々がダムを訪れる機会となりましたので、更に水源地やんばるの自然
やダムの魅力を広く認識してもらうために、現在「スタンプラリー第2弾」を開催しています。

内閣府だより
沖縄復帰５０周年記念

スタンプラリー 第2弾開催

こちらのQRコード
からイベントの詳細が
確認できます。

スタンプラリー概要

以下の５０周年記念下敷きがもらえます。
【表面】

【裏面】

ダムを訪れると通常の
ダムカードの他、
５０周年記念カード
（９ダム）も
配布しています。

各ダムの記念カード9枚全て集めると、国営沖縄記念
公園事務所協力のもと、火災により焼失した首里城の
復興への人々の思いが裏面に浮かび上がってくる工
夫をしています。

ダム毎に2種類の
スタンプを押す
ことができます。

スタンプラリー対象ダム

各ダム
管理支所で
スタンプを押す
ことが
できます。 羽地ダム羽地ダム

岡田大臣の沖縄訪問

▲西崎展望台（日本最西端の碑）視察（与那国町）

令和５年１月17日～19日にかけて、岡田沖縄担当大臣は沖縄県（石垣市、与那国町、宮古島市）を訪問し、離
島地域における沖縄振興策の現場において、事業の視察や首長との意見交換を行いました。

▲八重山戦争マラリア犠牲者慰霊の碑
参拝・献花（石垣市）

▲石垣港離島ターミナル（石垣市尖閣諸
島情報発信センター）視察（石垣市）

▲平良港（平良港国際クルーズ拠点整備
事業）視察（宮古島市）

「OKINAWA41」では、
沖縄の知られざる魅力を発信しています

内閣府で運営しているウェブサイト「OKINAWA41」で
は、フォトコンテストや現地レポートなどで、沖縄の知られ
ざる魅力を発信しています。
「OKINAWA41」へは右のＱＲコードか、ＵＲＬ
（https://www.okinawa41.go.jp/）からどうぞ。

〇実施期間：令和4年12月28日（水）～実施中（特典がなくなり次第終了します。）
〇実施場所：北部ダム統合管理事務所 所管９ダム
〇スタンプラリー特典：９ダム記念カード下敷き

記念カードもらえます 全ダム訪ねてコンプリートすると
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からイベントの詳細が
確認できます。

スタンプラリー概要

以下の５０周年記念下敷きがもらえます。
【表面】

【裏面】

ダムを訪れると通常の
ダムカードの他、
５０周年記念カード
（９ダム）も
配布しています。

各ダムの記念カード9枚全て集めると、国営沖縄記念
公園事務所協力のもと、火災により焼失した首里城の
復興への人々の思いが裏面に浮かび上がってくる工
夫をしています。

ダム毎に2種類の
スタンプを押す
ことができます。

スタンプラリー対象ダム

各ダム
管理支所で
スタンプを押す
ことが
できます。 羽地ダム羽地ダム

岡田大臣の沖縄訪問

▲西崎展望台（日本最西端の碑）視察（与那国町）

令和５年１月17日～19日にかけて、岡田沖縄担当大臣は沖縄県（石垣市、与那国町、宮古島市）を訪問し、離
島地域における沖縄振興策の現場において、事業の視察や首長との意見交換を行いました。

▲八重山戦争マラリア犠牲者慰霊の碑
参拝・献花（石垣市）

▲石垣港離島ターミナル（石垣市尖閣諸
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は、フォトコンテストや現地レポートなどで、沖縄の知られ
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「OKINAWA41」へは右のＱＲコードか、ＵＲＬ
（https://www.okinawa41.go.jp/）からどうぞ。
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★令和５年度 沖縄振興予算案
　 ～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を
　　　　　　　　　　 目指し、約2，679億円を計上～
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